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　　　　　序章　風







　妖よう刀とうの夜から、もう十年もの月日が経たった。




　月つき叢むら方ほう助すけは、自みずからに刻きざまれた深い刀傷を想起する。

　記憶は錆さび付いた鉄のにおいから始まる。

　それから、夜や気きを打ち震わせる剣けん戟げきの音。繰り返し目に焼き付く蒔まき絵えのような色の乱舞。

　眼めのようにぎらつく満月の金、それを反射する刀の白銀、球と散る鮮血の赤、風の軌き跡せきを描く桜さくら吹雪ふぶき。神速の斬ざん撃げきに時すら刻まれる修しゆ羅らの巷ちまた──

　そしてその中心に乱れ舞う、一人の剣けん客かくの姿。狂きよう瀾らん怒ど濤とうの風の中で、一人の剣客が、一振りの妖刀と戦っていた。

　剣閃せんの一つ一つを数えることは誰にもできず、風を生む彼らはもはや人ではなく、人の形をした「斬る」という事じ象しよう概がい念ねんそのものだ。

　脳のう裏りに焼き付く記憶の光景は激しく、恐ろしく、おぞましくて、美しかった。

　やがて終わりが訪れる。刹せつ那なの好機はまさに生きるか死ぬかの分ぶん岐きだったはずで、剣けん客かくは決着の一刀に命を乗せた。刃はいつの間にか鞘さやの内、左手で支えて右手で柄つかを握にぎる。姿勢は這はうように低く半身、静止から瞬しゆん時じに最速にいたる電でん光こう石せつ火かの抜ばつ刀とう術じゆつが、




　一いつ閃せん。




　いつ抜いたのか、いつ斬きったのか──最後の納刀に、鍔つば鳴なりが一つ。

　刀の柄尻じりに提さげられた鈴が「凛りん」と唄うたい、血と桜おう花かと妖よう刀とうの夜を締しめくくった。

　記憶はそこで終わる。




　　　[image: くぎり]




　全て夢のような光景。しかし、妖刀の夜は確かにあったはずだ。

　というのもこの出来事、公的な記録に残っていないのだ。普通に手に入るデータや書類を閲えつ覧らんしても、「二〇〇九年、伐きり霞か村の妖刀事件」について記しるしたものはどこにもない。そもそもそんな村はどこにもなく、地図にも記されていない──と。

　しかし方ほう助すけは覚えている。全身を洗う激しい風を、一つ一つが絵のように鮮烈な戦いの光景を。そして最後の一閃を。十年一ひと昔むかしなど他人の都つ合ごうだ。

　刀傷は魂たましいにある。骨を断たず肉を抉えぐらず、影も形も痛みもなく、血の代わりに熱情を噴ふき出す記憶の傷だ。

　血ち潮しおに融とけた刃の記憶は、全身を駆かけ巡めぐって今もなお少年の意志と共にある。




　そして時が巡り、二〇一九年。

　幾千の夜を超えてまた、妖刀狩がりが始まる。
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「悪く思わねえで欲しいんだけど──」

　三月の春夜、刃じん都と・城しろ鉄がねには桜さくらの花弁が舞っていた。

　月つき叢むら方ほう助すけは乾かわいた隘あい路ろに目を凝こらしながら、同行する警察官に言い放った。

「こっから先はうちの仕事だ。お巡まわりさんがたは踏み込まない方がいいすよ」

　左右をビルに挟はさまれて入り組んだ小路には、切れかけた電灯や毒々しいネオン光がにじんでいる。今夜は無風で、かび臭くさい空気が隅すみ々ずみにまで満ち満ちていた。なんとなく、厭いやな感じのする夜だった。

「馬鹿なことを言うな！　ここまで来て、我々に帰れというのか!?」

　当然といえば当然ながら、若い警官が一も二もなく反発してきた。

　ＳＥＡＳ城鉄支部所属、刀とう剣けん回かい収しゆう官『刃は走ばしり』・登録番号六千六番。

　ＩＤカードが示すこの身分がまさか偽いつわりではないにせよ、方ほう助すけはまだ鉄てつ火か場ばに立つには若すぎるほど若い。内ポケットのパスケースには、ＳＥＡＳのＩＤカードの他に公立高校の学生証が納まっていた。

　しかも帯たい刀とうもしていない。そんな少年の忠告は、いくら「専門家」とはいえ簡単には承服しかねるだろう。気持ちはわかる。この手の反発には、悲しいことに慣れている。

「そういうことじゃない。チャンバラだのドンパチだのはうちに任まかせて、ちょっと待っててくれってことです」

　途中まで同行する警察官は二人いた。方助と十歳も違わないだろうガタイのいい青年と、彼より一回り小柄な中年の主任刑事。ここに来るまで付近を固める警官隊の刺とげ々とげしい視線を受けもしたが、中年の方は慣れたものだった。

「落ち着きなさい新にい見み君。情報をまとめると、犯ホ人シはその子の言う通りの可能性が高い。もどかしいのは私も同じだがねぇ……相手が相手だ」

　その子って言い方は気に入らねえけどな──方助は肩をすくめる。

「いえっ、自分はここで引き下がれません。──いいか、これはれっきとした連続殺人だ。もう三人もの犠ぎ牲せい者しやが出てる。殺人犯の逮たい捕ほは我々の責務だ！　大体、子供に頼って現場を引き渡す警察がどこにいる!?」

「相手は妖よう刀とう使いだぞ！」

　自分より背の高い相手を見上げ、方助は一歩も臆おくさず言い放った。

　彼の瞳ひとみに燃える義ぎ憤ふんの火を見み逃のがす方助ではない。現場のもめごとは刃は走ばしりにつきものの面めん倒どうだが、少なくとも目の前の彼は、ただの縄なわ張ばり意識でなく自分なりの正義感を持っているようだった。だからこそ蛮ばん勇ゆうを見過ごせない。

「そっちの装備とノウハウは必ずしも対たい刃じん戦に特化しちゃいない。それに俺らが用があるのは刀であって、人間の方はそちらさんに引き渡す決まりだ。餅もちは餅屋ってことで、ここだけは了りよう見けんしちゃもらえませんか」

「馬鹿な。人斬きりと言ったって、相手は刃物を持った同じ人間では……！」

「……そう思うかい」

　にわかに、停滞した迷路の空気がぬるりと動き出す。

　鼻をツンと刺すのは、鉄の臭においと、殺気だった。

　方助は懐ふところからルガーＬライトウエイトＣ・コンパクトＲ・リボルバーを早抜き、「そいつ」に物も言わず連射していた。

　ぼやけた光が浮き彫ぼりにする小路の向こうに男はいた。闇やみから生えたかのような唐とう突とつさだが、芬ふん々ぷんたる異い臭しゆうに混ざった血の臭いはここまで届いていた。

　五発、情け容よう赦しやなく胴体に全部ぶち込む。

　遠とお間まからの先制に相手は直立姿勢からぶっ倒れ、それきりぴくりとも動かない。

「なっ、おま!?　いきなり発はつ砲ぽうなんて!!」

「暴徒鎮ちん圧あつ用のゴム弾だんすよ。それに──」

　ちんたら話をしすぎた。ＬＣＲのシリンダーをスイングアウトして排はい莢きよう、手早く再装そう塡てんする方ほう助すけだが、撃うったこっちの方が額ひたいに冷たい汗をかいている。

「剣士なんて生き物は、こんなもん屁へとも思っちゃいねえ」

　ぐうんっ。

　仰あお向むけの状態から、男は背はい筋きんの力だけで身を起こした。

　非ひ殺さつ傷しよう弾とはいえ立て続けに直ちよく撃げきを喰くらえばただでは済まないのに、相手はびくともしていない。それもそのはず、男の右手から伸びた一条の刃やいばが、目にも留まらぬ速さで弾丸を全て弾はじき飛ばしていたのだから。

「……うやけ……こやーけーの……か……とんー……ぼ」

　──鼻歌？

　調子はずれの歌声を無視し、目で相手の装備を分析する。暗あん褐かつ色しよくの防ぼう刃じん被ひ服ふく、革の帯たい刀とうベルトを乱暴に巻き、砂さ鉄てつ仕込みのグローブと鉄板仕込みのブーツに身を固めている。右手の刀は一般的な刃渡りの大刀。構えらしき構えはない──

「動くな!!」

　面めん倒どうなことが起こった。あの新にい見みという刑事が、拳けん銃じゆうを抜いて大声で叫んでいたのだ。

　妖よう刀とう使いの首が、こき、と動いた。

　鼻歌は続く。

「お前はもう包囲されている。武器を置いて投降しろ。もう逃げられると思うな！」

「おい、下がれよあんた！　もうあっちはやる気なんだぞ！」

　剣の恐怖を実感として知らない若手には、こうした心こころ得え違いをする者がたまにいる──どうせ刃物を持った個人、適切に対処をすれば恐るるに足りない、と。彼は方助を無視した。

「聞こえないのか!?　今すぐそれを捨てて両手を上に──」

　鼻歌が、止んだ。

　続く妖刀使いの動きは、明らかに人間離れしていた。

　刃じん圏けんの遥はるか遠く、ざっと二十メートルは離れていたはずである。その距離がたったの一秒で詰まる。無む拍びよう子しからの急接近に方助すら対応が遅れ、新見は反応もできない。

　男と妖刀の走る軌き跡せきには、電光めいた緋ひ色の光が残っていた。

　──『緋ひ鋼こう』！

　掬すくい上げるような片手斬ぎりが、殺意をたっぷり乗せて逆ぎやく袈げ裟さに閃ひらめいた。

　硬質な音が響き、血がわずかに飛び散る。果たして新見は無傷だった。

「!?　せ、先輩!!」

　新見のシールドを構えた主任刑事が、新見を庇かばって立ちふさがっていたのだ。

　妖刀を前に普通の盾たては意味をなさない。刃はポリカーボネート製のライオットシールドを紙切れ同然に切り裂さき、刑事の額ひたいまでも真横に斬きって血を吸っていた。

「ヂィイイイイイイイッ!!」

　妖よう刀とう使いの喉のどからほとばしる声は、血に酔ってもはや正気の残り香がもない。

　初しよ撃げきの慣性のまま体を旋せん転てんさせ、低い姿勢から追撃。その動きを読んで方ほう助すけが素早く手元を操作する。

　ぢぎんっ──！

　二度目の剣は肉を捉とらえない。新にい見みの首を狙ねらった斬ざん撃が、直前で真上に逸そらされていた。

　火花が線上に散って虚こ空くうに消える。

　その正体を悟さとらせぬまま、方助は既すでに相手の懐ふところに入っている。

　古こ式しき絶ぜつ刀とう術・縛ばく陣じん打撃の型。

「縛陣・『暈かさ鉾ほこ』!!」

　加速と体重を存分に乗せた肘ひじ鉄てつが、妖よう刀とう使いを吹き飛ばす。

　手ごたえはあり。だがまだ決定打には遠い。相手は後ろに転がってそのまま姿を消す。

　追おうとして、痛みにわずかに顔をしかめた。

　見れば、交こう錯さくの瞬しゆん間かんに剣が当たっていたらしい。右上腕が切り裂かれて血が垂れている。だが浅手だ。普通なら骨にまで届く斬撃を、灰銀色のジャケットの袖そでが防いでいた。

　この特とく殊しゆ繊せん維いのジャケットは、軽量にしてかなり高度な防ぼう刃じん加工が施ほどこされている。方助はこれらの防刃被服で、首から下の肌を徹底的に隠かくしていた。

「野郎はうちで止める。あんたは主任さんの手当てをして、それから深追いはしてくるな！」

　一いち瞥べつして主任刑事の傷の程度を測る。頭の傷だから見せかけの出血こそ大きいが、こちらもなんとか浅あさ手で。彼に内心で敬意を払い、そこから先は決して振り返らない。

「し、しかし！」

「死ぬなって言ってんだよ!!」

　言い放ち、返事を待たず駆かけ出す。

　大なり小なり「妖刀」の気配を感じ取った時、方助はいつも背せ筋すじが寒くなる。

　人血を吸った刃の冷たさ、それに魅み入いられた人間の狂気。灯りも乏とぼしい暗くら闇やみの、錆さびついた街灯の、傾いた看板の、転がる屑くずと埃ほこりの向こうにそれがいる。




「──スゥウウウウウ……」

　甘やかな鉄の匂においに、妖刀使いは武者震ぶるいを隠せない。

　彼が持つ妖刀は、銘めいを祐すけ定さだ。久く保ぼ坂さか祐定という。

　備び前ぜん長おさ船ふね派、与よ三左ざ衛え門もんの尉じよう祐定作の二に尺しやく三さん寸ずん六ろく分ぶの業わざ物ものであり、かつて江戸の辻つじ斬ぎりが用いたといういわく付きの一品だ。

　全身の血が異様に冷たく、一方で右手の刀は恐ろしく熱い。

　血を吸った玉たま鋼はがねの肉体が、心臓の鼓こ動どうと共に疼うずき続けて新たな血を求めているのだ。

　獰どう猛もうな緋ひ色の光が示す、夢のような狂きよう奔ほんと共に。




　妖よう刀とうは異様な緋色の光を放っていた。玉鋼の刀身から、持ち主の右腕にまで。

　びっしりと血管のように這はい回るそれは、灼やけつくように強く赤い「脈」だ。

　緋鋼こう。血と鋼の剣。その名を思い出すにつけ、方助の心に複雑な思いが去来する。

　迷路のような角を曲がった時、視界の端からひりつく殺気と共に刀光が奔ほとばしった。

　右！

「──ッ舐なめんじゃねえ!!」

　自己を奮ふるい立たせる目的で叫び、ＬＣＲを妖刀使いの手元にぶっ放す。

　半分以上は運で、ゴム弾だんが相手の右腕に食い込む。衝しよう撃げきで太た刀ち筋すじが横にぶれ、方ほう助すけはとっさに反対方向に跳とんでそれを避けた。

　安あん堵どする間もなく、全力で真後ろに跳とびすさった。

　崩くずした姿勢を一いつ瞬しゆんで立て直し、妖刀使いが返す刀を振り上げていたのだ。

　緋色の切っ先が振り抜かれ、軌き道どう上の室外機を大した抵抗もなく両断してみせる。遅れていれば、凡ぼん人じんの肉体など室外機と同じく上と下であっさり泣き別れしていただろう。

「ハァアアア……あー……あか、あか、あか、とん、ぼぉおおぉぉお」

　妖刀使いは片手で構え直す。撃うち込んだ弾たまで右手の甲こうは砕くだけ、中指が折れている。

　それが今、しゅうしゅうと湯気を立てて治ち癒ゆしつつある。

　片手の剣を寝かせて迫る妖刀使いに、方助はためらわずＬＣＲを連射した。三発分のマズルフラッシュが路地をストロボライトのように照らす。

　信じがたいものを見た。一発目・相手が跳ちよう躍やく、二発目・薄汚い雑居ビルの壁を蹴けり、三発目・空中高くで旋せん転てんして刀を振り上げる光景。撃った弾は全て外はずれて遥はるか後方の虚こ空くうへ消えた。

　上、落下速度と遠心力を使った真まっ向こう唐から竹たけ割り。

　方助は頭から飛び込む形で前転し、塵ちりにまみれてこれを辛からくも回避した。

　だから嫌いやになる。こうなると、拳けん銃じゆうだろうがサブマシンガンだろうが同じだ。

　頭の中で毒づきながら必死に分析を進めた。相手の剣法はおそらく我が流りゆうで、技とも言いがたい乱暴な太刀筋だが、妖刀の力もあいまって異様に鋭い。重心が右に偏かたよりがち、反面左半身はいつも引き気味。右の片手打ちが得意技か。

　立ち合いではなく、狭きよう所しよでの奇き襲しゆうに主眼を置いた「狩り」の剣だ。

　だからこそ、見せた隙すきにはすぐさま食いつく。

　そうと分かれば、方助は素早く背を向けて全力で逃げていた。

「イィイイッ!!」

　方助の背を追う妖刀使いは、まさに兎うさぎを追う狼おおかみさながらの獣けものじみた動き。背後を確認しながら路地の東西南北前後左右を幾度も曲がって、方ほう助すけはうず高く詰まったゴミ袋の山へ突っ込んだ。湿った屑くずが散り、臭しゆう気きがわだかまる闇やみの奥に姿を消す。

　しばし、沈ちん黙もくが降りる。

　迷まい子ごのようにさまよう妖よう刀とう使いが、獲え物ものの存在を音で探知した。

　潰つぶれた雑居ビル同士の隙すき間まで、何かが震ふるえたのだ。振り返ればそこには灰銀色の服。

「殺シヤァアッ!!」

　加速を十分に乗せた殺意の突きは、間違いなく狙ねらった場所へ突き込んだ。

　だが、手ごたえが異様に軽い。──いない。

「──ばァか。囮おとりだよ」

　中身は、塗装の剝はがれた街灯の上にしゃがみ込み、真下の妖刀使いをじっと観察していた。

　手には私物の携帯電話。上着の下には支給品の携帯電話だけが引っかけられていて、相手に気付かれる程度の着信バイブを発していた。罠わなに誘い込むために。

　絶ぜつ刀とう術じゆつ──暗殺術を発展させた対たい刃じん特とく殊しゆ戦せん闘とう術・縛ばく陣じん拘こう束そくの型、仕つかまつる。

　方助の左腕の袖そでがめくれ、五指の先から肘ひじまで覆おおうロンググローブが露あらわになる。

　その上から幾いく重えにも巻き付いているのは、極細の鋼こう線せんを芯しんに頑がん健けんな炭素繊維カーボンフアイバーを編み込んだ特製の「黒こく縄じよう」である。指先で精せい妙みように操作するそれは一本で大人おとなを持ち上げるほど強きよう靭じんで、うまくすれば刀の斬ざん撃げきを受け止め逸そらすこともできる。新にい見み警官を助けたように。

　ブレード状のウェイトを虚こ空くうに踊らせ、黒縄は音もなく眼下の妖刀使いへ巻きついた。

「『徒あだ蜘ぐ蛛も』！」

　相手の喉のど笛ぶえを縛しばり、街灯に引っかけ、方助はためらうことなく飛び降りた。

　ぐんっ。

　釣つる瓶べ落としの要領で、妖刀使いが吊つり上げられる。

「……ッッ!!」

　即席の首吊りの格好になり、妖刀使いの顔面が青紫色に変色する。方助自身の落下の勢いと体重を乗せた縄なわは、常人なら一いつ瞬しゆんで意識を手放す一手だ。

　しかし信じがたいことに、吊られつつも相手は動いた。

　苦し紛まぎれに妖刀が向かう先は、支点とした街灯の柱。

「な……っ!?」

　黒縄の支点となる街灯が両断され、方助は愕がく然ぜんとした。

　倒れる街灯に引っ張られてバランスを崩くずしかける。首にまだ黒縄を巻いた妖刀使いが反転して上段唐から竹たけ割りを狙う。方助は黒縄を手繰り、何本も重ねたそれを柔らかくたわめ、刀の運動エネルギーを殺す形で受け止めた。

　鍔つば迫ぜりの形で、ぎりぎり止めた妖刀の切きっ先さきが方助の前髪に触れた。

「……それほどの業わざ物ものを、こんな程度のことにしか使えねえのかよ……っ!!」

　黒こく縄じようが軋きしみ、全体重を乗せた刃がのしかかる。まずい、力負けする──鋼はがねの死線の向こうに血走った敵の目が見えた時、

　横合いから飛び込んだ一いつ閃せんが、緋ひの残光と共に妖よう刀とうを弾はじき飛ばしていた。

　途と端たんに体が自由になる。方ほう助すけの判断は瞬しゆん間かん的だった。上体を泳がせる妖刀使いの顎あごに狙ねらいをさだめて低い姿勢から旋せん回かい、立ち上がりの勢いと回転力を右足に乗せて回転蹴げりを放つ。

「『霞かすみ』ッ!!」

　大おお鎌がまのごとく鋭い蹴しゆう撃げきが、妖刀使いの下顎を削そぎ飛ばす勢いで命中した。

　決まり手だ。刀を手放した男は、とうとうそれで意識を手放した。

「──はあぁあっ」

　倒れ伏ふす相手を見下ろし、方助はようやく大きな息を吐き出した。

　格かく闘とう戦の最中、特に至近距離では、呼吸のリズムで動きを読まれないよう息を殺さなくてはならない。

　見ればこの場に現れた第三者は、帯たい刀とうした瘦やせぎすの男だった。装いは現代的な洋装でありつつ、左腰に刀を帯びる様は古式ゆかしい日本の剣けん客かくそのもの。しかし今なお時代錯さく誤ごではなく、二〇一九年の最適化された剣客の姿がこれだった。

　彼こそ、ＳＥＡＳの『正規剣士』の一人だ。

　松まつ澄ずみ、という名前の剣士だったように思う。直前に方助が連絡していた相手だ。方助はふらつく足で妖刀を回収し、皮肉げに感謝を述べる。

「……どーも。ずいぶんのんびりだったじゃないすか？」

「一言多いぞ。この私が来てやっただけありがたく思うのだな」

　ものの一撃で妖刀を吹き飛ばした松澄は、やたらに高圧的だった。

　剣士は、刃は走ばしりの上司に当たる相手と言っていい。

　方助のような刃走の主な役目は、偵てい察さつや事後処理、総じて剣士の直接的なぶつかり合いのサポートに終始する。本格的な戦闘は剣士が受け持ち、妖刀狩りの花形として活躍する──のだが、今回は遅刻ときた。

　方助は小さな救急キットで傷の止血を済ませ、祐すけ定さだの妖刀をあらためた。もう刀身から緋ひ鋼こうの効力は消え、もの言わぬ刀身を夜風に冷やしている。

　違う。これじゃない。

　とはいえ業物は業物で、こんなサンピンが祐定の逸いつ品ぴんなんてよくぞ手に入れたものだ。一体どういう伝つ手てを辿たどったのだろうか。

　本当ならもっとじっくり鑑賞したいところなのだが、時間がない。方助は祐定を丁てい寧ねいに納刀して、片手合がつ掌しようで頭を垂れた。

「お勤めご苦労さん。血を落として、ゆっくり休んでくれ。もう誰も傷つけずに……」

「ほら、何をしているんだ刃走。とっとと妖刀を私によこせ」

　肩をすくめる。言われなくともそのつもりだ。

　刀を渡すと、松まつ澄ずみはあらかじめ用意していた刀剣用の回収袋にそれを納める。ぴくりとも動かない妖よう刀とう使いは一いち瞥べつするにとどめ、この場から興味の一片も失ってきびすを返した。

「……ご苦労。人斬きりの引き渡しは任まかせた。それでは」

「待ってください。四分くらいの遅刻だった。理由は何です？」

「道が複雑だったのと、途中で警察どもに絡からまれた。もとはといえば刃走がしっかり話をつけなかったからこうなる。以後気を付けるように」

　くだらない世せ間けん話ばなしを語る口調で吐はき捨てて、松澄はそのまま行こうとする。

　彼の前に回り込んで、方ほう助すけはなおも食い下がった。

「それだけで済む話すか？　怪け我が人にんが出たし俺も殺されかけたんだ。最初からあんたがいれば、こんなことは起こらずに済んだ！」

　刑事が負傷、刃走も負傷して窮きゆう地ちに立たされた。その状況を頭の中で吟ぎん味みして、松澄はしかし微動だにせず、

「その程度で何を目くじら立てているのか？　一山いくらの公僕や刃走がいくら死んだところで、我々剣士さえいれば妖刀の脅きよう威いなど恐れるに足りないものだ」

「あんたは……っ！」

　相手は、自分が剣士だということに強烈なエリート意識を持っている手合いだ。

　睨にらみ合うことしばし。松澄はやはり、徹てつ頭とう徹てつ尾び方助には興味を示さず、横をすり抜けて歩み去っていく。方助の背に冷たい声がかぶさった。

「──最後に。刃走の子供が、あまり調子に乗らないように。何な故ぜなら、剣も持てない剣技も使えない君のような能無しでは、どうせのし上がるなぞ夢のまた夢なのだから。以上だ」

　彼が消え、しばらく待つと、道の奥から警官がやってくるのが見えた。

　気を失った妖刀使いを見下ろし、方助の頭には正規剣士サマの捨て台詞ぜりふがこだましている。

　お説ごもっとも。

　方助は、自分の剣を持っていない木こっ端ぱの刃走。そんなことはよくわかっている。けれど立身出世が目的でなくともやることがあるのだ。

「……今日のも違った、か」

　十年前に見た妖刀は、まだ見つかっていない。

　銘めいは知らない。だが見れば一目でわかる自信がある。

　あの妖刀は、夜を凝ぎよう縮しゆくしたかのように黒かった。




　この世には、数限りない刀剣が存在する。

　それらの剣は今なお、計はかり知れないポテンシャルを秘めた個人兵器として認知されていた。

　緋ひ鋼こうという、特とく殊しゆな鍛たん鉄てつ技法のゆえに。

　緋ひは血の色、輝きを放つ命の色。血は個々の生命力を象徴しており、そこには一種の霊れい的な力が宿っている。

　緋鋼こうはすなわち、持ち主の「血」を鉄の刃に焼き込み、血と鋼を通して生命エネルギーを現出させる技法のことを差す。

　緋鋼の剣士一人に対し常人がどうにか対処するには頭数が十人から必要で、これが剣技を極めた達人級なら完全武装の一個小隊でどうにかなるかならないか。過去の戦時中にも、白はく兵へい戦せんにおいて十分な練度を持った「抜ばつ刀とう隊たい」が活躍したという。

　製鉄技術が生んだ一種の魔ま術じゆつ、人にのみ許された極限の武器術、古来より続く最強の近接兵法──などとあれこれ言われているが、当然いいこと尽づくめではなかった。

　強すぎる力は危険と表ひよう裏り一体。緋鋼は、時として暴走の危険をはらんでいる。

　スイッチは、たとえば他者の血を吸いすぎること。繫つながった剣に、悪意・殺意など持ち主の黒い怨おん念ねんまでもリンクしてしまうこと。そうした時、剣は「妖よう刀とう」になる。妖刀は使い手に驚異的な力を与えるとともに、その正気までも奪うばう危険な代しろ物ものだ。

　Sword of Epic Administrative System──ＳＥＡＳシースは、世界中の刀剣の回収・保管および反社会的な剣士への対処を目的として、東アジアや欧おう州しゆう諸国を中心に発ほつ足そくした世界機関である。

　彼らは、刀剣に関する案件への対処に限りあらゆる超法規的措そ置ちが許されている。

　管理外の刀剣の個人所有が一いつ切さい禁じられた「刀狩り」の時代にも、裏うら社会に流れた剣は数えきれないほど現存している。綴つづりこそ違うが、ＳＥＡＳはつまり世界中の刀剣を納めるために存在する鞘Sheathだと言えた。




　現代は都市の拡大と過密化にともない、街々の細部が複雑化の一いつ途とを辿たどっている。結果として多発する閉所での遭そう遇ぐう戦・白兵戦というシチュエーションは、一周回って原始的ですらある近接武器の独どく壇だん場じようだ。特に、日本という手て狭ぜまな島国では。

　空を高層ビルが突き、地上を細分化された街区が切り分ける都市の隙すき間までは、夜ごと刃鋼はがねの唸うなりがこだましている。

　見せかけの平和を保つこの国に、剣の時代は終わっていない。
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「とはいえ……」

　緋鋼の剣士になれない人間も当然いる。

　剣に乗せる「血の質」には個人差があって、緋鋼を使えるということはその時点で一種選ばれた人種だという。血に秘める力が先天的に優れているとか、代々剣士の血ち筋すじにいるとか。

「一人でやり続けるってのも、流石さすがにキツいかもなぁ」

　方ほう助すけの血は剣には絶望的に合わない。しかもダメ押しに剣術の才能自体もさっぱりだった。

　運うん否ぷ天てん賦ぷは承知の上とはいえ、非才の身で剣士に翻ほん弄ろうされればため息の一つも出る。夜も更ふけた帰り道を歩いていると、懐ふところから必殺仕事人のテーマが流れ出した。

　私用の旧ふるい携帯からだ。

『ぐへへ。おっ、おっ、おニイちゃんってトランクス派？　ブリーフ派？　それともフ』

　切った。

　三秒経ってまたかかってきた。方助はため息をついて、見放さず応答してやる。

「姉貴さあ、電話でそういうのやめろって言ってるだろ？　疲れてんだよこっちは！」

『なんだよぅ。小こ粋いきなジョークで和なごませてやろうってのにつれない奴だぜ』

「なぁにがジョークだ、そりゃただのセクハラだ。あんたそれで間違い電話なんてやらかしたら一大事だからな」

『だよな……。さっき知らない女の子泣かしちった』

　やらかしてやがったか。

　久く利り富とみ唄うた夏げは、典型的な「黙だまっていれば美人」タイプだ。

　女ざかりの匂におい立つような美女で、ちゃんと着飾ればそこらの雑誌の表紙を飾っていてもおかしくない。のだが、実物は電話口の通りである。

　彼女は、方助の監督役として彼をサポートしている。姉貴と呼ぶが血の繫つながりはまったくない。十年前たった一人で久利富家に引き取られた方助は、唄夏とお互い実の姉弟のように育ってきた。

「……で何よ？　パンツのためだけに電話したわけじゃないんだろ？」

『ああ、うん。新しい仕事の話だ。あたし今夜工房で徹夜だから今のうちに』

「仕事？」

『明日の昼過ぎ、この城しろ鉄がねにある要人が一人来る。仕事はその相手の世話……つうかまあ、やることは身辺警けい護ごとだな、あと仕事のサポート、その他もろもろ。いけるな？』

「ごめんそれ無理だわ。下したっ端ぱがやることじゃねえわ。辞退させてもらうわ」

　だいたい要人警護なんてろくなもんじゃないのだ。方助はそれを経験で知っている。妖よう刀とう狩がりに関係があるでもなし、お偉いさんのご機き嫌げん取りなんて出世したい奴がやればいい。

『うん。そうくると思って、上にはやるって言っといた』

「はあ!?　お、おい、勝手に決めんなよ!?」

『気にすんな気にすんな、何事も経験だぞ！　がんばれ男の子！』

「そういうことじゃ……っ。ていうかあのな、そういう長引くような仕事回すのやめてくれって言ってたじゃねえか！　俺が一年の頃の単位ギリギリだったの知ってんだろ!?」

　方助は四月から高校二年生になる。

　二足のわらじでやっているせいで、出席日数はいつもギリギリの綱つな渡りだ。どうにか進級できて胸を撫なで下ろしたことは記憶に新しく、もう二度とあんな思いはしないと心に固く固く誓ちかったばかりだというのに。

『なーに一週間はかからん。ちょうど今は春休みだろ？　それに、お前にとっても興味深い話だと思うけどなあ』

　真意が摑つかめない。方ほう助すけは苛いら立だちまぎれに大おお股またで歩きながら、

「興味深い？　なんのことだよ」

　気が付けば、唄うた夏げの声色が変わっていた。

　繫つながったばかりとはかなり違う、落ち着いた静かな声で彼女は言う。

『相手は、善ぜん鬼き国くに綱つなの当代の使い手だ。ピンと来ないか？』

　言葉を失い、歩道の真ん中に立ちつくす。

　たっぷり十秒はそうしていた。街の喧けん騒そうが急に遠く感じられ、心の裏うら側がわを引っかかれるような感覚と共に記憶が目覚めた。

　妖よう刀とうを打ち破った英雄の名は、そう、確か。

「────まさか、『その人』なのか？」

『喰くい付いたな。そ、まさかだよ。鋼はがねの血統・季とき風かぜ家二十一代目、鳴なる。女なんだとさ』
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　季風について、方助が知っていることは三つある。

　一つは、彼らが鋼の血統であること。

　鋼の血統の特徴は、「ある一つの刀剣を代々受け継いでいる」ということにある。

　彼らの血は特別で、常人よりはるかに緋ひ鋼こうへの適性が高いという。大たい抵ていがＳＥＡＳシースよりも歴史の古い名家だが、今日では「刀剣を巡めぐる事件に対処する」という目的のもと組織の管理下に入って活躍しているのがほとんどだった。

　二つ目は、季風家が代々操あやつる刀の名。

　銘めいは国綱、号は善鬼。古刀・二に尺しやく五ご寸すん五ご分ぶの太た刀ち造り、「粟あわ田た口ぐち国綱」在銘の業わざ物ものだ。

　銘はそれを打った刀工の名。号とはあだ名のようなもので、その刀の特徴や逸いつ話わ、切れ味の鋭さなどを端たん的てきに示す看板めいた意味を持つ。

　例えば備び前ぜん長おさ船ふね光みつ忠ただの刀が人間ごと燭しよく台だいをも切れば、それは「燭台切光忠」。斬きった念仏坊主の傷口が八はつ丁ちよう（約８７０メートル）先でようやく開くとなれば「八丁念ねん仏ぶつ団だん子ご刺ざし」という寸法だ。ちなみに後半は、石ころを団子のように串くし刺しにしたという逸いつ話わによる。

　一方で季風家の善ぜん鬼き国くに綱つなは、その発はつ祥しよう自体が謎なぞに包まれている。

　一説には、季とき風かぜの初代が「善ぜん鬼き」と名乗る山やま伏ぶしだったからというもの。善鬼は山伏でありながら凄すご腕うでの剣けん客かくであり、表に出ない世の騒乱を国くに綱つなの業わざ物もので切り伏ふせてきた──とかなんとか。

　そして三つ目は、方ほう助すけにとって季風こそ英雄だということだ。

　あの鮮烈な剣けん閃せんを忘れたことは一日もない。「妖よう刀とうの夜」を終結させたのは、他でもない季風の二十代目だ。憧あこがれの対象だった。掛け値なしに。

　彼らの剣技は、『季風流・封ふう刃じん抜ばつ刀とう術』。

　季風鳴なるは善鬼の二十一人目の使い手にして、先代の実子ということになる。




　昨日の今日で夜が明けて、方助は駅前までその相手を迎えに行った。

　なんでも、電車に乗って一人でやってくるらしい。

「初めまして。……いやいや、お初にお目にかかります、とか……？　ああ、まずはあの時の礼かな……いやでもそれは先代の話だし……ああくそ、どうしたもんかな……」

　昨夜はまんじりともせず考えたのに、この期ごに及んで最初の一言が思い浮かばない。

　女性、だという。正直言ってこれは意外だ。

　それでもあの季風の当代を任まかせられるほどの人物だ。きっと誰が見てもそれとわかる漢女おとめに違いない。男顔負けの屈くつ強きような女性か、はたまた触れれば斬きれそうな雰ふん囲い気きの麗れい人じんか。

　なんてことをあーだこーだと思いながら、もう結構な時間が経たっていた。

　待ち合わせの時間の一時間前には現地入りしていた方助だが、時計を見ると約束の時間を十分ほどオーバーしている。

「……来ねえな」

　駅前広場には人が多い。顔を見てわかるなら話は早いのだが、唄夏は「たぶん見たらすぐわかる」とアバウトすぎるアドバイスしかくれなかった。

　本当にここに来るのか──と疑問に思っていたところ、

「ん～～～～～～……っ」

　少し離れた木の上から、何かの鳴き声がした。なんだと思って横目でちらっと見る。

「んん～～～～～～～～～…………っ!!」

　女の子が、高さ三メートルほどの木に両手両足でしがみついている。

　中学生くらいの子だった。黒髪をポニーテールにまとめていて、赤い紐ひもリボンが長い黒髪と共に風に揺ゆれている。

　薄うす紅べにのカーディガンとプリーツスカートは、小柄なせいでワンサイズは大きく見えた。いかにもよそ行きの服といった感じだが、薄手のトレッキングシューズだけが山越えでもしたのかと思うほど履はき込まれている。

　春になるとおかしな人が出てくるもんだなあ。

　と思うのもつかの間で、よくよく見れば女の子の他にもう一つ何かが引っかかっている。青空に映はえる鮮やかな蛍けい光こうオレンジのそれは、どうやら風船のようだ。

「おねいちゃんがんばれー！」

「もすこし右ー！」

「あとちょっと先！」

「ぱんつ見えそう」

　見れば、木の下では女の子を応援する子供たちの姿。
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　つまり、子供たちの誰かの風船が風に飛ばされ、木に引っかかってしまったのだろう。それであの女の子が子供たちのために木登りを敢かん行こう、見み事ごと膠こう着ちやく状態に……という顚てん末まつか。

　女の子はぷるぷるしながら風船に手を伸ばす。なんとかなりそうだな、と判断するが、

「あーっ!!」

「おねいちゃんが落ちる!?」

「おねいちゃーん！」

「ぱんつ見えた」

　ええいもう。

　方ほう助すけは跳はねるように立ち上がる。低い姿勢のまま木の下まで滑すべり込み、

「わうっ……!?」

　今まさに木から落ちてきた女の子を、ぼすんっと受け止めた。

　女の子は、何が起こったかわからないというように目を白黒させている。大きな瞳ひとみできょろきょろ周囲を見回し、至近距離から方助の目を見返して、まぬけな声を出した。

「……あれぇ？」

　下ろしてやると、硬こう直ちよくしたままの女の子がこてんと転がった。風船はまだ木の上にある。

「おにいちゃんだれえ」

「待ち人来ずの暇ひま人じんだよ。あれお前らのか？」

　青っパナを垂らした坊ぼう主ずに聞くと、彼はうんと頷うなずいた。

　方ほう助すけは顎あごに手を当て、下から見て間合いを測る。

「よっ──」

　左の袖そで口ぐちから放った黒こく縄じようが半円を描き、その軌き道どう上で狙ねらい通り風船の紐ひもに絡からまる。方助は器用に黒縄を操あやつり、その場から一歩も動かずあっさり風船を回収してのけた。

　おおおおお、と子供たちがどよめいた。

　んでこれ誰のよ、と風船をつまみ上げると、一番小さな幼女がちょこちょこ寄ってきた。

「お前のか。ほれ、ちゃんと持っとけな」

　こくこく頷うなずく幼女だったが、両手がふさがっていた。

　というのも、彼女は胸にウサギのぬいぐるみを抱いていたのだ。ガワの布がくたびれ気味なあたりそれなりに年ねん季きが入っているようで、内に外にいつでも連れ回していることがうかがい知れた。目線の高さを合わせると、ボタンの右目が少し垂れているのが見えた。

「そんなんで無理やり持ってたのか？　だから手放しちまうんだぞ」

「きくちよさんは、だいじなあいぼうでして」

　ならばと方助は風船の紐で大きめの輪っかを作って、彼女の右手首に引っかけてやった。風船と菊きく千ち代よ氏をばっちり装備した幼女は得意げに胸を張った。

「こうしゅともにさいきょうですな？」

「どこで覚えたそんな言葉。──あ」

　おーい何やってんだー、という声が向こうからした。見れば他の子供たちは別のところに興味がいっているようで、元気に走る集団がもう小さく見える。相変わらず例の女の子はひっくり返ったままで、幼女は二人を見比べてまごついた。

　友達がもう一声かけると、幼女は後ろ髪を引かれるような顔で駆かけていく。ぱたぱた手を振ってくるので、方助も軽く振り返した。

　さて、

「おい。……それ」

「えっ」

　きょとんとする女の子に視線をやれず、早口で教えてやる。

「それな。ぱんつ。見えてる。早く」

　ぶわっと女の子が赤面した。慌あわてて体を起こし、もたもたしながら頭を下げる。

「あ、ありがとう。助けてくれて」

「……ふう。いいよ別に、見てらんねえよあんなの。あれじゃミイラ取りがミイラだ。──にしてもお子様も現金なもんだよな、俺はともかくあんたに礼の一つもあったっていいのに」

「ううん、いいよ。よかった、ちゃんと風船が取れて」

　体の埃ほこりを払いながら、女の子は満足そうだった。

　変な奴だ。悪い奴ではなさそうだが。

「とにかく。心こころ意い気きは立派だけど、そっちもあんま危ないことすんなよ。じゃな」

「う、うん……。ほんとにありがとう」

　女の子はまた一礼して、木の下に置いていた自分の荷物を抱かかえ上げた。飾り気のないボストンバッグと、細長い革かわ袋ぶくろが一つ。

　方ほう助すけは挨あい拶さつもそこそこに彼女と別れ、ベンチに戻って当代季とき風かぜを待つ仕事に戻った。

「…………来ねえ」

　更さらに三十分。

　その間も、あの女の子は駅前広場を右う往おう左さ往おうしていた。重い荷物にあえぐおばあちゃんを手伝ったり、迷まい子ごと一いつ緒しよにママを探さがしたり、道みち端ばたでケンカするカップルを必死に仲ちゆう裁さいしたり。今は通りすがりのケニア人にスワヒリ語で道を聞かれてパニックになっている。

　巻き込まれ体質もあそこまでくると笑えない。見て見ぬフリでもすればいいのに、底抜けのお人好しか、絶対にノウと言えない小心者なのか。両方か。

　方助はといえば、だんだん眠くなってきた。

　昨夜の睡眠不足に加えて、この麗うららかな春の陽気だ。暖かな日差しには勝てず、いつしかうつらうつらし始めていたところ、

「あのう……」

　──？

　心細げな声がかかる。

　目を覚ますと、例の女の子がすぐ目の前で途と方ほうに暮れていた。

　ちょっと見ない間に余よ計けいな荷物を山と抱かかえている。ポケットティッシュとか電気屋の特売チラシとか宗教勧かん誘ゆうのパンフレットとか。断りきれず全部もらったらしい。

「……ん？　なんだよ、何でも屋はおしまいか？」

「うう……うん、それでね、聞きたいことがあるんだけど……」

　巻き込まれ続け、助け続けて、彼女はようやく自分の問題に向き合う余裕ができたようである。歩く広告塔とうみたいになった女の子は、おずおずとこう聞いた。

「月つき叢むら方助さんってひと、探してるの。もう帰っちゃったのかなあ……」

「さあなあ。こう人が多いとお互い人探しにも苦労すんな」

　って、

「────は？」

　この瞬しゆん間かん、自分はよほどのまぬけ面づらを晒さらしていたと思う。

　まさかな、と思っていたからまったく意識していなかった。

　彼女が背負っている革かわ袋ぶくろをよく見れば、家か紋もんが記しるされた上質な革製の刀袋だ。

「え？　えっ、えっ……あ、あああの、ひょっとして」

　そんな方ほう助すけに、女の子は雷かみなりに打たれたように反応した。

　方助はものも言えない。ほとんど停止した思考の中で「まさか」が乱舞している。

「は、は、はじめまして。わたし、季とき風かぜ、な、鳴なるっていいます。遅れてごめんなさい!!」

　その、まさかだった。




　　　２




　ところで、城しろ鉄がねは鍛たん鉄てつの町である。

　刃じん都と──というのはあだ名のようなもので、正式にそう定義された呼び方ではない。帝てい都とか古都などと同じように、あくまで通念としての呼称だ。

　昔から流水に恵まれたおかげで鍛か冶じの町として発展し、今なお北の工業地帯には熟練の鍛冶師がいくつも工房を構えている。一方で、戦後に発展した新都市区には高層ビルが立ち並び、昔ながらの旧市街区と並んで不思議な時間の断層を表していた。

　その新市街区の中心に、ＳＥＡＳシース城鉄支部はある。




「おう、良かった良かった。二人ともちゃんと合流できたのな」

　唄うた夏げは作業着に首タオルといういかにも仕事中な出で立ちのまま、地上五階の小会議室で二人を迎えた。

　武器職人でもある唄夏は、ＳＥＡＳの若きホープとしてそれなりに名が売れている。他でもない、方助が愛用する「黒こく縄じよう」も唄夏作の逸いつ品ぴんだ。美人で腕利きき、中身も気さくなお姉さんとくれば、主に若い層にその人気は絶大だ。ただしそこには一つ大きな穴がある。

　季とき風かぜ鳴なるはといえば、そんな唄夏を前にしてかちこちに緊張していた。

　方助は、その二歩後ろでぼーっとしていた。

「それにしても……なるほどなるほど、マジらしいな。名にし負う季風の正当後継者が、本当に女の子だったとは……いやはや世の中わからん」

　顎あごに手を当てたまま、鳴の周囲をぐるぐる回る唄夏。引くも進むもできない鳴は、刀袋を抱いたまま「あ、あのう……？」とおどおどするしかない。

「ほいっちょ」

「うひぃい!?」

　唄うた夏げがいきなり鳴なるの尻しりを撫なでた。

　表向きは比較的大人おとなしいからこそ「明るく気さくなお姉さん」で通るこの女だが、気さくを通り越しておっさんくさいという痛つう恨こんの欠点がある。

「あっはは、ごめんごめん！　ちょっと緊張がほぐれればなって思ってさぁ。──おう方ほう助すけ、こんなにかわいいお嬢様だ、もうお手付きなんてしちゃいねーだろうなぁ？」

　顔いっぱいで笑い、唄夏は続いて方助にべったりしなだれかかった。そんな茶ちや目めっ気けたっぷりな笑みと態度に騙だまされて、幻想を抱きながら突とつ撃げきして轟ごう沈ちんした若い衆は数知れない。

　しかし方助はまったくの無反応。唄夏は思わず鼻はな白じろんだ。

「……どしたのコイツ？　白目剝むいて腑ふ抜ぬけちまいやがって」

　問われた鳴もさっぱりわからず、ふるふる首を振るばかりだ。

「あ、会った時からその、こ、こんな感じで……」

「ふーん？」

　試しに鼻の穴に両指を突っ込んでみる唄夏だが、やっぱり無反応。

　ひととおり狼ろう藉ぜきを働いてみても脈なしだったので、唄夏はカカシと化した弟をひとまず捨て置くことにした。それじゃ、と前置きして、会議室を小さく区切るパーティションの向こうに声をかける。

「広報さーん。もう話進めちゃっていっすよー」

　いきなり男が飛び出した。

「ようこそおいで下さいましたッッ!!」

「ひいいっ!?」

　いきなりの大声に、鳴の姿がぴゃっと引っ込んだ。

　現れたのはスーツを着込んだ小柄な男。この城しろ鉄がね支部の広報担当を務つとめる者だ。書類をまとめながらお呼びがかかるのを待っていたらしい彼は、室内を見渡してきょとんとした。

「……はて。ご当代が消えましたが？」

「長机の下に頭突っ込んで震ふるえてますな」

　ちなみに尻しりは隠かくれていない。

　怯おびえる草食動物よろしく震える鳴をなだめて引っ張り出し、いざ詳くわしい話を、という段になってからはノンストップだった。

「いやーそれにしても話を伺った時にはまさかと思いましたが実際目にすると信じざるをえませんな貴方あなたがあの季とき風かぜ家のご当代なのですか！　いやはやまったく実にお可愛かわいらしくていらっしゃるしかもとてもお若い！」

「あ、あ、あ、あ」

「イメージよりちょっとばかり幼さがありますがナァニ許容範囲でしょう何よりギャップという面でインパクト絶大です！　おおかたの概がい要ようはお耳に入っていると思われますが改めて申し上げますとこの度たびはご当代にお任せしたいお仕事が一つございましてですな！」

「ああああ、あのあのあの」

　まったく口を挟はさむ隙すきがない。そうこうしているうちに広報は手元の書類に目を通して、

「えーえー季とき風かぜ鳴なる、三月十九日生まれ牡羊座の十五歳なりたてＡＢ型、身長１４７センチ体重３９キロスリーサイズは上から」

「ちょっ、まっ、お、お仕事ってな、なんですか!?」

　ところどころ漏もれ聞こえるそれらの単語が、方ほう助すけの白い意識に差し込まれてきた。徐々に視界が焦しよう点てんを取り戻していき、彼はようやく再起動した。

　鳴が最初にそれに気づき、目が合って「あっ」と声をあげた。

「あの、大じょ……」

「う、」

「う？」

　ようやく思いついたのは一言、

「噓うそだろ!?」

「わあっ！　な、なにが!?」

　噓でもなんでもないのは百も承知である。意識が半分かた空の果てまで飛んでいたが、目の前の会話は耳に入っていた。

　しかし。

「だっ……だって……だっておま、おま……っ」

　鳴に向けた指がわなわな震ふるえている。

　自分より一回りも背が低く、童顔と猫背のせいで実際以上に幼く見える女の子。後ご生しよう大事に持っている刀袋の方がずっと立派だった。こうなると、「服に着られている」ならぬ「刀に持たれている」印象だ。

「季風家の!?　当代がっ!?　木から落ちるわティッシュもチラシも断ことわれねえわぱんつまで丸出しにしてた奴が！」

「ぱ、ぱんつは関係ないよう！」

　あちゃあ──という顔で、横から唄うた夏げが口を挟はさむ。

「方助方助。落ち着けって。姉ちゃん大声でそゆこと言うの良くないと思うな」

「これが落ち着いていられるかぁっ！　スワヒリ語が風船チラシの宗教で木のてっぺんからケンカおばあちゃんなんだぞ!!」

「ははあなるほど君がご当代の身辺警けい護ごを任まかせられた刃は走ばしり君ですかこちらもお若い！　驚かれるのも無理はありませんが今少しお声を潜ひそめてというかぱんつとは一体何事ですかな？」

　話がどんどんややこしくなってきた。

　唄夏はさすが保護者と言うべきか、落ち着いたもので「ふぅ」とため息を一つ。彼女からすれば、当代季とき風かぜのギャップに混乱する方ほう助すけの気持ちもよくわかるが──

「あっ！　あんなところに名刀長なが曽そ根ね虎こ徹てつ！」

「何ィ!?　どこだッ!?」

　しゅとっ。

　窓の外を見た隙すきに首くび筋すじに手刀を喰くらい、方助の視界はあっさり暗転する。




　ぱんつと妖よう刀とうとケニア人の悪夢を見た。

「せい」

「ぐぼ！」

　下腹に気付けの掌しよう底てい、ちかちかする視界にヤンキー座りの唄うた夏げ。

　弾はじかれたように起き上がると、会議室の光景がさっきよりも鮮明に見える。落とされてから五分と経たっていないようで、気分は否が応でも落ち着いていた。鳴なるは唄夏の後ろに立ち、広報の男は今のうちにと書類の再チェックに余よ念ねんがない。

　星のちらつく頭をめぐらせ、方助はぽつねんと立つ鳴を見上げた。

「ま──」

　最後の確認の前に、呼吸を整える。

「マジか？」

「あほたれ。おめーの目は節ふし穴あなか、御ご家か紋もん入りの刀袋が目に入らぬか。そんなもんに竹たけ光みつでも入れてただの女の子をよこすなんて酔すい狂きようどこの馬鹿がするよ」

　そうとも、そもそも疑うたぐるまでもなく、それこそが何よりの証しよう拠こだ。

　季風家の家紋が入った、上質な革かわの刀袋。中にある国くに綱つなの名刀──

　ごくり、と喉のどが鳴った。

　十年間遠く憧あこがれた「名刀」が今、彼女の腕の中にあるということだ。伸ばしかけた手を慌あわてて引っ込め、方助は言葉に迷った。ともかく、唄夏はやっとという感じに話を進める。

「んじゃあ、ちゃっちゃと話すな。お前の仕事は、この城しろ鉄がねに一週間ちょい滞在するご当代のサポートと身辺警けい護ご。街のパトロールは他の奴らがしっかりやる。お前はとにかくご当代に集中すること、いいな？」

　うんうん頷うなずいて聞きながら、ふと気になる単語に眉まゆ根ねを上げた。

「一週間後？」

　といえば三月の末、学生の春休みも終わるギリギリの時期だ。

　その日に何があるのか、方助には覚えがあった。鳴が遠慮がちに答えを述べる。

「か、刀の、展示会だって」

　第十四回、刃じん都と刀剣展示会。

　この城鉄では、ＳＥＡＳシースが保管する刀剣を一般に展示する場を設もうけることがある。

　歴史ある業わざ物ものの数々は、美術的な価値も高い。使用者のいない刀剣は美術品として人々の目に触れさせるべきだ──という観点からの催もよおしだが、それも半分かた建たて前まえだ。

　言ってみればＳＥＡＳシースは刃物を持った武装集団だ。やもすれば強い風当たりを受けがちで、だからこそ一般市民へのアピールも必要になる。活動内容やその意義の認知度を上げるという、それなりに切実な理由である。

　開かい催さいはおおむね年に一度。何年ごとか、どの季節に開くかは不定期だ。

「刀展？　……刀展で、何かするのか!?」

「う、うん、そうだって……でも細かい話はまだ……」

　方ほう助すけが今までで一番の食いつきを見せた。

　それもそのはず、方助はまだ幼い頃に第十三回目の刀展を体験している。名刀たちの並ぶ様子は、褪あせない記憶として彼に大きな衝しよう撃げきと感動を与えた。

「おー、さすがに反応が早いな。まあ楽しみにしてたもんなお前」

「ここんとこそのために生きてるからな。前のだって今でも覚えてるぞ！　小こ龍りゆう景かげ光みつに小さ夜よ左さ文もん字じ、それに『天下四し剣』の三み日か月づき宗むね近ちかまで展示された伝説の回だもんな！」

　名だたる業物の話をする時、方助の目は童心を取り戻す。

　ありていに言ってマニアである。過去の経験、特に季とき風かぜへの憧あこがれが高じて、方助は鑑賞的な意味でも名刀業物の類たぐいに目がなかった。

「で？　それに季風の当代が？　鋼はがねの血統がそこで何を──」

　勢い込んで聞こうとしたところ、必要書類をまとめ直した広報が止めた。

「──おっとと申し訳ない、それは今しばらく内密にということでお願いしたく存じますぞ！　ささご当代、今日のところはひとまずこれとここに必要事項を書き込んでくださいませ！」

「え、は、はい」

　いきなり呼ばれ。鳴なるはまごついて方助を振り返った。

　気づかわしげな視線に「気にしないで行ってこい」とジェスチャーを返すと、彼女は何度かちらちら振り返りながら不安そうに書面に向かった。

　その小さな背を見守りながら、唄うた夏げは横目でじっとり方助を睨にらむ。

「まったく忙しい奴だな。仕事の話をするだけでも一苦労なんて世話ないぞ」

　面めん目もく次し第だいもなかった。方助は決まりが悪そうに頭を搔かく。

　ま、気持ちはわかるけどな──と苦笑し、唄夏はすぐ笑顔を引っ込めた。

「──昨日は、妖よう刀とう使いと真まっ向こう切ってやりあったんだって？」

　唄夏の声色はさっきまでより一段低い。真ま面じ目めな話をする時のトーンだ。

　方助は自じ嘲ちよう的に鼻を鳴らして肩をすくめた。

「やりあった、のうちにも入らねえ。ほとんど逃げ回るしかなかった」

「ははあ……どっちにしろ、無事ならそれが何よりだ。お爺じいさまが電話で気にしてたぞー、方助の首はまだ繫つながってるかって。あんま無理して危ない真ま似ねすんなよ」

　唄うた夏げの言う「お爺じいさま」は名を久く利り富とみ冬とう郷ごうといって、彼女の実の祖父である。引退済みだがＳＥＡＳシースの創設にも関わった重じゆう鎮ちんで、今もアドバイザーとしてあっちこっち飛んでいる。

　そして方ほう助すけにとっては、絶ぜつ刀とう術の師し匠しようでもあった。

『絶刀術』はそこそこに古い戦せん闘とう術で、戦乱の世に生まれた暗殺術を源流としている。

　徒と手しゆ格かく闘とう・捕ほ縛ばく・暗器術や隠おん密みつによる不意討うちなど「刀を持たぬまま、刀を持った相手を倒す」ために練り上げられてきた技だ。体全部を使って目まぐるしく駆く動どうする殺さつ刃じんの流儀は、使えない剣術を補ほ塡てんするかのように方助の体に染み込んだ。

　とはいえ未み熟じゆくの身。皆かい伝でんにはまだまだ遠そうだ。

「わかってる。気苦労かけてすまねえとも思う。けど、今さらやめる気はねえよ」

「……ふーむ。あたし的には、ぶっちゃけあんまお前に現場出てほしくないんだけどな。危ねえし、剣ねえし。少しは心配性にもなろうさ」

「気を付けるって。──その辺、姉貴はどうなんだ」

「んあ？　何がよ」

「現場の話。姉貴も剣士だったんだろ？　復帰の考えはねえのか？」

　唄夏は今でこそ武器職人だが、剣士として活躍した時期もあった──らしい。

　この話を方助は口伝えにしか知らない。唄夏は、そんなことを言う方助の真ま面じ目めくさった顔をまじまじと見つめた。

「どしたの方助ちゃん。真昼に夢か？　どこのぼんくらにそんなヨタ吹き込まれた？」

「聞いて驚け、なんと我が家のジジイだ。つかこの話も何度目だよ、シラ切ってないでそろそろ認めてもいいだろ」

「はーんふーん知りませーん。お爺じいさまも御おん年とし九十八だからなー、そろそろちょっとボケが進んじまってんのかもなー。あたしが一体何の剣持ってたってんだ」

　この話をすると唄夏は絶対にとぼける。それでも食いつく理由が方助にはあった。

　なんのことはない、ごく即物的な理由だ。というのもかつての彼女の愛刀というのが、

「兼かね定さだだよ兼定！　そんな代しろ物もの持ってたんなら見せてくれよって何度も何度もっ」

　兼定──和泉いずみの守かみ兼定。

　室むろ町まち末期の美み濃の国を発はつ祥しようとし、次に陸む奥つ国へ渡ったこの刀工一派の名は今日にもよく知られている。「之の定さだ」とあだ名される二代目兼定の作刀は最上大おお業わざ物ものにも数えられ、古刀を代表する業師として名高い。

　唄夏の愛刀は、江戸末期に活躍した会あい津づ十一代兼定作──らしい。これが本当ならものすごいことで、知ってからというもの噂うわさの兼定を見せてくれと再三頼んでいたのだ。

　しかし、当の唄夏はあくまでも耳の穴かっぽじって知らん顔をするばかりだった。

「無理無理。百歩譲ってあたしが元剣士でも、刀はとっくに返却してるっての。正規剣士の差さし料りようはほとんど支給品だし、一線退ひいたらきっちり保管させるのが決まりなの」

「……むぐぅ」

　きっぱり封ふう殺さつされる。唄うた夏げはそれ以上の追及を許さず、ころっと話題を変えた。

「で？　あれはちゃんと持ってるんだろうな？」

　仕事の話をした後、彼女は必ずそれを確認する。

「……ふん。当たり前だろ。ほら」

　襟えり元もとに手を突っ込み、方ほう助すけは首から提さげた小袋を取り出した。

　お守りだ。

　初めて持たされたのは確か七歳の時だったと思う。いじらしくも当時学生だった唄夏のお手製で、最初こそ可愛かわいい見た目だったのがどんどん頑がん丈じように改造されていき、今はコバ処理ずみの革かわ袋ぶくろを細かいチェーンで提げるという徹底ぶりだ。これも職人の凝こり性か。

「よろしい。無病息そく災さい家内安全、ついでに交通安全の念がこもったありがたーいお守りだ、それがあるからお前は無事なんだぞ。ゆめゆめ手放さないよーに」

「耳にタコができるほど聞いたよそれ。でもさ、これ中に何が入ってんだ？　昔っからずっと中身が取り出せねえように作られてるだろ」

「伝統的な代しろ物ものだ。タマが無いってことにかけた弾たま避よけのゲン担かつぎで、つまり女のいんも」

「わかったそれ以上喋しやべんな」

「いひ。冗談だ冗談」

　ひどいセクハラだった。もし本当なら今すぐにでも放り投げてやりたいくらいだ。

　のらりくらりといなされて、方助はため息と共に改めて鳴なるの背を見た。

　視線に気づいて、鳴がこちらを振り返る。

　邪じや気きのかけらもない、大きな黒い瞳ひとみ。慣れない場所の慣れない出来事に戸と惑まどいつつも、鳴は不器用に「にへっ」と笑ってみせた。
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　なんだかんだとやっているうちに、もう日は暮れかかっていた。方助はいまだキツネにつままれた気分で夕暮れの街を歩く。

　絵の具を混ぜたような朱しゆ色と藍あい色の空を、立体的な雲がゆっくり流れている。西日がビルに巨大な影を作り、地上ではぽつぽつと街灯の人工的な光が灯り始めていた。

「──わあ、わあ……っ」

　大通りを歩く鳴は、視界に入る何もかもが珍しいようだった。

　刀袋をぎゅっと抱かかえながら、あっちへふらふらこっちへふらふら。方助はそんな鳴の背を大おお股またで追いながら、子供にそうするように注意した。

「ご当代、あんま走ると転……びますよ」

「転ばないよう」

　鳴なるは新都市区のホテルにしばらく逗とう留りゆうするらしい。なにやら大おお仰ぎような名前の、地上三十階建てのご立派なホテルだ。しかし鳴がホテルのことをよくわかっているかは怪あやしく、二階以上の建物はみんな同じに見えているフシがある。

「ねえねえ、方ほう助すけくん」

「なん……でしょうか」

　慣れもしない敬語を最大限使っている。これでも必死だった。

　いざ冷静になれば、相手は鋼はがねの血統。存在自体が切り札、刃は走ばしりをアゴで使う剣士の更さらに上なのだから。方助のそんなぎこちない受け答えに、鳴は複雑な顔をした。

「……あ、あの。さ、最初みたいなのがいいな。わたし、偉えらいとかじゃないからさ」

　何をそんな。剣にたずさわる者にとって、鋼の血統が偉くないわけがあるか。

「偉くない、なんて……そんなことはねえと思いますけど」

「ううん。わたし、ニセモノだから」

　──偽にせ物もの？

　なんだか鳴の表現には引っかかるものがあった。ハムスターとタイマン張っても負けそうな威い厳げんのなさは確かに剣士らしくないといえ、仮にも剣を受け継ついだ身でそういうことを言うものだろうか。

　きょとんとする方助に、鳴は弱気に笑みかけた。

「だ、だめかなあ……無理させちゃってるし……」

　むぐ。

　言葉に詰まる。ばっちり見み破やぶられていたらしい。かえって気を遣つかわせているのでは、世話もない話だ。方助はたっぷり十秒置いて決断した。

「……ああ、わかった、わかったよ。もう肩かた肘ひじ張んのヤメにする。なら俺の方も呼び捨てにでもしてくれ、そっちのが気楽でいいや」

「う、うん！」

　こんなところを他の剣士様に見られたら嫌いや味みじゃ済まなさそうだな──と思いこそすれ、鳴の救われたような笑顔を見ると、結局はこれで良かった気もする。

　少なくとも、こいつはいい奴だ。気弱でお人好しで、素そ朴ぼくで素直で裏うら表おもてがない。

「ねえ方助、あれなに？」

「ん、ああ、あれ？　……って、ただのパチンコ屋の看板だろ？」

「ぱちんこや？」

　だしぬけの質問に反射的に答えると、鳴は目を皿のようにして、きらびやかに電飾された文字一つ一つをじいっと読み取ろうとした。

　どうも彼女には目の前の光景が新鮮でならないらしい。ずらりと立ち並ぶビル群やあっちこっちの看板、細い街頭の一本一本までも。鳴なるは猫背を精いっぱい伸ばして、夜に向けて光を宿した街の姿を楽しんでいる。ちょっと普通じゃないレベルの珍しがりだ。

「じゃあ、あれは？　なんだか鉄の鳥とり居いみたい」

「鳥居じゃなくて歩道橋だよ。ほら、あの上通ってる人いるだろ」

「あれもほどうきょう？　おっきい橋みたいで、ぐいんって曲がってるの」

「違う、ありゃ高速の高こう架か道路。人じゃなく車が通るとこ。……なあ」

「ねえねえそれじゃあの建物は？」

「ただのコンビニじゃねえか」

　ぱっと鳴の顔が輝いた。

「こんびに……あっ、こんびに知ってる。お惣そう菜ざい屋さんとお菓子屋さんと本屋さんとたばこ屋さんと酒屋さんと銀行さんと郵便局さんが一いつ緒しよになったすごいとこでしょ？」

「……まあ大体合ってる。大変だよなバイトの人も。つかお前……」

　鳴の珍しがりはちょっと普通じゃない。

　初めて都会に来たおのぼりさん、というのとは様子が違う。それよりもっと根本的な、本当に「何もかもを初めて見る」というような。

「？」

　体ごと振り向いた鳴は、楽しそうだった。わざわざ水を差すことでもない──そう思い、話題を変えた。

「携帯番号。なんかあったらすぐ連絡つくように、交換しとこう」

　鳴は一瞬ぴたりと制止して、とんでもないことをのたまった。

「……けいたい、って、何？」

　──冗談だろ、

「いや、いやいや、電話電話。携帯電話。ほらこんな奴で……持ってない？」

「え……電話ってあの、黒くて、じーこじーこって回すやつでしょ……？」

　いつの時代の人間なんだこいつは。

　ぽかんとしている方ほう助すけに対し、変なことを言ったのは自分の方だと理解して、鳴は恥ずかしそうに俯うつむいた。

「……ご、ごめんね。あんまり、外のこと知らないの。ずっとうちにいたから……変だよね」

　街灯りに照らされた顔が、少し赤くなっている。

　方助は逡しゆん巡じゆんし、おほんと咳せき払ばらいをした。確かに驚きはしたが、鳴が謝あやまるようなことじゃないというのは間違いない。

「別に変じゃねえさ。そういうこともあると思う」

「そ、そう……？」

「そりゃあ、由ゆい緒しよ正しき剣士の家系だしな。今までずっと俗世から離れて山奥で修業してたとか、そういうことがあってもおかしくないんじゃねえか」

　程度の差こそあれ、鋼はがねの血統は内部事情を秘ひ匿とくするのが普通だ。

　半なかば以上は冗談のつもりで言った。しょせん部外者の方ほう助すけとしては、どうあれ鳴なるのもろもろについて「そういうものだ」と納得するしかないのだ。しかし、

「──すごい」

　何でわかるの？　──という顔の鳴。

　えっ、本当にそうなの？　──という顔の方助。

「……マジに山奥で修行してたって？」

「うん！　でも変じゃないんだ、よかったぁ。じゃあさ方助はどこで修業してたの？　わたしずっと山だったけど、海ならやっぱり寒かん稽げい古こもするのかなぁ」

　ようやっと自分もわかる会話の糸口を見つけて、鳴の声色が少し明るくなった。一生懸けん命めい言葉を探さがして語りかける鳴に、方助はぼりぼり頭を搔かきながら仕方なく答える。

「まあ、海で寒かん稽げい古こは……うん、したことある。でも基本は道場だったな」

「道場!?　すごい！　じゃあ雨でも濡れないんだ！」

「屋根すら無いの!?　山やま伏ぶしかよ!?」

　鳴は慌あわてて手を振った。

「あっ、ううん、家はちゃんとあったよ。山の離れに住んでて、そこで修業もずっとしてたの。おとうさんとおにいちゃんは、そうやって感覚を磨みがくんだって……」

　ふと。

　言葉を切って、ふいに鳴が不思議そうな顔をした。虚こ空くうに視線を泳がせ、鼻をすんすん動かして空気中の何かを嗅かぎ分ける。

「……焼けた、鉄のにおいがする？」

　その時にはもう、方助も気づいていた。

　頭のスイッチを一いつ瞬しゆんで切り替える。

「静かに。振り向くな。誰かいる。……くそ、気配だけじゃ数がわからねえな」

　尾び行こうされている。

　方助の様子が違うことから、何かよくないことが起こっていると察したのだろう。鳴は緊張しながら、ごく当然のことのように言った。

「──足音が同じ調子の人たち？」

「ああ、歩調合わせてんだろうな。つかず離れずで……って、は？　わかるのか？」

「うん、三人。あっちとあっちと……あっち。──でもなんかへん、離れてるのに誰かと話してるの。わたしの名前とか……独ひとりごとなのかな」

「それが携帯電話だよ。──驚いたな、どういう耳してんだ？　まるで聞こえねえんだが」

　んふん。

　表情はあまり変わらないが、鳴なるがちょっとだけ鼻息を吹いた。あ、こいつ得意げだ。

「まいいや、聞こえるんならそのまま耳をすましてくれ。一人一人、細かい位置を頼む」

　控ひかえめにこくこく首を動かす鳴に頷うなずき返して、方ほう助すけの表情が鋭さを増す。

「あとは、俺がやる」




「──ぐえッ」

　一人、

「うっ!?」

　二人、

「おわ……!?」

　三人。

「よお。探さがしてんのはこういう顔か？」

　捕つかまえたその三人目に、方助は小声でささやきかけた。

　鳴の聴覚をたよりに位置関係を把は握あくし、追われていると思わせて誘さそい込み、方助は幽ゆう霊れいのように一人一人確実に相手を捉とらえた。

　絶ぜつ刀とう術は元を辿たどれば暗殺術であり、隠おん密みつも修めるべき技芸の一つに数えられる。

「てめぇ……っ!?」

「騒ぐな。二つだけ喋しやべっていい。一つ、絵図描いてんのはどこのどいつか。二つ、目的は何か」

　路地のもう少し奥には、ぐるぐるに縛しばられた残り二人が転がっている。どこのどいつが放ったものは知らないが、ふたを開けてみれば三流の尾び行こう者だ。

　どうも剣士ではないらしい。寄せ集めのチンピラか──鳴の言う「焼けた鉄のにおい」とやらが気になるが、こいつらとは別なのか。

　簀す巻まきになった仲間を見て、しかし三人目は気き丈じようにも笑ってみせた。

「ぁんだそりゃあ。尋じん問もんのつもりか？　絶対に吐はかねぇっつったらどうするよ？　拷ごう問もんでもしてみっか、おぉ？」

　しゅる、と方助の黒こく縄じようが相手の指に絡からんだ。

　あやとりのような手つきで動かすと、男の指に「めり」と縄なわが食い込む。更さらに力を入れると骨の一本をねじり折るのはたやすいことだ。

「できねえと思うのか？」

　男は息を詰まらせた。表情を変えない方助には迷いもない。

　男はやがて、ひきつった声で笑い出した。

「ぐっ……くく、くっくっくっ。わかった降参だ、一コだけ答えてやる。俺達はなあ、メッセンジャーなんだよ。最後まで尾つけられりゃあそれもよし、こうして捕まっちまったのなら、それもまたよし。伝言を届けるのみってわけだ」

「ああ……？」

「こちとら何のことかさっぱりわかんねぇがな。でも、これを聞けば悠ゆう長ちように尋じん問もんなんざしてる場合じゃねえってわかるそうだぜ──」

　さしてもったいぶることもなく、男は、こう言った。

「『風船の礼をしたい』、だとよ」
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　新都市区と旧市街区の間は、死角が多くある小路の迷路だ。

　辿たどり着いた指定の場所はその奥、打ち捨てられた廃はい工場だった。

　吹き抜けになった広い空間に、ぼろぼろの溶よう接せつ機や板ばん金きん工具が散らばっている。おそらく個人規模の鉄工所のなれの果てだろう。

　ただでさえ日暮れ時で、廃はい墟きよの中には西日すら届かない。闇やみに目が慣れなかったが、方ほう助すけに続いてやってきた鳴なるが工場内を見渡してすぐに気付く。

「あ、あそこっ」

　こいつ、目もいいのか。方助は驚きもそこそこに目を凝こらし、鳴が差す方を睨にらみつけた。

　錆さびに彩いろどられた、雑然とした空間。その向こうに、黒い影が二つある。

　片方は男。その隣に、昼に駅前で出会った風船の子がいる。男のそばに横たわっている。

「だっ、大丈夫!?　ケガしてない!?　今いくからっ──」

「──わめくな。寝ているだけだ」

　暗がりの向こうから返る声には、発声的に不思議な癖くせがあった。

　男が立ち上がる。体には、強きよう靭じんな特とく殊しゆ繊せん維いで編まれた上質な防ぼう刃じん被ひ服ふくをまとっていた。

　闇の中でなお目を引くのは、その鮮やかに青い目。滝のように流れる髪は細やかな金髪。それらが廃墟の入り口から差し込むわずかな西日を受け、浮き上がるように輝いている。暗がりの中で一目見ても、はっとするほどの美男だ。

「そ、その子、無事なの!?　な、なにをしたの……!?」

　鳴は得え体たいの知れない相手よりも、まず女の子の安否を気にしている。

　青目は女の子を一いち瞥べつし、つまらなそうに肩をすくめた。寝ているだけだ、という通り、確かにすやすや眠ってはいるものの怪け我がなどはなさそうだ。

「ただの餌えさだ。呼び出せさえしたならこんなガキ一匹に用など無い。──大おお業わざ物もの・善ぜん鬼き国くに綱つなの二十一代目正当継承者、封ふう刃じん抜ばつ刀とう術の季とき風かぜ鳴とは貴様のことだな？」

　ひたと怜れい悧りな視線を据すえられ、鳴の肩がびくっと跳はねた。

「貴様に用がある。……細かい問答はいらん、とっとと進めさせてもらうぞ」

　鳴なるをまっすぐに見すえ、青目は何の遠慮もなく一歩踏み出す。突然自分に照しよう準じゆんの向いた鳴は、どうすればいいかわからず、おどおどと後じさりするのみ。

　その間に方ほう助すけが入った。

「止まれ。そこまでだ」

　手には既すでに、上着の裏うらから抜いたＬＣＲがある。十数メートルの距離を隔へだて、銃じゆう口こうはぴったり青目に向けられていた。

　それで初めて青目は方助に目を留め、道みち端ばたの石が勝手に動き出したというような顔をした。

「──。なんだ、貴様は」

「へえ、ようやく男の方も視界に入りましたってか？　なんだはこっちの台詞せりふだ色男。いきなり出てきて勝手に進められても仕方がねえだろ」

　言いながら、方助は頭の中で時間を計はかっている。

　妖よう刀とうがらみの可能性は高い。あの伝言役をふんじばって転がした後に、城しろ鉄がね支部に連絡しておいた。しかしこの区画は車で走るには狭せまく、そのうえ場所もわかりづらい。到着には、少なくとも十分は見るべきだ。稼かせぐには少し長い。

「路ろ傍ぼうの石に志こころざしを説く愚ぐ昧まいがいるか？　どけ、話があるのはそっちのチビだ」

「あのなあ、お友達には自分の考えをしっかり伝えましょうって習わなかったのか？　ご当代は忙しいんだ。ラブコールがしたけりゃ俺を通して手紙にでもまとめて来るんだな」

　あえて挑ちよう発はつ的な言葉を選んだ。正対すると、青目の方が少し背が高い。

　目を引くのは、彼が右手に提さげている長大な合金製のライフルケースだった。全長は持ち主の身長ほどもあろうか、中身はわからないが重量も相当のはずだ。

　方助は青目の動きに注意を払いながら、振り返らず鳴に言葉を投げる。

「俺が引き留める。その間にあの子のところへ行ってくれ」

「……！　あ、危ないよ！　相手をするのはわたしが……！」

「駄目だ」

「でも!!」

　相手の狙ねらいはわからないが、仮に事を構えるなら鋼はがねの血統に任まかせた方がよほどいい。

　理屈で考えれば明明白白、だがそんなものはただの肩書きだ。方助は鳴の足元を見下ろして即断していた。

　抜けるわけがない。冷静かつ一方的な判断は、確信をともなっている。

「今だって震ふるえてるような奴に、お前が戦えなんて言えるか！」

　鳴は、立つことすら難しいほど恐れている。そんな相手を戦力としていきなり信頼するわけにはいかない。判断の遅れが命に関わることを、方助は数々の現場で知っていた。

「なるほど。先に片づけてほしいわけか、『お友達』……」

　能面のような面つらつきでいた青目の表情筋が、ようやく動いた。

　皮肉げで嘲あざけるような、獲え物ものを蹂じゆう躙りんする獣けものにも似た嗜し虐ぎやくの微笑である。

　見るがいい。こいつは迷いも恐れもなく、最初から「やる気」だ。

「いいだろう。カタナを得る前に、望み通りにしてやる」

　敵意の片へん鱗りんが顕けん在ざい化したその瞬しゆん間かん、方ほう助すけは迷わず撃うった。

　二射、狙いは手元。合図もせず初しよ手てを潰つぶして畳たたみかける。

　青目の反応は早かった。巨大なライフルケースを前に立てて、そのまま突とつ撃げきしてきたのだ。

　動きの精せい密みつさなどまるで感じられない、「仕掛けられたから動いた」とでもいうようなきわめて動物的な動作は、しかしぞっとするほどに素早かった。弾だん丸がんが盾たてにはばまれて弾はじけ、三射目を撃つ暇もなく間合いを一気に詰められる。

　ごッ──

　反射的にのけぞっていた。野の太ぶとい風切り音が耳に届き、前髪が浮いて鼻先に豪ごう風ふうを感じた。

　青目は、腕力のみでライフルケースを薙なぎ払っていた。

「どんな怪かい力りきだよ……ッ」

　とらえ損そこねたその先端が鉄柱を歪ゆがませている。方助はうめき、鳴なるに叫ぶ。

「急げ！　俺のことはいい！」

「あ、あ、でも──」

「あの子の心配をしろ!!」

「っ、うん……！」

　鳴がもたつく足で走りだした。工場をぐるっと回り込んで、奥の女の子のもとへ。

　間合いの──相手が振り回すケースの内側に、攻め込む。

　その「中身」が問題だが、奴はそれをまるでハンマーのように使っている。中身が武器ではないのか、それとも武器であったとして方助などに使うまでもないと思っているのか。

　なんでもいい。開けないのなら開けさせず潰つぶす。

「縛ばく陣じん・『瞬しゆん霖りん』！」

　絶ぜつ刀とう術の打だ撃げき、至近距離から体幹の捻ひねりと半歩の加速力で放つ、ほぼ無む拍びよう子しの左ひだり拳こぶし。

　青目は拳を睨にらみ、やはり動物的としか言いようがない反応でケースを盾たてに使う。

　──ぃん、と、殴なぐりつけた拳にケースの感触が伝わった。剛性に富むケースが衝しよう撃げきを受け止め、その中の何かがわずかに揺ゆれたようだった。

　ほんの一秒、二人は腕一本分の距離から睨みあった。

　蹴けりが来た。

　鐘かね突つきのようにどてっ腹をぶち抜く情け容よう赦しやのない打撃だ。体を左に旋せん転てんさせて蹴りを受け流す。喧けん嘩か殺さつ法ぽう丸出しの一撃だが、四し肢しに満ちる怪かい力りきを見誤れば冗談では済まない。

　上等だ──右手に握にぎっていたＬＣＲを、真上の天てん井じよう高くまで放り投げた。

　絶刀術は不意打ちを是ぜとするが、正面からの格かく闘とうにもつれ込むことも想定している。ゆえに方ほう助すけは刃じん圏けんの内に入った体術を軸じくとし、素早く重い打だ撃げきの法を叩たたき込まれた。

　旋せん回かいの勢いで蹴けりを受け流し、相手の顔面に回転力を乗せた裏うら拳けん。青目が右腕を立てて肘ひじを受けると、岩を打ちつけたような感触が伝わった。すぐさま腕を握にぎり潰つぶそうと迫る握あく撃をあえて見逃し、方助はそれより早く青目の膝ひざ頭がしらに蹴けり降ろしを放つ。ところが青目はそれにも反応して半身を引き、距離を取ろうとして、方助が追う。

　サファイアのようなアイスブルーの目に指突き。青目は上体をのけぞらせてこれを回避、睫まつ毛げをかすめた指の感触に不快そうに顔をしかめる。

　決して至近距離から外はずれはせず、牽けん制せいと罠わなを幾いく重えにも用意して方助は体術による格闘戦の巣から青目を離そうとしない。

　業ごうを煮やした青目が、ライフルケースを突然縦たてに持ち上げ、

　──ずんっ!!

　直下の床に、突き下ろした、

「うお……っ!?」

　ケースが軋きしみ、同時にコンクリートの床が「びしり」とひび割れて揺ゆれた。

　体術のために絞しぼられた集中がゆるむ。数歩たたらを踏んだ方助は、危機を直感して追撃を諦あきらめた。まさにその隙すきを突いて、青目の右みぎ拳こぶしが顔面を狙ねらっていた。

　風圧に押されるようにして全身を逸そらし、曲芸めいたバック転で距離を取る。

　結んだ。

　喧けん嘩か独ご楽まめいて弾はじき合う二者はその時、五メートルほどの距離を置いていた。

　思い出したようにＬＣＲが落ちてきて、迎える方助の右手に納まった。青目は不愉快そうに舌打ちをする──その理由は、彼が握ったままのケースそのものにある。

　青目と方助が、黒こく縄じようで繫つながっている。

　格かく闘とうの最中、青目の腕ごとケースに巻き付けたものだった。黒縄が二人の間でぴんと張り、方助は間かん髪はつ入れず右腕の銃じゆうで相手を狙ねらった。

　引き金を引くと同時に、青目の全身にこれまで以上の熱と怪かい力りきがみなぎる。

「軽いッ!!」

「なんっ──」

　ぐん、と、体が浮き上がる感覚。

　照しよう準じゆんがずれて方助の体が暴力的遠心力に晒さらされる。外はずれた弾たまの行ゆく方えを気にする暇ひまもない。黒縄を摑つかんで逆に振り回されたのだと知り、上下の感覚をどうにか取り戻した方助はうめく。

「──っつう馬鹿力だこの野郎!?」

　振り回されながら足を床につけ、強引なドリフトの形で疾しつ走そうした。目の前に柱。床を蹴けって激突を避け、そうしたかと思えば青目がぐいと黒縄を引く。引き寄せてカウンターをぶち込もうというのだ。

　綱つな引きで勝とうなどとは言うも愚おろかだ。方ほう助すけは黒こく縄じようを指先で制せい御ぎよしながら姿勢を整え、どうにか引き込まれないよう暴れ凧だこのように走り続けた。

　廃はい工場の埃ほこりを蹴け立て、入り組んだ工場内を目まぐるしく駆かけ回った果てに方助はようやく足を止めた。左手首から肘ひじにかけて巻きつけられた黒縄は三分の一が伸びきり、操あやつる方助の腕をもぎりぎりと引くほどに張りつめていた。

　──繫つながった！

　距離を詰めようとした青目は、自分が動けないことを知る。

　方助の疾しつ走そうの結果、黒縄は蜘く蛛もの巣のように四方八方に走っていた。それは柱といわず機材といわず引っかかり、いわば廃工場の地形そのもので青目を繫ぎとめていたのだ。

「貴様……！」

　人間一人はぶん回せても、柱と機材を根こそぎ薙なぎ倒せはすまい。相手が動きを止めた一いつ瞬しゆんに好機を見た。方助はグローブから黒縄を切り離し、低い姿勢で間合いに滑すべり込んで旋せん転てん、踏みしめた両足からの衝しよう撃げきを全身に吸い上げて右肘に乗せる。

　捕ほ縛ばく術としての絶ぜつ刀とう術は、「縛ばく陣じん」と呼ばれる一連の技を持つ。

　主として打だ撃げきや関節極めサブミツシヨン、縄なわや鎖くさりを用いた拘こう束そく、手の内の刃やいばを奪うばい取る絡からめ手。絶刀術の強みはそこにある。斬り合いで防ぼう御ぎよ力を発揮する防ぼう刃じん装備でも、その上からの痛打や極め技への耐性には優れないのだから。

「『暈かさ鉾ほこ』ッ!!」

　一撃、青目の水すい月げつに炸さく裂れつした。

　狙ねらいは正確、力の伝達は十分。それは青目の怪かい力りきにも負けぬ重打に違いなく、敵の意識を刈かり取る理想的な一撃だったはずである。

　だが。

「──路ろ傍ぼうの石ころと言ったのは、撤てつ回かいしてやろう」

　手ごたえが恐ろしく硬い。

　鎧よろい？　違う。服の下に硬い鎧を着込んでいたとしたら、あれほど機敏に動けるはずもない。

　その時方助は、黒縄のわずかに緩ゆるんだケースが、数ミリほど開いていたことに気付く。そこから得え体たいの知れない朱しゆ色の光が漏もれ出ていることも。

　焦こげた、鉄のにおいがした。

　こいつは──!!

　鋼こう線せんと炭素繊せん維いで構成される黒縄が一いつ閃せんのもとに切断された。鋭く熱い光はケースの隙すき間まをこじ開け、拘束をものともせずに飛び出す。それは初めからそうあるべきだったかのように、ひとりでに青目の右手に納まった。

　西洋の、両刃の大剣だった。

　瞬間、死を意識した。

　大剣を握にぎった男は、それ自体が一つながりの生き物に見えた。こいつはやばい。これまで戦ってきた辻つじ斬ぎりとは比較にならない。瞳ひとみは何か得体の知れない力を秘め、獲え物ものを射いすくめる人外の光を帯びていた。

　飛びのく。遅い。ＬＣＲを構える。駄目だ。ろくに照しよう準じゆんもつけず連射。間に合わない。

　指が銃爪ひきがねを引く前に、もう青目は腕の内側にいる。

「このあたりに肘ひじを入れてくれたよな。──覚えておけ、僕は結構、根に持つ」

　水すい月げつに衝しよう撃げきがあって、視界が大きくぶれた。

　脳が激痛を訴うつたえる暇ひまもなく、叩たたき込まれたのが大剣の柄つか頭がしらだともすぐには理解できない。

　肉体がボールのように吹き飛び、廃はい材ざいを蹴け散ちらして、場内の隅すみに山と積まれたダンボールに激突した。まき散らされた雑多な中身と真っ白な埃ほこりにまみれて、方ほう助すけは動けなくなる。

「方助っ!!」

　悲痛な声のする方を見れば、鳴なるは遠とお間ま、廃工場の入り口あたりにいる。助け出した女の子もすぐ隣だ。よかった、と思い、喉のどを嗄からして叫ぶ。

「……いけ！　俺はいい。時間は、稼かせいだ……!!」

　勝つ気がなかったわけはないが、はなから相手を侮あなどっていたわけでもない。大切なのは優先順位だ。一に戦えない季とき風かぜ家の当代、二に何も知らない一般市民、三に下したっ端ぱの刃は走ばしり。失われるのが「三」だけなら──まあ、マシな方ベターだ。

「お返しは済んだ。貴様はもういい、死ね」

　青目は遠い間合いで構えを取る。西洋剣術・長剣を使う際に用いられる基本、フォム・ダッハの構え。八はつ双そうの構えに似て体の右側で剣を構え、両手で柄を絞しぼるように握にぎり、そこからの斬きり下ろしは重量も相まってかなりの威い力りよくを誇る。

　踏み込みは遠間を瞬しゆん間かんに縮める。最後までこちらを見すえる瞳の青と、刃やいばの朱しゆ──




　鳴の気配が激変した。




　光のような疾しつ駆くには、残像さえも生まれなかった。

　信号が切り替わるような刹せつ那なの変化に、二人の男は反応できない。いつの間にか、風と土つち煙けむりを後に引く鳴が、方助と青目の間に忽こつ然ぜんと立ちはだかっていた。

　──縮しゆく地ち!!

　驚きも待たず、少女は一振りの刀を既すでに構えている。

　その顔からは一いつ切さいの恐怖も迷いも抜け落ちており、静せい謐ひつな光をたたえる瞳の奥に確かな熱だけが靡なびいた。刃は鞘さやの内、左で支えて右で握にぎる。姿勢は這はうように低く半身。太た刀ち筋すじは電光のごとく神速、走る剣けん閃せんは石火のまたたき。

「太た刀ち風かぜ──」

　季とき風かぜ流・封ふう刃じん抜ばつ刀とう術、納刀状態からの抜き打ち技『太刀風』の型、

「──『居い吹ぶき』!!」

　激風が起こった。

　薄うす闇やみのわずかな光を照り返し、閃ひらめきだけを残して吹き抜けてゆく風の太刀は、誰の目にも刃鋼はがねの視認を許さなかった。

「な、に……ッ!!」

　青目の中の生存本能がそうさせたのか、彼は大剣を盾たてにして、全力で真後ろに飛んでいた。

　甲かん高だかい金属音。

　抜き打ちが大剣によってわずかに上に逸そらされる。だがそれでも、青目は斬ざん撃げきを完全に防ぎきれてはいなかった。

　その強きよう靭じんな肉体が防ぼう刃じん被服ごと切り裂さかれ、右胸から脇わき腹ばらにかけて鮮血が噴ふき出る。
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　直後、信じがたいことが起こった。

　重く軋きしむ音と共に、廃はい工場の天井がずれた。

　工場の上半分が、今の一いつ閃せんで丸ごと輪切りになっていたのだ。

　破は壊かいは静かすぎ、切れ口は鋭利すぎた。倒壊は起こらず、ほんのわずかにずれた壁面の隙すき間まから身を斬きりそうな角度で夕陽が差し込む。宵よい闇やみの膜まくを剝はがされた廃工場は、意外なほどに狭せまく思えた。

　──いつ抜き、いつ斬り、いつ納めたのか。

　鳴なるは抜ばつ刀とうと同じほどの速さで納刀し、いつの間にか最初の抜き打ちの構えに戻っていた。

　あるはずの刀身は、最初から最後まで二人の男の視界に入らない。

「…………そう、そうだ、その剣だ」

　自身の手傷を気にもせず、青目は声を絞しぼり出した。急な明るさの変化に目が追い付かない方ほう助すけにも、その時この男が笑みすら浮かべていることがわかった。冷たい仮面の内には、不ぶ気き味みな熱情の片へん鱗りんが垣かい間ま見えた。

「一山いくらの雑ざ魚ことは造りからして違う！　やはり僕の読み通りだ！　それほどの使い手でありながら……っ!!」

　青目はなお何かを言いかけて口をつぐみ、柄つかにかけた鳴の指がぴくりと動く。

　どこかから、パトカーのサイレンが近づいてきている。

　その音を聞きつけ、青目は我に返ったように舌打ちをした。

「邪じや魔まが入った。今日はここまでだ」

　右手に大剣、左手にケースを持ち、青目が一ひと跳とびで壁の切れ目に乗る。人型の影が床に落ちるがそれも一いつ瞬しゆんで、青目は最後まで鳴から視線を外はずさないまま、暮れゆく街の陰かげへ消えた。

　それで、最後だった。

「────は……ぁ」

　善ぜん鬼き国くに綱つなを鞘さやごと胸に抱き、鳴は震える息を吐はいて、ぺたんと腰を抜かした。

　小さな背中から気迫がごっそり抜け落ち、止まっていた時が動き出したかのように空気が流動した。荒れ果てた廃はい工場に風が生じて床をさらい、渦うず巻きながら壁の切れ目へ散っていく。

　その風の生まれる場所に鳴がいる。

　柄つか頭がしらに提げられた白しろ金がね色の鈴が、風に触れて「凛りん」と鳴った。




「……だめだよ」

　鳴が泣いている。

　顔をくしゃくしゃにして、大粒の涙をぼろぼろ流している。

「自分はいいなんて、そんなの、だめだよ……!!」

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていたらしい。方助が気付くと、尻しりもちをついた自分に鳴が取りすがっていた。柄頭をぶち込まれた部分が痛んでまともに動けない。

　どうも、鳴にはバレてしまったらしい。

　方助の思おも惑わく。自分を捨て石にして、鳴と少女を逃がすという奴が。

「…………なあ。英雄の後継ぎが、そんなに泣くなよ」

　痛打をもらったのはこっちなのに、方助は自分より鳴の心配をしてしまった。

　こいつの泣き顔ときたら、自分以上に自分の傷を痛がっているようだったからだ。

　外で人のざわめきが聞こえる。あの女の子が「こっち」と叫んでいる声もする。

　方ほう助すけには泣き続ける鳴なるしか見えない。あどけなさを残した、気弱で泣き虫な顔。脳のう裏りによみがえるのは、一いつ瞬しゆんだけ見せたあの抜き打ちと、背中越しにも伝わる圧倒的な剣気だ。

　彼女の中には、両方が同居している。

　それを見つめる方助の目が、まだ何も伝えられないまま、ゆっくりと夜が来る。
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「困りますなあ、ご当代っ！」

　長なが椅い子すの一番右のハゲが、口こう角かく泡あわを飛ばしてまくし立てた。

　二人は今、城しろ鉄がね支部十三階の会議室の真ん中に立たされている。

　先日廃はい工場で見知らぬ剣士に襲おそわれたことについて、ではある。しかし、話の焦しよう点てんは方助が思っていたのとは少し違った。

「いくらなんでも軽率に過ぎるっ！　まことにもって嘆かわしいっ！　一歩間違えれば深刻な事故に繫つながっていたかもしれないのですぞっ！」

　つるんと光る頭をゆでダコのように赤くして、ハゲはばしんばしんと机を叩たたいた。

　善ぜん鬼き国くに綱つなの抜刀と、封ふう刃じん抜ばつ刀とう術の軽率な使用に対する叱しつ責せき。それが呼び出しの理由だ。

　鳴は縮こまり、方助はその隣でむっつり押し黙だまっている。ただでさえ青目からもらった一いち撃げきがしくしく痛むのに。せめてもの気き慰なぐさみに、頭の中で左から順にあだ名をつけた。左から、ノッポ、ヒゲ、ハゲ。

「事のあらましは把は握あくしています。件くだんの剣士についても伺いました。しかしながら、緊急事態だったとはいえ、承認なしの抜ばつ刀とうがおいそれと許されるものでないことはあなたとて理解しているはずだ」

　ヒゲの語気は静かながら、明らかに鳴なるの軽率をとがめ立てる色があった。

　鳴は反論のしようもない。ただ俯うつむき、か細い声でぽそりと、

「……ご、……ごめん、なさい」

　ＳＥＡＳシースの正規剣士は、所属する支部の承認を受けなければ抜刀してはいけない決まりだ。刃物はただでさえ凶きよう器きであり、緋ひ鋼こうの剣士は「ただの刃物を持った人間」と遥はるかに違う。しかも鳴はその剣士より更さらに上、鋼の血統の当代だ。

　封ふう刃じん抜刀術が解き放たれたら何が起こるか。圧倒的な「斬ざん撃げき」がもたらしたもの、その片へん鱗りんは方ほう助すけが見た通りだ。

「知らなかった、では済まされないことです。季とき風かぜ家の継承者が年若い少女だと聞いた時に嫌いやな予感はしていました。しかしこうも早く的中するとは思いませなんだな。失礼ながら、ご自分の立場というものを今一度よくお考えになった方がよろしいのでは？」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを絵に描いたような喋しやべり方だった。

　鋼の血統はその年齢にかかわらず組織内で特別な立場にある。一応、季風家の当代である鳴に対しては口調を崩くずさないようにしているつもりだろうが、かえってそれがわざとらしい。

「──あの」

　無む体たいな言いように、いくらなんでも黙だまってはいられない。

「今回のことで責任があるのは、自分です。な……ご当代の抜刀は軽率なことじゃない、自分を助けるためにやらざるをえなかったこと。全部、自分の未み熟じゆくが招いたことです」

「普通の剣士なら、心情的にはそれでも許せはしたさ。支部に連絡ができない状態で、街中での遭そう遇ぐう戦にもつれ込むというケースは決してなくはないからな」

「だが結果論に過ぎんっ。それに鋼の血統にはすべからく守るべき格というものがあるっ！　ご当代がこのような様では、失礼ながら季風の名が泣きまするぞっ！」

　ハゲは頭から湯気が立ちそうなほど興奮している。「けど……！」となお食い下がろうとする方助を、耳慣れない声がさえぎった。

「そう責めるものではないでしょう。彼らはよくやってくれましたよ」

　扉を見て、ノッポが露ろ骨こつに顔をしかめた。

「英国ではノックをしない風習なのかね？」

「失礼、外からでも重々しい気配が伝わってきたもので。私に免じてというのはいささか図ずう々ずうしいでしょうが、どうかご叱しつ責せきをお止めください」

　振り返り、方ほう助すけは目を丸くする。帯たい剣けんした数名の男達が入室してくる。

　方助は、刀剣を持つ相手を見ると咄とつ嗟さにその剣を中心に見てしまう癖くせがある。

　彼らが腰に帯びているのは、幅はば広びろのブロードソードだった。洋風の外装はいささか華美ではあるものの頑がん健けんで実用に耐えうる造り。無駄のない所しよ作さには隙すきが見受けられない。日本語が達者なので誤解しかけたが、彼らは全員が外国人だ。

　先頭の男が、物腰柔らかに一礼した。

「そちらのお二ふた方かたには初めてお目にかかります。私は、ＳＥＡＳシース欧おう州しゆう本部より派は遣けんされました正規剣士、ダリル・フェルトンと申します。以後お見知りおきを」

　なんでそんな奴が日本の城しろ鉄がねに来てるんだと思いこそすれ、日本風にぺこりとお辞じ儀ぎした相手に合わせて方助も頭を下げる。ワンテンポ遅れて、鳴なるももたもたお辞儀を返した。

「で？　何かわかったのかね？」

　着座したまま横おう柄へいに聞くヒゲにフェルトンが向き直り、

「まだ奴の潜せん伏ぷく場所までは特定できていませんが……。しかし、昨日の一件で有効な手がかりを摑つかめました」

　何のことやらさっぱりわからない。鳴も方助も、二人して立ち尽つくしている。

「っと失敬、あなた方にも説明をしなければなりませんね。──昨日、一体何が起こっていたか知りたいでしょう。よろしいでしょうか？」
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「……続けたまえ。彼らもあながち無関係ではない」

「ありがとうございます。では順を追って話しましょう」

　フェルトンがうながすと、左右に控ひかえる彼の部下がブリーフケースを携たずさえてホワイトボードに歩み寄る。よく見るとそこには、数日前に欧おう州しゆう本部から城しろ鉄がね支部へ通達された「ある事件」のことが記されている。

　ブリーフケースから一枚、Ａ４用紙サイズに引き伸ばされた写真が取り出された。

「──一月の半なかば、一振りの『魔ま剣けん』が強ごう奪だつされました」

　魔剣。

　そうそう忘れはしない。写真のものこそ、青目が振るった大剣だ。

「我々はこの魔剣を、コードネームとして『伝承級エピツク／ナンバー・イレヴン』と呼んでいます。刃渡りはざっと一四〇センチ強。幅広の肉にく厚あつで重量はかなりのものです。この剣が鍛きたえられた正確な時期は不明ですが、今の基準に照らし合わせると両手剣に分類されますね。そして、特筆すべきは刀身のこの痕こん跡せきです」

　説明の通り、大剣の刀身には禍まが々まがしくも鮮烈な真しん紅くの痕跡があった。

　最初からその剣にあったものでなく、後から焼き込んだか染み付いたかしたもののように思える。わずかに黒ずんでいるものの、鍔つば元もとの両刃から切きっ先さきまで染め上げる赤は写真で見ても目に焼き付くほど鮮やかだ。

　これは、何者かの血だ。方ほう助すけはそう確信する。

　普通、ぬぐわれないまま乾いた血はどす黒く変色するものである。だというのにこの刀身に残る血は今なお赤く、言い方は変だが、やけに「新鮮」だ。好奇心に押されて質問する。

「……剣の名前は？」

「不明です。詳しく鑑かん定ていされる前に奪うばい取られてしまいましたから。イレヴンとはそのまま、欧おう州しゆう本部で正式に確認された、十一番目の伝承級……という程度の意味です」

　伝承級とは、ＳＥＡＳシースの基準で刀剣のクラスを示す等級の一つである。

　保管や使用の目安として、刀剣は五段階の等級に分けられる。基本は欧州本部の規格に準じゆん拠きよする──四級フオース、三級サード、二級セカンド、一級フアースト。これが基本だ。

　日本の刀剣もこの呼び方に準ずるのが普通だが、昔からの習慣で数かず打うち、業わざ物もの、良よき業物、大おお業物と呼ばれることもある。

　そんな分類における伝承級とは、言い換えれば規格外の代しろ物ものだ。質で分類しきれないことが多い。これらは名の通り、世界各国の伝承に記しるされた特とく殊しゆな刀剣のことを指すのだから。

「で、そのイレヴンとやらを奪うばった主犯があの青目野郎ってことですか。名前は？」

「ハインツ・フォーゲル。主犯……というより、実行犯と呼んだ方がいいかもしれません。彼にはバックがあると考えるべきですから」

　ハインツ──金髪青目の黒衣の男を思い出し、方助は内心で歯は嚙がみする。

　奴の並々ならぬ力は、してみると魔ま剣けんの力だとでもいうのだろうか。

「我々はＳＥＡＳシース欧おう州しゆう本部の命により組まれた追跡部隊です。肝かん心じんの彼らの目的に関してですが……あなたが捕つかまえた三人が興味深い情報を吐はきました。──連中はどうも『刀かたな狩がり』をする気のようです」

　この場合の刀狩りとは、刀剣を非合法に奪うばい取り、裏うらのルートで売買する行為を差す。

　特に名の知れた名刀は莫ばく大だいな金になる。そうしたビジネスは昔からあったものだが、戦後の混乱期を経てかなりの市場規模に膨ふくれ上がったという。時代の流れの中で姿を消した数々の業わざ物ものには、そのようにして陰かげから陰へ流れていったものも相当数あると聞く。

「『ソードフィッシュ』という名に聞き覚えはありませんか？　近ごろ急成長している、刀剣専門の武器密輸業者です。ハインツは、どうやらそいつらと繫つながりがあるようです。無理なく魔剣ごと日本まで移動できたのも、この組織の運輸ルートに乗っていたからでしょうね。

　近頃この城しろ鉄がねによく現れるならず者どもは、恐らく傭よう兵へいの類たぐいでしょう。扱あつかうものの金額が大きければ、おこぼれに預かろうと雇やとわれる無法者も多いものです。もっとも、末端となると質は知れていますが……。そうそう、先日あなたと城鉄の剣士が捕ほ獲かくした妖よう刀とう使いですが、彼はソードフィッシュ経由で祐すけ定さだの業物を手に入れたそうです」

　待てよ。

　話を聞いていて、方ほう助すけの頭に嫌いやな思い付きがあった。

　連中の目的は刀狩り。だとすれば、今のタイミングで動き出したのはなぜか。

「……って、じゃあ連中まさか、刀展を狙ねらうなんて大それたこと考えてんですか!?」

　フェルトンではなく、ハゲが頷うなずいた。

「連中がそこに展示される刀剣を狙ねらっている、という推測はつく。だがだからといって、我々が折れて会を中止するようなことはできないっ！　連中がいかに有う象ぞう無む象ぞうを揃そろえようが、警備は万全だっ。君は余よ計けいな心配などせんでよろしい！」

　そこで、意を決して鳴なるが口を挟はさんだ。

「あ、あのっ。わ、わたしに……何か、できることありませんか」

　おどおどしているし、耳を澄まさねば聞こえないほど小さな声だったが、そこには彼女なりの決心がある。

「わたし一回だけ、あの、あれと打ち合いました。魔剣だっていうんなら、きっとすごい力だと思うんです。だ、だけど、善ぜん鬼きなら……！」

「できることなら、決まっています。貴女あなたは勝手な抜ばつ刀とうを金こん輪りん際ざい控ひかえ、ご自分の本分を全うしていただきたいっ！　まず立場をお考えになってもらわねば、こちらが迷惑するのですっ!!」

　──野郎、

　鳴の主張をぴしゃりと封ふう殺さつするハゲ。あまりといえばあまりな物言いに反論しかけた方助だが、言葉が出る前に口をつぐんだ。鳴が方助のシャツのすそを握にぎって止めていたのだ。

「…………はい。ごめんなさい」

「結果的には蚊か帳やの外に置いてしまうようで、少々心苦しいですが。しかし、我々もあなた方の手をわずらわせるつもりはありません。これは欧おう州しゆう本部の落ち度であり、こちらの問題なのです。由ゆい緒しよ正しき日本の鋼はがねの血統に頼ったとあっては、騎き士しの沽こ券けんに係わる」

　立ち尽つくす二人を見比べ、困ったように微笑するフェルトン。しかし彼の瞳ひとみの奥には、魔ま剣けん強ごう奪だつ犯に対する怒りと西洋剣士のプライドの熱が確かに垣かい間ま見えた。

「以上です、ご当代。展示会までの間とはいえ、貴女もしばらくここの管理下にある。ご自分の本分をよくご理解なさり、余よ計けいな真ま似ねは控ひかえるように。よろしいですね？」

　頭ごなしで話がまとまりつつある。何か言おうにも、鳴なるが方ほう助すけの袖そでを引いてうながす。

「わかりました……行こ、方助」

　そうして彼女は、また弱気な笑みを見せた。

　なんだか後ろ髪を引かれるような思いで、なかば無理やりにその場を辞した。




　出ていく二人を見送り、さて、とヒゲが気を取り直した。

「──フェルトン君。我々としても、客人に何もかも任まかせるつもりはない。向こうで磨みがかれた騎士の腕前には期待しているが、装備・人員ともこちらの管理下にあることを忘れぬよう」

　長剣を帯おびる外と様ざまの剣士を見る目には試すような色があり、隠かくそうともしていない。彼らの視線を存分に受けながら、フェルトンは臆おくするでもなく一礼した。

「無論です。サムライの地に立ちて恥じぬ働きをお見せしましょう」

　欧州の使いと城しろ鉄がねの役員は、互いに意識し合うように意味ありげな視線を交かわした。

　各国における刀剣の分布には、厳然とした差がある。簡単な話で、剣の保有量が偏かたよるのは歴史上「剣」というものが文化に深く根ざした国になるからだ。数々の歴史の転機を経て剣が世界各地に分散した今でも、それは変わっていない。

　はっきりと多いのは、西洋諸国と東アジアの二地区だ。

　そうした理由から、特別大きな存在感を持つのは二つ──欧州、そしてフェルトンが言う「サムライの地」こと日本。この二つのエリアはある者にとっては腕を試す天国、ある者にとっては絶好の狩かり場ば。そしてある者にとっては、裏うらに殺さつ伐ばつとした緊張感を漂ただよわせる激戦区なのだ。
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「好、き、勝手、言いやがって、あいつらっ……」

　肩をいからせながら、方助は蒸気のような鼻息を噴ふいた。

　もちろん、あの連中のねちねちした物言いも業ごう腹はらだ。だがそれは種たね火びのようなもので、怒りは頭の中で巡めぐり巡って結局自分に来る。ただ一度きりでも鳴に抜かせてしまったのは、自分自身の未み熟じゆくのせい。身辺警けい護ごが聞いてあきれる。

「は、速いよぉ」

　大おお股またでがしがし歩く方ほう助すけに、歩ほ幅はばの合わない鳴なるはついていくだけで精一杯だった。

　むむっと肩越しに振り返る。のだが、方助はあくまで鳴と一定の距離を保とうとした。これは怒っているからとかではなく、あえてそうしているのだ。それでも鳴はがんばる。追いついてはほっとして、引き離されては慌あわてて駆かける姿はカルガモの子のようだった。

　どうも意図がわかっていないらしい。方助は次に追いつかれた時、声をひそめて忠告する。

「あのな。ここじゃ、あんま俺と一いつ緒しよにいるとこ見られない方がいい」

「え？　な、なんでぇ……？」

　鳴はいきなりはしごを外はずされたような、世にも情けない顔を見せた。

　方助が「ん」とこっそり周囲を示してみる。

　すれ違う人々が、それとなくこちらを見ている。

　ここは城しろ鉄がね支部ビル、地上十三階の廊下ど真ん中だ。会議室や資料室、正規剣士の装備保管庫などが集まるこのエリアは、普通なら一いつ介かいの刃は走ばしりが気楽に入れるようなところではない。

「俺みたいな下したっ端ぱと仲良くしてんの見られたら、お前まで余よ計けいな反感を買っちまいかねない。ここはそういう場所だ」

　言葉にするとおかしな感じがするが、鳴が上司で方助は部下なのだ。

　立場をわきまえようなどという構えを当の鳴が嫌いやがることは承知の上だ。とはいえ人前を歩く以上は外聞というものがあって、この場所で「ただの刃は走ばしり」と「鋼はがねの血統・正当継承者」が肩を並べるのはいかにもまずい。

　だから、下の者がせかせか前を行き、上の者がその後ろを余裕面づらで歩いていればいい。正規剣士に言わせれば十人中十人それで正しいと言うだろう。

「そ、そんなのいいよ。上とか下とかよくわかんないし……ほ、方助に、あんまり気をつかわせたくないよ……」

　どうやら、こいつは中でも十一人目だ。

　いまだかつて、これほど等身大で接してくる剣士を方助は見たことがなかった。過か剰じような自負も性格的な裏うら表おもても、刃走との距離感覚もない。

「出たらいつも通りだ。とにかく、お前をいらんもめ事に巻き込むわけにはいかねえよ」

　鳴はしばらく考えて、納得しないままでも了承はしてくれたらしい。

　ならばと、表面上はわきまえている風で歩き出した。床の埃ほこりを気にしながら方助が歩き、その少し後ろに鳴が続く。

「その。いろいろ、フォローしてくれてありがとう」

　小声の感謝に、方助は「気にしてない」という意味で小さく首を振った。

　ガキの刃走が一匹、せめてこのくらいは気を回せなければやっていられない。手打ちなんてのは大昔にすたれて久しいが、剣士相手に舐なめた態度を取れば、どのみちただでは済まない。

「──それとね。周りの人とか、さっきの人たちのこと、あんまり怒らないでほしいの」

　自分のことならいいが、それは流せなかった。

　今の今まで気にしていたことを忘れて、方ほう助すけは全身で振り返った。

「なっ……。お、おま、あんだけ言われて悔くやしくないのかよ!?」

「……？　だって、言ってること正しいし……」

　悔しくない、と鳴なるの顔に書いてある。その朴ぼく訥とつさに方助はもどかしくなって、

「ああそりゃ正論だろうよ、だけどな、あいつらが言うのは役人の正論だ。そもそも悪いのはあの青目であって、お前は最初っから何も悪くなんかねえ！　絶対だ！　それにっ──」

　それに。

　昨日のことを思い出せば、視線が勝手に鳴の胸元に行く。

　今も彼女が抱きかかえている「それ」、物心ついてから今まで憧あこがれ続けたモノの現物。

　鳴は、さすがにきょとんとしていた。しまった。引かれちまったか、と思ったところで、鳴の視線の動きに気付く。彼女は方助の後ろ、そのちょっと高い位置を見上げていた。

「おい、刃は走ばしり」

　後ろまで来ていたのに気付かなかったとはつくづく不覚だ。

　正規剣士だ。振り向いてみると、まずいことに見覚えのある奴だった。名前は松まつ澄ずみ──先日の妖よう刀とう狩がりで一いつ緒しよになった奴。

「ああ、どうも、」

　言い終わる前に頰ほおを張られた。

　よく鍛きたえられた男の平手なのだから、打だ撃げきと言うにも十分だった。左に数歩よろめいて、どうにか踏みとどまる。

「聞いたぞ。そちらにおわすのは、鋼はがねの血統のご当代という話ではないか。だというのにさっきの態度は一体何だ、ん？　口調を正す脳もないか！」

　反射的に熱くなりかけた頭を理性の声で冷やす。こういう相手とわざわざ言い争うよりは、一発くらい殴なぐられておいた方が話は早い。死にはしないし、今は前回のような妖刀狩りの現場の問題でもない。適当にやり過ごそうとしたところで、信じられないものを見た。

「あやまってください」

　鳴が相手の前に立っている。

「──はい？」

　向き合うと冗談めいて見える身長差だった。

　鳴はいつもの朴ぼく訥とつとした、しかし不思議に凛りんと響く声で繰り返した。

「方助に、あやまってください」

　自分のことでは怒ろうともしないのに。

　松まつ澄ずみはどうやら面めん目もくを潰つぶされたと思ったらしい。むしろ感謝されるつもりでいたはずだ。つぐんだ口が苦にが虫むしを嚙かみ潰したように歪ゆがみ、その瞳ひとみに冷たく攻こう撃げき的な色が浮かんだ。

「……ほう、ほう。なるほどそいつはあなた様のお気に入りというわけか。無能一人をはべらせてご満まん悦えつとは、季とき風かぜ家の当代はよほど謙けん虚きよであらせられるらしい。それとも、名前が重くて男の子なしでは表を出歩くのも怖こわいと仰おおせか!?」

　その場を収めようとしていた方ほう助すけの意識が、今の放言でぐるんと裏うら返る。

　いい加か減げんよくわかった。周りの奴らはどうやら鳴なるのことまで舐なめているらしい。上等だ、堪かん忍にん袋ぶくろもそろそろ限界だ。方助はもともと冷血漢ではないし、感情を全て押し殺せるほど精神的に成せい熟じゆくしてもいない。

「──いくらなんでも、ちいと言葉が過ぎるんじゃねぇスかね」

「……。何か言ったか、刃は走ばしり？」

「俺のことはともかく、これ以上そいつにアヤつけようってんなら話は別だ、って言ってんです。はばかりながらこの月つき叢むら、ご当代の身辺警けい護ごとして捨て置けねえな……！」

　微び震しんが肌に伝わるほどの一触即発の空気。方助は片手で鳴をぐいと下げ、震ふるえ一つ起こさず相手に向き合う。切った口中から染みる血の味をよく感じた。

　その時だった。

「おほん」

　凛りんとした咳せき払ばらいが、まったく予期せぬ方向から割り込みをかけてきた。

　方助も松澄も思わずそちらを見る。ことに、鳴の驚きはよほどのものだった。

　廊下の向こうから歩み寄る少女を見て、鳴はぽかんと口を開いたまま、

「……は、葉は織おり!?」

　葉織と呼ばれた少女は、鳴に正対してにっこりほほ笑んだ。

「お久しぶりです、鳴様。──ああ、お変わりないようで本当によかった。もう何年ぶりにもなるのに、一目でこの葉織のことがおわかりになるとは流石さすがですわ」

　見たところ同年代くらいではあると思う。

　とはいえ、それでもずいぶん大人おとなびて見える。背せ筋すじがぴっと伸びており、こちらにうやうやしく一礼する所しよ作さまでもお嬢様然として堂に入っている。

「お取込み中のところ、失礼いたします。各おの々おのがたに仰おつしやりたいこともございましょうが、ここはどうか、この私の顔に免じて鉾ほこをお納めくださいませ。──よろしいですね？」

　あくまで態度は下した手でながら、話の進め方に有う無むを言わせぬものがある。松澄は突然の闖ちん入にゆう者しやに顔をしかめるも、彼女の顔、何より彼女が持つ巨大な革かわ袋ぶくろの家か紋もんに気付いて息を吞のんだ。

「た、立たち花ばな家の……!?」

「おわかりになるのでしたら話は早いですわね。季とき風かぜ家に次いで立花家にも強情を張るのは、あとあと不利だと思いませんか、剣士様？」

「ぐっ──」

　松まつ澄ずみは形勢不利と見たようで、いざ踵きびすを返せばよくもまあと思うほど迷いない足取りで去っていった。捨て台詞ぜりふの一つもないあたり、予想外に予想外が重なって言葉も出ないようだ。

「……ふう。家名を盾たてにするのは嫌きらいなのですけれどね」

　彼の背を見送るでもなく、彼女はため息まじりに独ひとりごちた。

　あぜんとする方ほう助すけだったが、気を取り直してひとまず少女に礼をのべた。

「……ありがとう。あんたが来てくれなきゃ大変だったよ」

「いえ。──お礼を申し上げたいのは私の方です、月つき叢むら方助さん」

　鳴なるとは知り合いらしい。しかし自分の名前まで知っているのか、と思った方助の心の中を読んだように、少女はおだやかに笑んだ。

「なんでも方助さんは、鳴様の護ご衛えいとして尽じん力りよくしていただいているのだとか。まことに情けない話ながら、私にはどうしても外はずせない任がありまして……。鳴様をお守りいただいて、本当に感謝しております」

「え、ああうん、こりゃどうもご丁てい寧ねいに」

　真正面からまた深々と一礼されて、方助は驚くやら気恥ずかしいやら変な気持ちになった。

　考えてみれば立場上、仕事のことでまっとうに感謝されたことなんてほとんどない。それにしても、なんだか普通な人に会ったのは久しぶりな気がした。

「申し遅れました。私、立たち花ばな葉は織おりと申します。鋼はがねの血統・立花家十八代を務つとめております。以後お見知りおきを」

　ぶ！

「は、鋼の血統!?　立花家十八代!?」

「ああ、そんなにお気になさらないでください。確かに剣を継ぐ立場の人間ですが、私も鳴様の家臣たる身。いわば方助さんとは同じ立場ということになりますので……」

「家臣!?」

　思ったより家々の関係が複雑なのだろうか。主あるじというには頼りない鳴を見れば、彼女はあたふたしながら首を振った。

「ち、違うよ、友達。小さい頃よく会ってたの」

「そんなっ、友達だなどとおそれ多い……っ！　私は、この命がある限りどこまででも鳴様にお仕え申し上げる覚かく悟ごですっ！」

　前言撤てつ回かい。必ずしも普通ではないかもしれない。

　ともあれ、冷静で理性的な態度に救われたのは間違いない。鳴への態度が大げさなのは謎なぞだが、方助は改めて感謝と敬意を込めて向き直った。

「えーー……っと。うん。ご当代、助かりました。んでその、鳴……とはどういうご関係で？」

「ああ、おやめください。鳴様と親しくなさっているのでしたら、どうか私にも同じように。そうして頂いた方が気が安らぐというものですわ」

　と人の態度は許すものの、葉は織おり自身は徹底して丁てい寧ねいな態度を崩くずさない。方ほう助すけは横の鳴なるにちょっと顔を寄せて、小声で聞いてみる。

　──何者なんだこの人？

　対する答えはやはりシンプルなもので、

　──ほんとに友達だよ？

　鳴様からすれば、あくまでそんな感じらしい。

　鳴が十一番目だとすれば、この人はさしずめ十二番目か。世の中つくづく広いと思う。感じ入る方助の内心を知ってか知らずか、彼女はやわらかな笑みで二人をうながした。

「時にお二人はこの後、工房にご用があるのでしょう？」

　言われてようやく思い出す。

　そうだ、この後は同じ城しろ鉄がね支部の敷地内にある「工房」に行くことになっている。

　実戦に及およんだ方助の装備の補充、それから鳴の刀の手入れのために。工房はＳＥＡＳシース城鉄支部の敷地内にあり、方助はビルよりこっちによほど世話になっている。

「お迎えに上がりましたの。さ、唄うた夏げさんも待っておいでです」

　先日から頭の切り替えが忙しくて仕方ない。方助は葉織に対して普通通りの態度に努つとめた。

「姉貴のこと知ってんのか？」

「ええ。腕のいい職人さんと聞き及んでおります。──予定外のことはありましたが、遅れるといけません。鳴様も、こちらへ」

　言って、葉織は優雅な振る舞いで二人を導いた。

　方助は周囲の視線にむず痒がゆさを覚えながら、それらを振り切るように大おお股またで歩き出した。
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　刀は完成までに多くのプロセスを挟はさむ。

　まず刀工が玉たま鋼はがねから刀身を鍛きたえ上げ、銘めいを切る。形となった刀は研とぎ師の手に渡り、刀身を研ぎ上げて切れ味と表面を整える。

　次に白しろ銀がね師が[image: はばき]はばきを、更に鞘さや師しが鞘を、そして鐔つば工こうが鐔を──と、刀装具刀の一つ一つにいたるまで、全てを専門の職人が手掛ける。量産性を重視した軍刀拵ごしらえの場合は、きっちり規格に当てはめた製造ルートがあるが、基本は同じだ。

　更さらに鍛え上げられた刃に緋ひ鋼こうをほどこし、実用武器として構築するにあたり、何百年にもわたって積み重ねられたノウハウもまたある。剣士の手に渡る刀の一振り一振りが、端はしから端までぎゅっと圧縮された作刀技術の結晶なのだ。

　工房は、城しろ鉄がね支部のすぐ隣に独立した敷地を持っている。レンガ造りの講堂状の工房を中心として、いくつもの鍛か冶じ場ばや作業場、事務所が並ぶ構造だ。作刀や刀の手入れだけでなく、防ぼう刃じん被服をはじめとした防具、刃は走ばしりの諸装備もここから生み出される。

　広い駐車場には、今日も今日とて機材運搬用のトラックがずらりと並んでいた。その間を縫ぬうように歩き、鳴なるはまるで異世界に迷い込んだかのような顔をしている。

　彼女はここで、善ぜん鬼き国くに綱つなの「血ち研とぎ」を行う。




　入るなり、塊かたまりのような熱気が顔面にぶち当たった。

　知らない者には意味もわからぬ符ふ丁ちようが弾だん丸がんのように飛び交かい、工具の打ち合う音が洪こう水ずいとなり、一帯には鉄と炭と汗のにおいが充満する空間。天てん井じよう付近の壁には巨大な換気扇が並び、そんな空気をぐるぐるかき混ぜてエアダクトに送っていた。

　職人は背せ格かつ好こうも年齢層もばらばらで、汗を絞しぼり働く壮年もいれば、ミイラのようなのに異様な精力を秘めた老人もいるし、方ほう助すけらとそう離れて見えない年代の青年もいる。

　一方でそうした人々とは打って変わり、書類束やタブレット端末を片手にあっちこっち歩き回る事務員風の職員も多く見られる。彼らもまた工房の熱気を同じくし、一ひと繫つながりの空間に違和感なく同居していた。

「お、来た来た。おーいこっちだこっちー!!」

　唄うた夏げがこっちに手を振っている。男が圧倒的に多いこの場で、潑はつ剌らつとした彼女はかなり目立った。それでいて、むくつけき職人達の空気に妙みように馴な染じんでもいる。

「あの、刀を血ち研とぎするって……」

「ああ、そっちの担当はあたしじゃないんだ。この人がやる、ほら」

　いきなり頭にタオルを巻いた巨大なおばちゃんが現れた。

　女だてらに背が高い。雲突くばかりの巨体は「入にゆう道どう」と呼ぶにふさわしく、小柄な鳴はひとたまりもなく圧倒されて棒ぼうを吞のんだように硬直した。

「……おめぇさんかい、善ぜん鬼きの当代ってのは」

　背中を方助がぱしんと叩たたいてやると、鳴はゼンマイ仕掛けのおもちゃのようにがくんがくんうなずく。入道おばちゃんは遥はるかな高みから鳴のつむじを見下ろし、それから刀袋を見てすぐ納得した。

「そぉかい、先代も思い切ったもんさね。あたいがやるから早く抜きな」

「はっ、はい」

　もたもたしながら鳴は刀袋を開ける。

　白と灰銀、差し色に赤が刻きざまれた硬質な外装。鞘さやの表面が照明の光を鈍くはね返し、浮き上がるような確かな存在感を主張している。

　鳴は右手で柄つかを握にぎり、刃を上に、柄頭がしらを自分に向けて善鬼を抜いた。

「お……お願いしますっ！」

「むにゃ」

　口をもごもごさせながら言うそれが「了解」の意思表示だと、すぐにはわからなかった。

　おばちゃんは善ぜん鬼き国くに綱つなを丁てい寧ねいに両手で持ち、作業場へ戻る。感じ入ったように葉は織おりがつぶやいた。

「いい職人様です。あれなら鳴なる様の刀を任まかせられそう」

「だろだろ。あたしの先せん輩ぱいなんだけどさ、忙しいみたいで捕つかまえんのに苦労したよ。やっぱこういうのは同性じゃないとアレだしな」

「ご配慮、感謝いたします。──鳴様、方ほう助すけさん、私は少し自分の刀装具を見てきますね。長くはかからないと思います」

「あ、う、うん。わたしはここで待ってるから」

　方助は葉織の佩はい刀とうも気になるが、やはり見たいのは善鬼国綱の方だった。

「俺もこっちに残る。じゃ、あとでな」

　葉織はしとやかに微笑し、唄うた夏げと連れだって喧けん噪そうの向こうへ歩んでいく。

　と、唄夏が足を止めて振り返った。

「あ、そうだ方助。あのな」

「ん？　なんだよ」

「この葉織くん、しばらくあたしの下につくことになったんだ。まあお前の仕事にゃ関わらんと思うが、そういうわけで了見してくれな」

　──下に？

「……って、しばらく部下になるってことか？　なんだそりゃ、何すんだ？」

　当然の疑問を受け、唄夏はぺろっと舌を出して一言、

「ナイショだ☆」

　うっわ全然かわいくねえ。

　意気揚よう々ようと去っていく唄夏に、しゃなりしゃなりと葉織が続く。そんな二人の背を方助と鳴は言葉もなく見送るしかない。

　そうこうしているうちに、善鬼の作業が始まっていた。

「……あれが、あの善鬼なんだよな」

　先日の抜ばつ刀とうを目もく撃げきしたといえばしたのだが、あれはあまりの早はや業わざに「見た」のうちに入らない。善鬼国綱の太た刀ち姿すがたを、方助は初めてじっくり目まの当たりにした。

「うん。……そ、その。あんまり見ないで欲しいな……。は、恥ずかしいから……」

　何の話をしているのか、鳴はなぜか赤くなっている。

　緋ひ鋼こう化させた業わざ物ものには、定期的に「血の手入れ」が必要となる。

　刀に刻きざまれた血は生きている。持ち主が生きる限り緋鋼も生きて脈打ち、使い手と共に戦いの経験を記憶し、感覚を通じて刃鋼はがねと共にある。

　幾いく重えにも折り返し鍛きたえられた日本刀は粘ねばりがあって靭じん性せいに富み、他のものよりも緋鋼との相性がいい。そうした理由から手入れの面にも独自のノウハウがあり、おばちゃんは無駄一つない所しよ作さで作業を進めている。

　刀剣の手入れには、一般的にはチョウジノキの蕾つぼみを精油した丁ちよう子じ油あぶらを使う。しかしここで使うのは、わずかに白みがかった特とく殊しゆな無臭の油だった。

　少量を薄く丁てい寧ねいに延べた油ゆ膜まくの下、じわ、と善ぜん鬼きの表面に線が浮き上がった。

　ほのかに輝く緋ひ色のそれは地じ鉄がねに沿うように無数に走り、何かの回路か血管にも似て、刀の肌を浮き彫りにする。乱れ映りだ──と方ほう助すけは思った。

「うぅ……」

　──？

　鳴なるはやはり、赤くなってもじもじしていた。気にはなるが刀の方がよっぽど気になる。視線を作業に戻すと、鳴は恥ずかしげにうつむく。

　職人は、浮かび消えてはゆらめく複雑怪奇なパターンからあらゆる情報を読み取る。横に控ひかえた記録担当官がタブレットＰＣにデータを入力する様はアンバランスに思えたが、連携がしっかりしているので奇き妙みように溶け込んで見える。ぼそりとおばちゃんがつぶやく。

「……問題はないねぇ。ざっと磨みがいておくかい」

　一時的に活性化した善鬼は刀身の血の記憶を晒さらし、磨かれていくにつれゆっくりと冷たい鋼はがねに戻っていく。

　緋鋼こうは、持ち主以外の血を定期的にデトックスしなければならない。活性化した緋鋼から油を拭ぬぐい去り、所定の手順で磨きをかけるのだ。重ねた血の密度と作業回数は比例し、まっさらな刀にするにはそれなりの反復作業が必要となる。

　誰か、あるいは「何か」の血を吸い過ぎた末路こそ妖よう刀とうであり、圧倒的な性能を実現する緋鋼を適切に運用するには必要なことだった。

　方助はその手順を集中して見守っていた。隣で鳴が何か言おうとしてやめ、やっぱり何か話しかけようとしてためらう。それを五回は繰り返したところ、方助がやっと気づいて「あ」と声をあげた。

「わり、なんか見とれてた」

「う、ううん。……方助って刀が好きなんだよね？」

　気を取り直し、ようやく鳴はそう切り出せた。

　方助は言葉に迷うでもなく、善ぜん鬼きの方に視線を戻してごくごく素直に答える。

「──うん。好きだ」

　それについて答える時、方助は年相応の少年らしさを見せる。

　結局のところこの歳で刃は走ばしりになったのも、好きが高じて、というところが大きい。とはいえ好きは好きでも下へ手たの横好きと言うのが関の山なのだが。

「だから、刃走になったの？」

「そうなる。でもそれで限界だった。参るよな、蓋ふたを開けりゃ剣才ゼロときたもんだ。でも、負けたくなかった。上の剣士連中にもそうだけど──それ以上に、業わざ物ものを使ってろくでもねえことするような連中に」

　今も訓練を続けている。身にならない剣術の稽けい古こと、絶ぜつ刀とう術のトレーニングを。

　剣士でなくともここまでやれるのだ──ということを示したい気持ちも、少しはある。けれどそれが全てではない。

「どうしても妖よう刀とう狩がりの場にいたかったんだ。正規剣士の連中はいけ好かねえが、刀を悪用しないって意味じゃ信用できる。だから今はサポートでもいい」

　そもそもどうして、刀に惹ひかれるようになったか。

　その原因の後継者は、じっと方助の話に耳を傾けている。彼女の表情には不思議な切実さが見てとれて、やがて視線がくすぐったくなってきた。

「お前はどうなんだよ。経験者は語るじゃねえけど、剣術や刀なんかに思うところは？」

「わたし？　──わたしは」

　考えるのもつかの間、鳴は目を伏ふせて不器用に笑った。

「あ、あんまり、よくわかんないや……」

「なんだそりゃ」

「ほんと。……意識とか、したことないんだ。ぜんぶ当たり前だって思ってたの。刀を握にぎるのも技を使うのも、手や足を動かすのとおんなじだって。……だから、わかんなくて」

　ぽつりと浮かぶつぶやきは、どこか空くう虚きよな響きをともなう。

「剣を好きでいるのって、どういう気持ちなんだろう──」

　方助にはその姿が、まるで路ろ傍ぼうで立ち尽つくす迷まい子ごに思えた。

　生まれも育ちも違いすぎる娘の感情は、推おし量ることも難しい。ただ方助が思うのは、鳴はもっと自信を持ってもいいということだった。

「すげえよ、お前は」

「す、すごくなんかないよ。もっと、ちゃんとしなきゃ……」

　横目に見ると、一段低い位置に鳴の頭が見える。少女の大きな目は、自分の一部でもある善ぜん鬼きを見詰めている。

「すごいさ。世せ辞じじゃねえ。あんな早はや業わざ、他の誰ができるもんか」

　鳴は遠慮がちにこちらを見上げて、黒髪の下で小さくはにかんだ。

「……ありがと。そういうこと、言われたことないから……なんかへんな感じ」

　妙みような違和感があった。

　鳴の口調からは、どうにも実感というものが抜け落ちている。

　というより、自負や誇りの類たぐいか。鳴はそのまま自分の掌てのひらを見下ろした。職人に預ける前は、刀袋を持っていた掌だ。手の内の空白を呆ほうけて見下ろす少女は、三本目の腕を失ったような感覚ででもいるのだろうか。

　いつの間にか目の前に例のおばちゃんがいた。

「わああっ!?　……あ」

「ほいさ」

　腰を抜かしそうになる鳴なるに、おばちゃんは善ぜん鬼き国くに綱つなを手渡す。余よ計けいなことは一言もしゃべらない。鳴は自分より頭二つは大きい彼女にぺこりと一礼した。

「あ、ありがとうございます……！」

「むにゃ」

　うなずいたんだか首が痒かゆいのかわからない程度に顎あごを動かし、おばちゃんは大おお股またで歩み去って次の仕事にかかる。鳴はその背にもう一礼した。

　ちなみに方ほう助すけは方助で、予備の黒こく縄じようの準備とＬＣＲの整備を待っている。

　ＬＣＲは刃は走ばしりの正式採用拳けん銃じゆうであり、普段は非ひ殺さつ傷しよう弾だんとセットで、威い嚇かく・護身用として使われる。フレームにポリマーとアルミニウムを使ったことで軽量さを実現しており、取り回しと信頼性に優れ、方助は結構これを気に入っていた。

　閑かん話わ休きゆう題だい。今この時、二人はそこそこ暇ひまである。

　方助の中に「むらっ」と沸わき立つものがあった。

　今の今まで我慢に我慢を重ねてきた。自分にしてはかなり上出来だと思う。でももうだめだ。

「ところで。……た、頼みがあるんだが」

　刀袋に愛刀を入れていた鳴が、不思議そうな顔で見上げてくる。

「うん……？　なに？」

　ええい、ままよ。はやる気持ちを抑おさえて、方助は鳴の肩を両手でがっしと摑つかんだ。

「切っ先さきつちよだけでいいんだ」




　　　[image: くぎり]




　というやり取りの一方で、葉は織おりと唄うた夏げは工房を歩いている。

　こちらの用事はあらかた済んだ。それにしてもと、葉織は感じ入ったようにつぶやく。

「ここは……本当に設備の充実した工房なのですね」

「おお、造りは古いけどな。なにしろウチの自慢だ。驚いたかい？」

　葉織は熱気の流れを追って、天てん井じようの巨大換気扇を振り仰あおいだ。

　彼女も刀剣の家系。職人の仕事には興味津しん々しんだ。楚そ々そとした立ち居振る舞いではありつつ、葉織は葉織で、少しだけ浮かれているようだった。

「わかってはいるつもりでしたが、改めて現場を見ると圧倒されます」

　現代における実用刀剣事情は、科学と伝統とが複雑怪奇に絡からみあった技術体系の上に成り立っている。各方面の専門家が一つの生き物のように連携して運営するこの空間は、慣れない者が見たら確かに途と方ほうに暮れる思いだろう。

「現場に出る奴をきっちり支えなくちゃ、剣士の命がいくつあっても足りんよ。みんなそれだけ妖よう刀とうや魔ま剣けんの類たぐいが怖こわいのさ。少なくともあたしはね」

　ＳＥＡＳシースの目的は刀剣の回収であり、剣士の戦せん闘とうは妖刀への対処や市民の保護や自じ衛えいに限定される。魔性しようを帯びた刀剣や、それを悪用する手合いへの対抗は今も昔も必要だ。

「……そうですね。無む軌き道どうな人間が持つ妖刀は危険です。いずれ、そうしたものを全て封ふう印いんできるようになるのでしょうか」

「まだまだ見果てぬ夢だな。天下に魔剣妖刀は星の数、恨うらみつらみや下らん野望は幾百倍よ。表面上はまだしも平和かもしれんが、薄はく氷ひようの下はまだまだ殺人狂時代だと思うね」

　葉は織おりには唄うた夏げの懸け念ねんもわかるつもりだ。結局、今に至るまで「剣の時代」は終結していないのだ。出会って長くないが、本音を隠かくさず独特のユーモラスさを持つこの職人を、葉織は好ましく思った。

「──それはそうとこの工房、『閃せん血けつ』の貯蔵が多いんですね？」

　閃血とは、緋ひ鋼こうの手入れに用いる特とく殊しゆな液体のことを差す。

　製法は不明。何らかの植物に由来するものらしいが、詳くわしいことは葉織も知らない。

　特徴は、鋼はがねと融合した「血」に作用し、その力を活性化させるという点にある。血ち研とぎはこの原理を応用した緋鋼の整備作業であり、今や欠かせない存在となっていた。

　刀とう剣けんと緋鋼の手入れ具は、各国の刀剣事情に応じてそれぞれ異なる。そんな中でこの門外不出の神秘の液体は、血に作用する力が特に強力な、いわば日本独自の特産品と言えた。

　普通は複数の油と調合した混合油として使用するもので、ざっと２００リットルタンクの閃血で日本刀約六千振り分の血研ぎを行えるという。

「刀の絶対数が多いからな。モノがモノだから大事に使ってんだけど、原液をタンクごと保管しておかなきゃ間に合わん。もう何十年も前からそうしてる。──しかし君、なにも工房見学するためだけにここへ来たわけじゃないだろ？」

「どういう意味です？」

　今さら何だ、という顔で唄夏が周囲を見渡し、苦笑した。

　立たち花ばなといえば、知っている人間が聞けばその名だけでひっくり返る名家ではないか。

「どうもこうも。さっきから結構な数の視線が集まってるのは、なにも君が美人でスタイル抜群だからってだけじゃないだろ。いろいろ事情はあるんだろうが、あたしは立花のご令嬢までここに来たことに内心びっくりしてるよ」

　言われつつ、葉織は涼しい顔でいる。

　立花家に生れ落ちて十と六年。異例の若さで剣と技を受け継いだ葉織は、立場に見合う血のにじむような努力を重ねてきた。それは立花家の長子として生まれた上で必然の重責を背負うためであり、また、肩書きだけを見る連中に舐なめられないようにするためでもある。

　そして、同じく若すぎるままに家名を継いだ、季とき風かぜ鳴なるをサポートするために。

「私は、鳴様をお助けすることに全力を注ぐのみ。そのためにここまで参りましたゆえ」

　あくまで葉は織おりはたじろがない。人の視線を集めるのには慣れている。そこに多少なりと混ざった嫉しつ妬との色にも。

　鋼はがねの血統は、それだけでＳＥＡＳシース内における出世が確約された立場にある。

　葉織としては、いまいちその区別が気に入らない。

　もちろん、名家に生まれたからには家名を背負う覚かく悟ごも使命感もある。だがそれは鋼の血統の大前提であって、組織内での特権めいた優遇など余よ計けいではないかと思うのだ。

　そんなことだから、鋼の血統と一般の正規剣士との間には目には見えぬ温度差がある。

　そんなことだから、鳴だって──

「──いいだろ、もう我慢できねえんだって……」

「ええ、で、でもだって、繫つながったまんまだし……恥ずかしいし……」

　──？

　方ほう助すけの声に応こたえるのは、弱りきったような鳴の声だ。

「恥ずかしいもんか。なあいいだろ、ちょっとだけだから！」

「だ、だってぇ」

「すぐ済むから！　頼むこの通り！　一生のお願いだ！」

　唄うた夏げは少年の方の声に反応し、耳に手を当てて顔をしかめた。

「……あんだ方助の奴、気持ち悪いこと言って……ん？」

　ふと隣を見ると、いたはずの葉織がもういない。

　嫌いやな予感を感じ取った途と端たんに、葉織は走り出していた。

「鳴様!?」

　そして、葉織は見てはいけないものを見た。

　恥ずかしげに善ぜん鬼き国くに綱つなを差し出す鳴と、真剣そのものといった様子で受け取る方助だ。




　ぷちっ。

　葉織の中の何かが切れた。音までした。

「……何をしてやがりますか、このド変へん態たい野郎」

　!?

　表情に真っ黒な陰かげが差した葉織の美び貌ぼうに、獲え物ものを前にした猟りよう犬けんの眼光がまたたく。

[image: ]

「ああいや、刀見せてもらうだけの……あれっ殺気？」

「葉織!?　違うの、これは！」

　鳴の制止も効果がなく、まっしぐらに距離を詰める葉織の唐とう突とつさに方助は対応もできなかった。次の瞬しゆん間かん、しなやかな四し肢しが蛇へびのように絡からみついた。なめらかにして機械的に無駄のない動き、葉は織おりは体全体で方ほう助すけの体たい軀くをがっきと固め、

「ぐわあああああッ!?」

　電でん撃げき的に鮮やかなコブラツイストが極まった。

「鳴なる様！　ご無事ですか!?」

　葉織は方助を固めたまま、その手にあった刀を器用に奪うばい取る。

「今やっとわかりました。あなた最初からこれが目的だったのでしょう！　鳴様に近づいて恩を売って、ぜ、善ぜん鬼きに触れ、触れ……っ！　よりにもよって鳴様のおっおっお刀は身だに手を出すなど、恥を知りなさい恥を！」

「なっ、ん、だよ肌ってあだだだだだだ!!」

　方助の骨がみしみし軋きしんだ。しかも妙みようなことに体が痺しびれてきた。キツい電気風呂に放り込まれたような感じがする。さっきから意味がわからない。

「キマる！　キマってるって！　やややばばば何こここののののの」

「やめて葉織！　わたしは気にしてないから!!」

　ようやく追いついた唄うた夏げが、惨さん状じようを見て困ったように頰ほおを搔かいた。

「……新感覚の修しゆ羅ら場ばだなぁ」




　必死に止める鳴なるのおかげで、どうにか方ほう助すけは解放された。

　しきりに謝あやまる鳴の隣で、葉は織おりは引き綱づなを握にぎられた番犬のような顔でいる。さっきよりは流石さすがに冷静だが、こほん、と咳せき払ばらいする彼女はまだちょっと息が荒い。

「──説明が足りなかったようで、どうも先走ってしまいました。失敬」

「先走るにも程ほどがある……」

　方助からすれば怒る理由そのものがわからなかった。だが葉織にとってはそれがそもそも心こころ得え違いのようで、ずいっと身を乗り出してジト目でこう口火を切る。

「まずあなた、鋼はがねの血統にとっての剣とは何か理解しておいでですか？」

「何ってそりゃ、武器で、家宝みたいなもんで……。けど、粗末に扱あつかったりなんて絶対しねえぞ。業わざ物ものには敬意を以もつて接するし、こんなこともあろうかと拭ぬぐい紙も自分で持ってる」

　持ってんのかよ、という顔を唄うた夏げがした。

　方助の見方はおおむね合ってはいる。しかし、こと鋼の血統に関して言えば、そこから更さらにもう一歩あるのだった。横から唄夏が捕ほ足そくする。

「剣けん客かくにとって、剣は体の一部ってわけだ」

「ああ、達人にもなればそのレベルで操あやつれるってのは聞くけど……」

「そのままの意味で、だよ」

　緋ひ鋼こうと、鋼の血統というシステムを吟ぎん味みすれば話の輪りん郭かくは見えてくる。

　職人の唄夏にはその辺あたりの理解があった。簡単に説明するにいわく、

「緋鋼は持ち主の血を愛刀に通じさせる技法だ。それでリンクしてるから、刀をただの武器以上に感じることはよくあるんだ。特に鋼の血統ってのは、血の力が強くて、しかも生まれた頃から刀がずっとそばにある。となると感覚的に、刀こそ自分の肉体の一部、と思うことはある意味当たり前のことなんだな。しかも──」

　と、唄夏は親指で二人を指し示す。

「相手は、このうら若き二人の乙女ってわけ」

　と言われればまあ、なんとなく理解できなくはない。

　刀は第三の手足に等しい身体器官であって、刀身は肌。多感な少女にとってみれば、刀の鞘さやを払って他人に託たくすのには一種の覚かく悟ごが要るのかもしれない。

　ん？

「おい。でもさっきおばちゃんに刀見せてたぞ」

「同性ですので。それに、手入れは医療のようなもの。職人様は我々にとってお医者様です」

　そういうセーフラインがあるらしい。

　葉織はおほんと咳払いして、

「とにかくっ。鋼の血統、特に敏感肌の鳴様にとっては、御佩刀みはかしの刀は身だを晒さらすこと自体が乙女の柔肌を晒すことと同義なのです！　あなたはそれでもまだ、善ぜん鬼きに見たり触ったりしたいと仰おおせですか!?」

「超したい」

　即答した。

「……って、おい何だよその目！　粟あわ田た口ぐち国くに綱つなの善ぜん鬼きの太た刀ちだぞ!?　あの！　やっぱいいですなんて建たて前まえでも言えるか！」

「……このエロ野郎……」

「いやエロ関係ないだろ！　……ないよな？　俺がおかしいのか!?」

　結局、鳴なるの了承を受けて葉は織おりが折れた。

　刀を受け取る時に横から恨うらみがましい視線が突き刺さる。

「何かあったら最悪、責任を取ることもお覚かく悟ごなさいませ」

「何が起こればどういう責任取れってんだよ……！」

　方助は気を取り直し、善鬼を前に一礼して口をつぐむ。

　間近で刀身を見る際、唾つばがかからないよう口は開かないのが作法だ。




　まず目が行ったのは刀装具だ。

　ベースは天てん正しよう拵ごしらえ。実用性をとことんまで突き詰めた兵ひよう仗じようで強度を最重視しており、美術的な飾り気を度外視した近代的な外見。

　特筆すべきは鞘さやの頑がん強けんさだった。材質は、ぎりぎりまで薄くして軽量さを確保した特とく殊しゆな電でん磁じ鋼こうだろう。表面に補強と腐ふ食しよく防止として硬質カーボンコーティングがほどこされており、工房の照明を受けて鈍にび色の艶つやを放っている。重くなりすぎないよう鞘自体を細身にしているが、力任まかせに振り回したらそれ自体が武器になりそうな代しろ物ものだ。

　一方で鍔つばは、円状の丸まる形がた鍔。鞘と同一の合金製であり、図案はごくごくシンプルなもので、小こ透すかし以外に装飾性はほとんどない。通常の鍔つばより少しばかり分厚く、やはり堅けん牢ろうさを重視しているようだ。[image: はばき]はばきは普通より長めの台付き鉄[image: はばき]、よりしっかり刀身を保持できるよう調整してある。

　鯉こい口くちの部分には切れ込みがあって、抜ばつ刀とう時の今はわずかに開いていた。

　納めるとこの鯉口が閉じ、[image: はばき]と嚙かみ合って刀身をがっちり固定する仕組みだろう。鞘の背に孔こう状じようの空気抜きがあり、納刀時には鞘の内部を真空状態に保つものと思われた。

　これは一種の生体認証機能だ。当代季とき風かぜの手で握にぎり、真空状態を解除、鯉口の解放をしなければ一ミリも抜けないだろう。

　柄つかに目を移すと、造り自体は基本に則のつとっている。高分子の柄に硬い鮫さめ皮がわを着せ、一いち分ぶの隙すきなく握り手を縛る柄巻はパラシュートコードにも使われるケブラー繊せん維いで編まれたものだ。

　目め貫ぬきにはステンレスのプレートがあり、エンボス加工文字で『十式』とあった。

　──善鬼国綱・第十式外装。

　これは初代の一式から始まり、刀装具に都つ合ごう九度の改修を重ねてきたことを意味する。

　徹底的に「武器」としての機能を突き詰めた実戦本意の十式外装は、冷たくも洗練された機能美を示していた。全てが抜群の仕事だった。数百年前から変わらぬ刀身を守るのは、今なお進化する現代技術の塊かたまりだ。

　さて、外装はこのくらいでいいだろう。方ほう助すけにとってはこれからが本番だ。

　薄紙で両手を覆おおい、刀身を保持する目め釘くぎを抜く。

　かこ、と小さな音がして、柄つかの中で刀身が自由になった。方助は壊こわれものを扱あつかうように丁てい寧ねいに慎重に、名刀の刀身を引き抜いて──

　国くに綱つなの名刀、その太た刀ち姿すがたを目の当たりにし、息が止まった。

　これほど美しい刀身を、間近で見たのは初めてだ。

　造りとしては太刀のそれ。均一に刀身が反そる輪反りの細身で、刀身の肌に乱れ映る鋼はがねの紋もん様ようは、吹き荒れる風を一振りの刀に閉じ込めたように見える。一方で刀身にしゅっと沿った直刃の刃文は見るだに迷いがなく、切きっ先さきで小振りに円を描いて返る。

　刀身に絡からむ空気が微動し、そこだけ温度が低く感じられる姿は、どこか濡ぬれた氷を思わせた。

　壮そう麗れいな刀剣を目まの当たりにして感じる寒気は、ある種の恐怖にも似ていた。刀身も特とく殊しゆなら刀装具も専用。量産性など最初から考えていない、正しよう真しん正しよう銘めいの特注品ワン・オフがここにある。




　刀に夢中になっている方助を見ながら、葉は織おりがいぶかしげに眉まゆをひそめる。

「……あの入れこみようは、ただごとではありませんね」

「まあな。特別なんだよ。あいつにとってあの刀は。多少の無礼も許してやってくれ」

　念願かなって季とき風かぜの名刀に手の届いた弟を、唄うた夏げは少し楽しそうに見守っている。鳴なるが不思議そうに唄夏を見上げた。

「善鬼あのこがですか？」

　唄夏は、すぐには答えなかった。

　方助の方に視線を向けたまま、少し言葉を選んだ。

「──うん。二十代目の抜ばつ刀とうを近くで見たことがあってな」

　十年前の妖よう刀とう事件。

　その戦いの後、二十代目は表舞台から姿を消している。方助が見たのは、先代の事実上の最後の抜刀ということになる。

「お、おとうさんの!?」

「そ。それからだ、方助が刀に魅せられたのは。まあ傍はたから見りゃただのマニアなんだが、あいつは見る業わざ物もの全部にあの時の刀と技を重ねてるんだろうな。もうほとんど病気さ」

　口元に苦笑がにじむ。幼いころからの彼を知っているからこその、一種の諦てい観かんか。

　鳴はしばらく何も言えなかった。何かを思い出すように虚こ空くうを見つめ、懐なつかしむでも悲しむでもない複雑な表情。そんな鳴なるを、横から葉は織おりが気づかわしげに見守っている。

「お。ようやくお戻りだぞ」

　と、唄うた夏げが向こうを指さす。

　見れば、善ぜん鬼き国くに綱つなを丁てい寧ねいに納刀した方ほう助すけが余よ韻いんに浸ひたっている。

「……………………良かった………………」

　なんかキラキラしていた。

　いい笑顔でぐいっと額ひたいの汗を拭ぬぐう姿は、大仕事を終えた職人のようでも、極上の遊園地で遊びつくした子供のようでもある。鳴は恐る恐る聞いてみる。

「……あのう、どうだった？」

　それがいけなかった。なにしろ相手は完全にスイッチが入っていた。

「──すげえ。すげえよ！　まさか間近にこれを見られるなんて思わなかった!!」

「ひえっ」

「なあなあここんとこの造りってさ、どうしてこんな風なんだ!?　ほらここ、台つき[image: はばき]はばきの根元の部分が分厚くて鯉こい口くちとがっちりかみ合うようになってるの」

「それは、その……抜ばつ刀とう術がしやすいようにって……」

　鳴は方助の勢いに押され、身ぶり手ぶりでなんとか説明してみせる。

「ほうほうなるほどなるほど、じゃあこれは!?」

「そ、それは……」

「ここは!?」

「あの、」

「ここのそれ、これがこうキュッとなってる奴はあ痛いた！」

　暴走する方助の頭を、唄夏がべしっとはたいた。

「その辺にしとけ、ドン引きされてんぞお前」

「な、なんだよ、いいじゃねえかこんくらい……」

　葉は織おりはむすっとしたまま腕組みをしているが、一応は鳴の刀をべた褒ぼめしているから表だって文句も言えなさそうだ。

　圧倒されていた鳴は、方助の質問を頭の中で吟ぎん味みして困ったように答えた。

「あ……あんまり、よく、わかんない……ごめん……」

「──自分の刀なのに？　そんなもんなのか？」

　本当は、もっとちゃんと教育しているものなんじゃないだろうか。

　今の鳴は大たい抵ていのことが初めて続きで、刀だけよこされてぽんと放り出されたような印象すらある。そんな方助の表情から彼の思うところを察し、鳴はやはり困ったような、ぎこちない笑顔のままでこう言う。

「本当はね。善鬼を継ぐのは、わたしじゃなかったはずなんだ」




　　　３




　雪と、血。

　ハインツ・フォーゲルの脳のう裏りに白と赤のコントラストが焼き付いたのは、忘れもしない、今から十年と四ヶ月と八日前のことだった。あの日を境に、自己の魂たましいは決定的な変容を遂とげ、ある一つの燃え立つような感情を核かくとするようになる。

　核とは、怒りだ。




　郊外の深い竹林に、粗末な廃はい屋おくがある。闇やみに抱かれ、ハインツは昔を思い出していた。

　らしくない。どうも少しナーバスになっているようだ。

　ここは、彼が用意した七つの隠かくれ家がのうち一つだった。辺あたりには他に何もなく、粗末な板壁からは隙すき間ま風が吹き込む。ことに今夜は風が強く、笹ささのざわめきが止むことはなかった。

　ランタンの光の下、床には無数の地図が広げられていた。

　その全てにびっしりと、ハインツの手による得え体たいの知れない書き込みがひしめいている。

　ふと彼は己おのれの胸のあたりに触れる。首の付け根あたりにあるのは、安っぽいロケットペンダント。剝はがれかけた金のメッキが、オレンジのランタンの光を暖かく照り返す。中にあるのは、やつれた妙みよう齢れいの女性の写真一枚だけだった。

　それから胸元には、乱暴に巻いた包帯と、まだわずかに血をにじませる傷がある。

　先日、善ぜん鬼き国くに綱つなにより刻きざまれた刀傷だった。

　深くはない。だが、痛みはハインツ自身もまさかと思うほど我が身を苛さいなむ。

「……わかっている。手はず通りに動く」

　もう片方の手で、ハインツは何世代も前の古びた携帯電話を握にぎっていた。

　相手は、下げ駄たを預ける武器密輸組織の使い。

「ああ。最初からそのつもりだ。わかったから貴様らは余よ計けいな心配をしていないで、手段だけ揃そろえていればいい──」

　口をつぐむ。

　外の闇やみにわずかな変化がある。ハインツの集中はとっくにそちらを向いている。

　聞こえるのはさわさわと揺ゆれる笹の音のみ。だが確かに、気配を絶って音を殺し、影となってこちらを取り囲む何者かの気配がある。

　そのうち一つの気配が濃くなり、戸板からの隙間風にまぎれて声が滑すべり込む。

「お出いでませい」

　ハインツは驚きも慌あわてもしない。携帯をゴミのように放り出し、脇わきのライフルケースをつかみ取って立ち上がった。

　軋きしむ戸板を押し開け外に出る。刺し客かくの数は八名。欧おう州しゆうと日本の混成部隊で、割合は半々。

　彼らは一人残らず本格的な作戦用の防ぼう刃じん装備に身を固めている。

　技術の発展にともなって各種防具は洗練されており、こうして彼らを改めて見ると意外なほど軽装に思えた。ケブラー繊せん維いを織り込んだソフトアーマーや同素材を板状にプレスした防護ごプレートを装着し、中には騎き士しよろしくセラミックの小型シールドを構える者もいる。対刃防御ぎよ性能を重視しつつ、動きやすさも確保しているようだ。

　いっそ鋼はがねの甲かつ冑ちゆうでも着込んでみれば絵になったのだと思いつつ、皮肉げに返答する。

「今さら正々堂々を気取るつもりか？　不意討うちの一つは許してやるつもりだったがな」

「まさか。剣士の看板を掲かかげる以上、誇りにかけてそんな真ま似ねはできませんよ。まして相手が名家のご子息であれば、こうして相対するだけでも畏おそれ多いというものだ」

　剣士を率ひきいて正対するのは、欧州より遣つかわされた正規剣士、ダリル・フェルトン。それに同じく欧州側の剣士が三名、城しろ鉄がねの剣士が四名。平均的な回収任務なら、この半分の人数であってもやりすぎなほどの戦力である。

「──ドイツの鋼の血統、フォーゲル家のハインツ氏で間違いありませんね？」

　ハインツはつまらなそうな顔のまま、否定も肯定もしない。

　フェルトンはあくまで長剣の柄つかに手をかけようとせず、慎重な声色で話を進めた。

「フォーゲルは、ゾーリンゲン産の優れた両手剣ツヴアイヘンダーを操あやつる家系だった。代々受け継ぐ剣が別にあったはず。どうして魔ま剣けんの強ごう奪だつなどという大それた真ま似ねを？」

　なるほど、まずはお話に付き合ってくれというわけか──ハインツは鼻を鳴らした。

「新たに発見された持ち主不在の名剣は、鋼の血統の名のもとに『継承権』が争われることがある。血の質や剣技が合うか、な。くだらん話だ。僕がそれに遣つかわされたから、連中の望み通り奪うばってやったまでのことだ」

　そうとも、これは絶好の機会だった。力があり伝つ手てがあるなら、好機を逃がすことこそ愚ぐの骨頂。誰だってそうした。もっとも、両手を血に染める覚かく悟ごがあればの話だが。

「……それこそ無む謀ぼうだというのです。御お家いえは、あなたの暗あん躍やくにより家名が穢けがされることを恐れている。今ならまだ間に合う。ここで降こう伏ふくして剣を返上し、しかるべき措そ置ちに身をゆだねるのがよろしい」

「存外おめでたい頭をしているのだな。この僕が従うと思うのか？」

　間かん髪はつ入れず突っぱねるハインツに、フェルトンは嘆かわしげに首を振った。そうして、説得のための最後の手段を取る。まるで人質を取るかのような姑こ息そくな口く舌ぜつだが、鉾ほこを納められるなら構わない──そう言いたげに。

　結局はそれが、ハインツにとって最も大きな地雷と知ってか知らずか。

「そう頑かたくなに構えてどうなります。名が云うん々ぬんだけではない、父君や母君があなたを案じているとどうして思わないのですか？」

　父と母が？

　自分のことを案じている、だと？

　どずん、とライフルケースがやわらかな地面に落ちる。剣士たちが即応して、フェルトンを守るように陣じん形けいを改めて柄つかに手をかけた。

　聞くだに空そら々ぞらしい弁舌にも飽いた。言葉の一つ一つが三文芝居めいていてうんざりする。

　ケースは、既すでに開いている。

「……一つ教えてやる、大根役者。僕は剣士が嫌きらいだ。殺しの道具に能のう書がきを垂れ、殺意と欲望をお題目で糊こ塗とする俗物どもがな」

「……ふむ。どうしても剣を交まじえるしかないと」

　愚ぐ問もんだった。

　身の内に湧わいた戦意ごと絞しぼり込むように、魔ま剣けんの柄を小指から順に握にぎりしめる。

　月明かりの下、魔剣の威い容ようがはっきりと晒さらされた。柄と鍔つばにいたるまで難なん燃ねん繊せん維いの布がぐるぐるに巻かれており、見れば先端が異様な形をしている。平坦で刺し突とつには向かない、まるで一度折れたものを鍛きたえ直したかのような太た刀ち姿すがただ。

　極東の竹林に立ち、魔剣使いは構えを取った。

　風に乗った笹ささの葉が一枚、ゆるやかに回転しながら落ちていく。

　葉は陽炎かげろうに吸われるように魔剣へ流れ、微動する刀身に、

「──いくぞ」

　触れた。

　じゅ──と音がして、刃に触れた笹はそれだけで真っ二つになって落ちた。

　踏み込む。露を含んだ土くれが飛び、疾しつ駆くの軌き道どうに枯かれ笹が散る。

　正面突とつ撃げきには何の工夫も戦略も、迷いもよどみもなかった。小細工など必要ないからだ。

　迎え撃うつ剣の数は、長剣の刺突が二、太刀の斬ざん撃が二、狙ねらいは全て急所。四方から斬きり込まれた無数の白はく刃じんは一つとして軌道が重ならず、常人ならばその攻撃で四度確実に死ぬ正確無比な剣閃せんとなる。

　ハインツの全身が、物の怪けのごとく躍おどった。

　身長ほどもある大剣を寝かして構え、地を舐なめるほど身を低くし、右足を軸じくにした全身の旋せん回かいで受け太刀を作る。独こ楽まのように円を描く魔剣が反時計軌道に振り回され、無数の切きっ先さきを一度に弾はじいた。

　風圧が渦うずを巻き、魔剣の軌道に生まれた火花が散る。地の底から生まれた熱風に圧されて第一陣じんが飛びのき、次なる二人の剣士が前後から打ちかかる。ハインツは担かつぐように構えた魔剣の腹を左ひだり肘ひじで支え、二つの上段斬りを止めて鍔迫りバインドにもつれ込んだ。

　西洋剣術は刃と刃の組み合いから駆かけ引きが始まる。体重と剣先の押し引き、攻せめに出るか守りに回るかカウンターを狙うか。熟じゆく練れんの剣士二人は即座に判断し、剣先を蛇へびのごとく魔剣に絡からませ弾はじき飛ばしを狙ねらう。

　途と端たんに、呼吸を止めたハインツの背せ筋すじに驚異的な力がみなぎる。

　人間離れした怪かい力りきは背から腕から剣へと伝わり、のしかかる剣士も絡みつく剣先にもはなから付き合うことはない。

　ハインツは、剣の一振りでまとめて二人を押し飛ばした。

　間かん髪はつ入れずにもう二人が殺到する。胴を抜く横薙なぎと喉のどを狙った突き。細く鋭い二閃せんの軍刀にハインツは合わせ、柄つかで胴払いを叩たたき落とし、身を反そらして突きを回避──紙かみ一ひと重えで首をかすめた刀身に己おのれの眼めが映り込む。その青い虹こう彩さいがぐりんと動き、刀の持ち主を辿たどった。

　魔ま剣けんから左手を放し、拳こぶしで空を穿うがつ。

　砲ほう弾だんのような左の拳げん骨こつが顔面に炸さく裂れつし、剣士は棒ぼう切きれのように回転しながら遥はるか後方へ吹き飛んでいく。右の逆さか手てに握にぎり直した魔剣は体の旋せん回かいと共に弧こを描き、間合いを外はずすべく跳とびすさったもう一人の片足を小枝のように斬きり落とした。

　剣士の喉からほとばしり出た苦く悶もんの声も、噴ふん水すいのように飛び出る鮮血も興味の埒らち外がい。間合いの外、死角から打たれた投げナイフを背中合わせに構えた魔剣で弾はじく。こちらを囲む生き残りをざっと見渡して低く構え、思うことはただ一つ。

　次は、どいつだ。




　血と肉体を通じて、ハインツは魔剣のことを理解しつつある。

　ひとつ確かなのは、魔剣の本来の持ち主の剣法がごく原始的であったことだ。

　体系づけられた術理の枠わくが存在せず、ただ桁けた外はずれの膂りよ力りよくによって巨大な剣を思うがまま操あやつる奔ほん放ぽうな闘とう法ほう。かつてこの大剣を操った者は、恐らくは若く体格に恵まれ、生まれ持って恐れを知らぬ勇ゆう敢かんな男だろう。

　大上段から打ちかかる重じゆう斬ざんや体ごと振り回すような薙ぎ払いから、敵の姿もおのずと見えてくる。この剣士が前提としているものは一対多た勢ぜいの戦況、あるいは大剣の刃をしてようやく対等となる「巨大なもの」だ。

　斬撃げきの型にはまらない純然たる暴力としての剣は、ハインツ自身が貪むさぼり覚えた両手剣の術理に不ぶ気き味みなほど溶け込んだ。互いが互いの利を殺そがず、使い手の冷酷にして燃え立つほどの殺意のもとで融合している。ハインツはこの変化を歓迎した。

　剣士を捻ねじ伏ふせられる力なら、結果的にそれが技だろうが暴力だろうが無関係なのだから。




　熱が生まれている。

　剣士達は竹林に飛び込み、追い追われる剣戟げきが旋せん風ぷうとなって推移する。

　生おい茂る笹ささに月光がふさがれ、視界を縦たてに区切る竹林の只ただ中なかでハインツは彼ひ我がの間合いを正確に測った。

　無数の剣けん閃せんのあおりを食った竹が次々に両断されて倒れていく。攻こう撃げきの全てを受け、一人を魔ま剣けんの重量で叩たたき斬きり、返す刀でまた一人の両腕を斬り飛ばして血を浴びた。

　半月を背負って躍おどる魔剣使いは、闇やみになおくっきりとした陽炎かげろうをまとっている。

　それは、魔剣の刀身から生じた異常な高熱の故ゆえだった。

　戦いながらフェルトンらは気付いていた。倒れた剣士の傷口が焼けただれている。打ち合った長剣にも熱が伝わり、触れればそれだけで火傷やけどしそうなほど熱くなっていた。

　まるで溶よう鉄てつか、さもなければマグマとでも斬り結んだかのように。

　更さらに一人が斬られる。空に届く剣士たちの雄お叫たけびは遠とお間まの鴉からすを散らし、数えきれない斬ざん撃と刺し突とつに晒さらされてハインツただ一人がまったく声を発さない。

　大胆に体を突き出して一人の間合いの内側に入り、そいつの喉のどを素手で握にぎり潰つぶす。全身を巡めぐる血の熱さが自然と獰どう猛もうな笑みを形作る。牙きばのような犬けん歯しが覗のぞき、青目は爛らん々らんと輝いていた。

　今のハインツ自身に、動きを規定する剣技の枠わくはない。

　戦いが加速していくにつれて、彼の動きは型を破やぶっていく。巨大な魔剣の軌き道どうは決まった法則を持たず、熟じゆく達たつした剣士の先読みをことごとく裏うら切ぎった。もはや肉体が剣を振っているのか剣が肉体を振っているのかわからない。大剣の重量を思いのままに活いかして操あやつり、刃と体を縦じゆう横おう無む尽じんに旋せん転てんする様はまるで剣と融合した一個の生命体だ。

「馬鹿な、」

　一枚の風車のように横回転する剣先が更に一人の胴を捉とらえ、血と熱の尾を引いてハインツは最後の一人──フェルトンに肉薄した。

　フェルトンの剣は残響とともに弾はじき飛ばされ、下りの斬撃はその肉体に滑すべり込んでいた。幾度もの斬り合いを絶えた防ぼう刃じんベストはぼろぼろで、ついに彼は血を吐はいて沈む。

「魔剣を……これほどまで……ッ!!」

　まだ動くものはいないか。

　視線をぐるりと巡めぐらせた時、背後で小山のような影がうごめく。

「──ぉおあッ!!」

　緋ひ色の軌跡を引き、剣士が恐るべき速度で上段に打ちかかった。

　城しろ鉄がね支部の剣士だった。袈け裟さ懸がけに斬り伏ふせた傷はとうに命に届き、彼の余命はわずか数十秒。しかし血の玉を散らす喉から搾しぼり出されるのは絶望の断だん末まつ魔まではなく、体の底の底から呼び起こした闘とう志しの咆ほう哮こうだ。

　素晴らしい一撃だ。こればかりは皮肉抜きにそう思った。

　執しゆう念ねんが生んだ至高の打ちかかりを受ける。双方が打ち合い、靴底が血の染みた土にめり込むほどの圧力を受け、ハインツはその一撃を完全には防ぎきれなかったことを理解する。

　刀の半なかばから先は、砕くだけ折れて天高く回転している。

　だが残った刃の下半分がこちらの腹に斬り込んでいた。最後の斬撃は防刃被服を切り裂さき、金かな臭くさい刃が己の肉に触れるのをハインツは感じる。だが。

「……ぬるい血だ」

　次の瞬しゆん間かん異常なことが起こった。

　ハインツの肉体が、しゅうしゅうと音を立てて再生していく。

　血ち霧ぎりが体内に戻って肉が再生し、刃を押し出して急速に傷口をふさいでいく。愕がく然ぜんとする剣士の面めん貌ぼうがすぐ近くにある。ハインツは彼を睨にらみ返し、その双そう眸ぼうからついに命が抜け落ちていくのを確かめた。

「化けものめ──」

　それが剣士の最さい期ごの言葉だった。

　組み合ったまま動かなくなった剣士をのけ、ハインツは魔ま剣けんの刀身を鼻先に近付けた。熱く脈動する刃鋼はがね、そこに濃く残る赤い血けつ痕こん。切きっ先さきから柄つか本もとまでべっとりと濡ぬらす血は、見る間に乾いていく。

　戦いが終わった竹林には、濃密な血臭しゆうが重ったるく満ちている。

　しゅう、と音を立て、胸につけられた浅あさ手での刀傷が思い出したように癒いえた。

　鳴なるの刀に刻きざまれたものだった。

　自分の傷が浅手に収まったのは、間違いなく彼女自身の手て心ごころによるものだ。

　相手がもう少しだけ踏み込んで、もう少し深く斬きり込んでいれば、刃は間違いなく骨身に届いていた。季とき風かぜ鳴はあの緊急事態で咄とつ嗟さに抜ばつ刀とうしながら、ハインツの命までも奪うばわぬよう無意識に自制していたのだ。

　あれほどの剣腕を持ちながら。

　彼女の抜刀を思い返している時、なぜか「ずく」と覚えのない鈍痛が去きよ来らいした。

　場所は水すい月げつ。最初から傷などない。こんなところにダメージを受けたことも──いや。

　あの、名も知らない少年から受けた肘ひじ打うちの一いち撃げきだ。しかしあれしきの打撃がなぜ。一いつ瞬しゆんの鈍痛は、焼き付いた鮮烈な記憶に一つの影を落とす。

　あいつ。剣を持たず挑いどみかかってきたあの少年は、果たして季風鳴の正体を知っているだろうか。さる筋すじから受け取ったその情報に、真に価値を見出しているのは自分だけだとハインツは自負している。




　季風家二十一代目継承者の旧名は、一いち文もん字じ鳴。

　とうに絶えた家の忘れ形見であり、季風の分家筋すじの子だ。
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　数日後の土曜、午前六時三十分。朝霧で白くかすむ街が、ぼちぼち目覚め始めるころ。

　方ほう助すけは新都市区のホテルの前に着いて時計をチェックした。

「ちゃんと起きてんだろうな、あいつ……」

　と、自動ドアのガラスごしに鳴なるの姿が見えた。ちまい姿は高級ホテルのフロントにいまいち似つかわしくない。気づかわしげな顔で後ろをちらちら振り返っているのは、瀟しよう洒しやなフロントマンや黒塗りのタクシーが珍しいからだろうか。

「おい、な──」

　げ。

　思わず息を詰まらせた。鳴の右側三歩ほど後ろを、立たち花ばな葉は織おりが粛しゆく々しゆくとついてきている。

「あ、方助。おはよう」

　鳴なるは方ほう助すけに気付き、いつもの「にへっ」とした不器用な笑みを見せた。

「おはようございます」

　葉は織おりもしれっと一礼する。

「おう。……開場は十時だけど、早めに現地入りしとけってよ」

「う、うん。いこ」

　今日は、第十四回刀剣展示会の当日である。

　会場は支部からほんの数ブロックほどの距離にあるが、ホテルからだとバスを使った方が早い。鳴はいつものように刀袋を抱いて、少し早足に歩き出した。その後に方助と葉織が続く。

「なんだ、お前さんも来んのか」

「いえ、私はバス停まで鳴様をお見送りします。少し城しろ鉄がね支部でやることがありますので」

　どうやら彼女は彼女で、裏うらで何かやっているらしい。しばらくは唄うた夏げの下につく……とのことだが、何をしているのかは知らされていない。

　それはそれとして、方助は葉織が微び妙みように苦にが手てだ。いきなりプロレス技をかけられたことをいつまでも根に持ちはしないが、どうもこの女、鳴が絡からむと人が変わる。当の鳴はこの上ない口くち下べ手た娘だし、気分的には地雷原にいるようだ。

「方助さん」

「今度はなんだよ」

　こほん──と、葉織は遠慮がちに咳せき払ばらい。何かを切り出す時とか仕切り直す時とかに、彼女はそうする癖くせがあるようだった。

「先日のこと、申し訳ありません。……仲直りをしてくださいますか？」

　むむっ。

　いきなり殊しゆ勝しようなことを言われて肩かた透すかしを食らった。見れば葉織は足を止め、申し訳なさそうにしょげかえっている。

「考えてみれば、我々の剣に対する心構えを知らないのも無理からぬこと。突然鳴様に迫るお姿を見たとはいえ、何も聞かずに実力行使などと、とんだご無礼をいたしました。どうかお許しくださいませ」

　ぺこりと頭を下げる葉織。そこまでされると突っぱる気も萎なえて、方助は決まりが悪そうに頭を搔かいた。

「いや、頭上げてくれって……！　それにお互い様だろ？　俺は俺で無礼なことやっちまったわけだし、鋼の血統について不勉強だったよ。こっちも悪かった」

「救われるお言葉です……。それでは、その……よろしいでしょうか？」

　身を起こして花が咲くように笑い、葉織は右手を差し出した。ひとまず和解の握あく手しゆというわけだ。方助は無む警けい戒かいに握にぎり返して、

　ぴりっときた。

「あだっ!?」

「あらごめんなさい。私、実は極端な帯電体質でして」

「こ、このやろ……」

　コブラの時に痺しびれたのはそれが理由か。葉は織おりはしれっとしたもので、よくよく見ればその微笑はいたずらを成功させた子供のそれみたいな雰ふん囲い気きである。

「──あれぇ？　二人とも何してるの？」

　もう十歩は先から、弱りきった鳴なるの声。

　自分だけどんどん先行していたことに今さら気付いたらしい。葉織は笑顔をもう二段階くらい明るめて、忠犬さながらの反応で鳴を追った。

「ああっ、申し訳ありません鳴様。ささ、バス停はこの先です。お足もとにお気をつけて……」

　ワンテンポ遅れてそんな二人の背を追い、方助は軽く肩をすくめた。

　頭の隅すみで考えるのは、この前、鳴自身の口から聞かされたことだ。




　──本当はね。善ぜん鬼きを継ぐのは、わたしじゃなかったはずなんだ。

　鳴は、そう言った。

　いわく。彼女はもともと分家筋すじであり、二十代目の実の娘ではないということだ。

　本来ならば本家の人間が継承者となるはずだったのが、ある事情から不適格となり、分家の鳴が引っ張り出されたのだという。その辺あたりの細かい部分を、鳴は話さなかった。

　ならば、先代はどうしたのか。

　それだけは聞かずにおれなかった。十年前に見た英雄その人は今どうしているのか。

　問うと鳴は俯うつむき、ためらうように、ぽつりぽつり答えた。




　おとうさんは……わたしが七つの時に、死んじゃった。




　方助は、二十代目季とき風かぜの行ゆく方えをまったく知らない。

　だから鳴の答えは、頭のどこかで予期していたものでもあった。

　その顚てん末まつについて知りたい気持ちはあれど、彼を「おとうさん」と呼び慕したう鳴に根掘り葉掘り聞くのは残酷なことに思えた。

　晩年の彼がどのような道を辿たどったにせよ、善ぜん鬼き国くに綱つなと封ふう刃じん抜ばつ刀とう術を受け継ぐ者がいるのなら、きっと悔いはなかったことだろう──そう思いたい。

　あとは、英雄の背に憧あこがれたガキが一人、彼の末まつ期ごを思うだけのこと。




　バスの音がした。

「では私はここで。鳴様、この葉織はいつどんな時も鳴様のことを案じて、」

「も、もう、大丈夫だから。……でもありがとう。終わったら一いつ緒しよにごはん食べようね」

「はああ……っ。もったいなきお言葉……っ！」

　我に返ってみれば、何やってんだこいつら。

　手を握にぎり合う二人をすり抜けてバスに乗り込んだ。葉は織おりだけが乗り込まず、ハチ公のようにお行ぎよう儀ぎよく二人を見送る。

「では、私はこれにて。はなはだ不本意ですが、鳴様の護ご衛えいはお任まかせしますので」

「ああ……ていうか、そっちは一体何やってんだ？　うちの姉貴が一枚嚙かんでるんだろ？」

　問うと葉織は、んべ、と舌先を出した。

「ナイショです」

　颯さつ爽そうと去っていく葉織を、方ほう助すけはなすすべもなく見送った。

「……あいつあっちの方が素すなのか？」

　言葉づかいこそ丁てい寧ねいだが、遠慮会え釈しやくのない感じは初対面からは想像もできない。そんな葉織の背を目で追いながら、鳴なるはしみじみとつぶやく。

「かっこいいなあ、葉織」

「いや、相当極端な例なんじゃねえかなアレは……」

　言いつつ、方助は今日のことと自分の仕事を頭の中で洗い直す。

　刀狩りを行うソードフィッシュの狙ねらいは、この展示会だと予想がついている。

　ハインツのことも気掛かりだが、追跡部隊の動きを方助は知らされていない。そもそもからして一いつ介かいの刃は走ばしり程度が詳くわしく知れるようなことではなく、最初にフェルトンと出会ってから以降はずっと蚊か帳やの外だ。

　とにもかくにも、自分は自分の「任務」を。鳴を護衛と、それから会場の周辺警備だ。

「そういや、結局お前何させられんの？」

　思わず漏もれ出た疑問に、鳴は困り顔で首を振った。

「よ、よく知らないの。言った先で教えてくれるみたいなんだけど……」

　なんとなく、なんか嫌いやな予感がした。

　結論から言えば、それは当たることとなる。
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　到着後、方助は職員に鳴を預けて一いつ旦たん別れた。先にぐるっと周囲を見ておきたい。

　今日から三日にわたって開かれる刀展は、ただの展示会でなく、ちょっとしたお祭りのような側面を持っている。

　会場は城しろ鉄がねコンベンションセンターで、使うのは大だい胆たんに内外全てである。メインはもちろん中。展示会場に、アクリルケースに収まった古今東西の名刀が所狭せましと並べられる。

　早朝の開場前広場にはまだ人はほとんどいないが、既すでにどことなく浮かれた雰ふん囲い気きを漂ただよわせつつある。

　来会者を当て込んだ出店がぼちぼち準備を進めていた。こういう店は表通りに並んでいて、展示会が街をあげた一種の祭りだということを示している。だから純粋に全体のお祭り気分を楽しむ者もいれば、春の日ひ和よりに軽くなった足で気まぐれに覗のぞいてみるだけの者もいる。

　昔からそうだし、そういうものでいいのだ。このような場はもっとおごそかであるべきという声もあるにはあるが、方ほう助すけはこの賑にぎ々にぎしさが嫌きらいではなかった。

「んん？　……なんだぁ？」

　見れば、会場前広場になにやら特設の舞台らしきものがある。

　よくある、イベントでのライブだとかショーに使うようなあれだ。

　幼いころに訪れた第十三回ではあんなもの無かった。何か新しいことでもするんだろうかと気にはなるが、どのみち後からわかるだろう。




　一通りの見回りを終え、方助は鳴なるのもとに戻った。会場内の小会議室が控ひかえ室代わりになっているのだ。

　扉を開けると、すみっこにでかいダンボールが鎮ちん座ざしていた。

　その気になれば小柄な人間一人はもぐり込めそうなブツだ。でかいだけなら気にすることもないが、そのダンボールが小こ刻きざみに震ふるえているというなら話は別だった。

　何やってんだこいつとつくづく思う。方助はつかつか歩み寄って呼びかけもせず、

　開けた。

「方助……」

　閉じた。

　まず肌色が目に入った。弱々しい泣き声は聞き間違えようもない。確かに、アルマジロのように丸まる鳴の姿が見えた──ような気がする。

「ど、ど、どおしよぉ……」

「うわぁっ！　出てくんな出てくんな!?　なんだよその服!?」

　地じ獄ごくの底から這はい出るように顔を出した鳴は、心身ともに弱りきっていた。いくらなんでも目の毒すぎて慌あわてて鳴をダンボールに戻す。

「……う、うぅ、うぅう……」

　鳴は、ほとんど下着だった。

　というのは露出の話で、かわいらしいパステルカラーとか各部のヒラヒラを見れば、ちゃんとそういう形で造られた衣装だというのはわかる。のだが。

「こ、これ、ちょっと、出しすぎじゃないかなぁ……」

　可愛かわいらしさより色気を優先したようなデザインの衣装は、見るだに目がちかちかする思いだった。一体どこのどいつがどういう目的でこんなものを鳴なるに着せたのか。
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「……あの……。最初に会った、広報って人が……これをって……」

　あのマシンガントークのおっさんか。

　見回りをしている間に猛烈に話が進んでいたようだ。鳴がぽつぽつ説明するにいわく──

　今回の刀剣展示会、目玉の一つとして、会場前の広場にステージを設もうけるのだという。

　方ほう助すけが見回りで見た、あれだ。新しい試みとして、世に溢あふれる刀剣に関する説明や、組織としてのＳＥＡＳシースの活動内容とその意義──もちろん機密に触れない範囲──を紹介する。その一環、剣士の紹介として演武を行うのだという。

　そこで、鳴に白羽の矢が立った。

　さすがに鋼はがねの血統については伏ふせる。それを差し引いてもトップクラスの使い手、しかも見目麗うるわしい少女というのだから、なるほど看板にふさわしいインパクトではある。

「……で、それで、その衣装か……？」

「こ、こっちの方が、きゃっちいだって……」

　あれよあれよと着させられたらしい。言われるままに。断りきれず。

「どどどど、どうしよう！　どうしよう!?　ひひ、人の前で演武なんて、わた、わたしできるかわかんないよぉ！」

「わかったわかった落ち着け！　とりあえず俺の上着着とけって！」

「あわわわ……あばばばばばば……」

　緊張もここまでくると冗談では済まない。季とき風かぜの剣技を高く見積もっているにしてもやりすぎだ。大体、こんな小心者がいきなりきわどく着飾られて人前に出ろと言う方が無む茶ちやだ。

　あの広報担当官と話をしなければ、と思って、

「──あれ、取り込み中だったかな？」

　喉のどから心臓が出るかと思った。

　声がするまで、気配をまったく感じなかった。

　鳴なるが「ひくっ」と喉を鳴らして黙だまり込んだ。彼女も気づかなかったらしい。小会議室の入り口のドアがいつの間にか開いて、やはりいつの間にか一人の男が立っている。

「や」

　小柄で方ほう助すけよりも背が低い、気さくな感じの青年だった。

　だが一目見て健康そうとは言いがたく、体格は瘦やせているを通り越してやつれがちで、色素の薄い髪は灰色に近い。人好きのする朗ほがらかな笑顔とは裏うら腹はらに、目を離せば東風にまぎれて消えてしまいそうな不思議な儚はかなさがある。

　目を引くのは、片手に持つ木製の杖つえ。そして、左膝から下の義足だ。

　彼に釘くぎ付づけになり、鳴が信じられないことを言った。

「お、──おにいちゃん!?」

　方助は言葉もない。

　よく見てみれば、その中性的な顔はどこかの誰かに似ているような気がしたが──

「うん、よくがんばってるみたいだね、鳴。それから……そっちの君は初めてだよね？」

　方助に向き合い、鳴と面おも影かげをどこか似に通かよわせた青年は「にひっ」と笑う。

「改めて、初めまして。おれは季風響ひびき。鳴の兄です」




　鳴は、不適格とされた本家の子の存在を示し唆さしていた。

　彼こそがその本家の子息。二十代目の実子であり、血縁上は鳴の従兄いとこに当たる青年だ。

「……ふんふん、なるほど。そういうわけね」

　三人して長机に座り、事情の説明も今しがた終わった。

　響は城しろ鉄がね銘めい菓かの「砂鉄まんじゅう」を差し入れてくれた。こしあんと黒ごまをふんだんに使った黒灰色のまんじゅうで、砂鉄を製錬した玉たま鋼はがねを模もしているとのことだがルックス的に少しどうかと思う。

　味はいい。それを無心に齧かじる鳴は、とにかく食うことで緊張を和やわらげようとしていた。

　響は妹をほほ笑ましげに見守り、緑茶を飲み終えて一言。

「やりなさい」

　鶴つるの一声とはこのことだった。

　鳴なるが雷かみなりに打たれたように反応した。

「はいぃ!!」

　──って、

「ちょ、ちょっと！　やらせるんすか!?」

「大丈夫さ。封ふう刃じん抜ばつ刀とう術は人に見られたところで盗まれるような安い術理じゃない。ましてこの子が使うなら、人にはまるで魔ま法ほうのように見えるだろうね」

　砂さ鉄てつまんじゅうを口に含んでじっくり味わう響ひびきは、まるでそこらへのお使いを頼むくらいの口調でいる。優しげな笑顔のまま、しめやかに告つげた。

「できるよね、鳴？」

「……っ！　でき、できる！　やってみせます!!」

　響の言葉にはどこか有う無むを言わせないものがある。

　決して威い圧あつ的ではないのに、鳴にとっては絶対的な命令権を持っているかのようだ。そんな鳴を横目に見て、方ほう助すけはとうとう我慢できなくなる。

「ちょっと、こっちへ」

「ん、なんだい？　……あれ、あれあれあれ？　あーれー？」

　響の手を引いて、同意も待たず室外へ引っ張っていく。

　片足でけんけんと跳はねていく響と、大おお股またでずかずか出ていく方助。鳴は急に去っていく二人を止める暇ひまもないままに、「ぷちゅん」とくしゃみをするしかない。




「本気でやらせるんですか!?」

　詰きつ問もんするも、響は涼しい顔。方助を見返す目はどこか観察的な色を帯びていた。

「ありゃ、君は反対？」

「だって、見りゃわかるでしょ!?　あいつにそんな舞台に立てなんて無む茶ちやだ！　あれじゃ、まるで客寄せパンダじゃねえか！」

　方助も馬鹿ではない。今回の演武の裏うらの意図くらいはわかるつもりだ。

　演武自体が吉と出るか凶きようと出るかは置いておくとして、少なくとも鳴なるは剣士らしからぬ可愛かわいらしい少女だ。そんな子がきわどい衣装を着て壇だん上じように出るというのだから、どう転んだって衆人の興味は引けるに決まっているのだ。極論、鳴の業わざ前まえはそれほど重要でさえない。

　響は興味深げな表情で方助をまじまじ見返し、

「君、鳴のことを信用してないの？」

　それこそ、まさか、だ。

　だからこそ納得できない話もある。

「そういうわけじゃない。だからって、あいつにあんなこと押し付ける必要までは……！」

「あるさ。腕前は折り紙付きだし、そのうえ見た目が看板になるなら使わない手もない。あの子が家名を背負うなら、これくらいは逆境のうちにも入らない」

　方ほう助すけには、名の重みだとか、剣士の責務だとかいった要素はわからない。

　そういうものだと言われれば、部外者はそうだと納得するしかない。そんなことはよくわかっている。だが当の彼女と接した以上、どうしても承服しかねるものは確かにあった。

「かもしれねえけど、どうも据すわりが悪いんですよ。そりゃ確かに鳴なるはご当代としちゃらしくない。でも扱あつかいまでそれらしくないってのは話がおかしい。……あの、」

　厭いやな質問だとは自分でも思う。

　でも、聞かずにはおれない。

「鳴への風当たりが強いのは、あいつが分家の子だからですか？」

　ＳＥＡＳシースは、「血の質」を何よりも重んじる。

　事実上の最高戦力である鋼はがねの血統がそういうものだから、血ち筋すじを重視する風潮は組織全体に染みわたっている。良き血を継ぐ者は良き剣を持ち、より良き剣士となる──と誰もが無条件に思っている。そこへいくと、鳴は異端だ。

　だが響ひびきはけろっとしたもので、のんびりと首を振った。

「そうでもないさ。ああいうものだよ、鋼の血統への目ってのは。ただ鳴には付け入る隙すきが多いから、表面化しやすいんだろう。直系じゃないっていうのは中でも一番大きな隙さ」

「──そんな。でも、まさか。そりゃ下の奴に当たりは強いけど、剣士だったら腕の上下が絶対のはずだ。直系かどうかなんて……」

「重いぜ、血筋は。それに剣士ったって結局は人間の集団だよ？　長く続くだけ考えの古い石頭も多くいるし、一発逆転を狙ねらう連中は他人の失脚を今か今かと待ってる。とにかく隙あらば出る杭くいを叩たたこうって手合いもいる。そういう連中にとっちゃ鳴は目障りだし、恰かつ好こうの的にもなりえる。──今の時代、本当に純粋で高こう潔けつな剣士が、果たしてどれほどいる？」

　最後の一言は独ひとり言のようで、ある種の自問めいた響きをも伴っていた。

　方助は、そのつぶやきに答えを持たなかった。血筋の話にもいまいち実感を持てない──分家について「その程度のことじゃねえか」と思ってしまうのは、あるいは自分が、そうした血縁のしがらみと何一つ関わりのない人間だからか。

「君の心配もわかる。けど、鳴はやる時はやるよ。あの子は正しよう真しん正しよう銘めいの天才だ」

　天才。

　方助にとっては遥はるか遠い言葉。しかし、実物を目まの当たりにした今ではその表現が不思議なほど腑ふに落ちる。

「体質から違う。知ってると思うけど、あの子、感覚が異常に鋭いだろ？」

「……ええ。人間業わざじゃねえ」

　思い出すのは、追跡者の足音を人数から距離まで聞き分けた時と、暗くら闇やみの中で一いつ瞬しゆんにして人の顔まで識別したことだ。

「特異体質なんだ。季とき風かぜの血ち筋すじにある者は先天的に五感に優すぐれる特質があってね。そんな中でも、鳴なるの感覚は飛び抜けてる。耳ひとつとっても、百メートル先で米粒ひとつ落ちる音も聞き分けるほどだ。──けど一番ものすごいのはね、それを自由に制せい御ぎよしてのける集中力だ。季風が鳴に刀を継がせたのは、伊だ達てや酔すい狂きようや妥だ協きようじゃあないぜ」

　片脚を掲かかげる響。膝から下の義足は簡素で、直径五～六センチほどの木の棒ぼうが一本だけ。

「それは……事故か何かで？」

「そんなところ。でも、仮におれが五体満足でも二十一代目になったのは鳴だよ。──ねえ、一つ教えておくよ」

　響ひびきは左手の杖つえを第三の足のように動かし、壁から離れた。長年の慣れがそうさせるものか、彼の身のこなしはそう鈍くは見えない。そこらの常人よりもかえって身軽に思えるが、いざ剣を振るとなればやはりこの程度では足りないのだろうか。

「今の鳴は、鞘さやに収まった状態なのさ」

「は……？」

　ものの例えだというのはわかるにしても、人間を指す表現だとは思いがたかった。

「鞘にある刀は決して誰かを傷つけることはない。抜かずに済むならそれが一番。でも、永遠に鞘の内にこもるのは果たして刀として正しい姿なのかな」

　はじめから摑つかみどころのない相手ではあるが、今のはひときわ要領を得ない。

　言葉の真意が摑つかめないままでいると、響が控ひかえ室の方に目をやった。

「ともあれ、いろいろ気を付けて。目に見えるものばかりが敵じゃないかもしれない。ほら、噂うわさの鳴だ」

　反射的に視線を追うと、控え室のドアの影から鳴がこっちを見ていた。

「……あ、あれ、おにいちゃんは……？」

　言われて視線を壁かべ際ぎわに戻すと、響はもういなかった。

　すぐ目の前にいたはずなのに、動く気配もなかったのに。方ほう助すけは廊下の向こうに目をやり、曲がり角の薄うす闇やみに「なんだよもう……」と恨うらみがましい声を投げる。

「ああ、なんかどっか行っちまった。……兄ちゃん、怖こわいのか？」

「ううん、いつもは優しいの。でもお師しさまの時は厳しい……。うう、ちゃんとしなきゃ……」

　派手な衣装と日本刀。アンバランスを体現する少女は、緊張しきりで深呼吸した。それにしても心配は拭ぬぐえず、方助は鳴を気づかわしげに見やった。

「落ち着いたか？」

「ん……うん。な、なんとか。よゆうよゆう」

　どう見てもまだ落ち着いていないのにそんなことを言う。心配をかけまいとしているのだろうが、噓うそやハッタリと無縁な性格でそんなごまかしは無む謀ぼうだ。

「無理だけはするなよ。やっぱりどうしてもダメだってんなら、何がなんでも話をつける。ご当代の精神面のケアも仕事のうちだ」

　ところが鳴なるは、

「──大丈夫、やるよ。で、できることはやりたいんだ。わたしなんかの剣が、何かの役に立つなら……」

　それだけは、一いつ瞬しゆんも迷わず言った。

「……わかった。試すようなこと言ってごめんな。なら、俺もしっかり見届けるわ」

「ううん。心配してくれて、ありがとう」

「胸張ってけ、お前の剣は安くなんかないさ」

　そう言うと鳴は、とまどうように、困ったように笑った。

「そうかな。やっぱり、よくわかんないや……」

　響ひびきは、妹のことを天才と断言した。方ほう助すけはその意味を頭の隅すみで考える。

　天才の本質とは、精神性そのものにあるのだと思う。

　技を窮きわめるには努力が要る。その多くは苦痛をともない、だからこそ努力に対する自負が自信となる。武術の修行は単に技を修めるだけでなく、流りゆう儀ぎの秘ひ奥おうに辿たどり着くまでの道で心をも鍛きたえるものだ。少なくとも、非才の方助はそう思っている。

　しかし一部の天才は、技を体に通していくその過程をそもそも「努力」と認識していない。

　鳴にとって全ては当たり前なのだ。

　ひょっとすると彼女は、四し肢しの端はし々ばしにまで透とう徹てつさせた秘伝の技芸を「習い覚えたもの」だと認識してすらいないのかもしれない。そこに喜びと苦しみのどちらもなく、歩いたり手を動かすのと同じ普通の動作としての「技」があるのみ。

　その剣は純粋で無む垢くだ。同時に、無垢とは無知だ。

　鳴は自分自身の重みをまるでわかっていない。その力で成せることの多さと、大きさも。
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　施設内の小規模な講堂にて軽いリハーサルが始まる。

　鳴は肌寒さと恥ずかしさに背を丸め、ぷるぷるしながら必死にセリフをそらんじた。

「みっ、みみ、みっみみみ……みんみん……」

「セミの真ま似ねですかな？」

「みん、みなさー……こんにち……ちわわ……」

「ああダメダメそんな小さな声では市民には届きません！　もっと勇ましく！　剣士の威い厳げんをもって観客の皆様に呼びかけるのですぞー！」

「とっとっ、遠からん者は音に聞いてー！　近くば寄って目にも見てー!!」

「もっともっと！　もっと大きく！　もっと広く!!」

「おとなもこどももおねーさんもーーーーーーーーーー!!」

　もうヤケクソ気ぎ味みだった。

　不安げに壁に背を預けて見守る方ほう助すけだったが、ふとポケットの携帯がぶるぶる震ふるえだした。

『──あーもしもし、方助か？　あたしだあたし。おめーの可愛かわいいおねーちゃんですよー』

　なぁにが可愛いおねーちゃんだ、と思いつつも、方助は応こたえる。

「そうかい、お元気そうで安心したよ。で？　そんなお姉ちゃんは、可愛い弟をほっぽってどこで油売ってんだよ？」

『うんうん。あたしは葉は織おりくんと合流して、支部でちょっとな。そっちはどうなってる？』

「どうも何も、平和そのものだよ。目下の懸け念ねんごとはあいつの心臓だな」

『そっかそっか、んならいいんだ。お前はお前でしっかり任務頼むな』

「わかってる。そっちは？　用事終わったらそのまま仕事か？」

『ん。あーいや、今日は休みだ』

「休み？」

『工房閉まってんだよ。ちょっと色々いじりたいモンもあったんだが、まあしゃーないわな』

　言われてみれば、受話器の向こうから聞こえてくる雑音はほとんどない。唄うた夏げの声と、なにやら唄夏自身がごそごそ何かを漁あさっているような音だけだ。

　思い返してみれば、こっちの刀展に見覚えのある職人を何人か見た。これを機に名刀を見て学ぶべし、という上の計はからいででもあるのだろうか。

「……そういうこともあんのかねぇ」

『かもな。とにかくそっちの平和が一番だ。がんばれよー方助、ばっちり任務達成したらご褒ほう美びにぎゅーってしてやっかんなぁ、くひひ』

「るせえ。いつまでもガキ扱あつかいすんな」

　ぴ、と携帯を切る。

　液晶の時計表示に目を落とし、心配そうにもう一度ステージを見やる方助だった。




　唄夏はＳＥＡＳシース城しろ鉄がね支部ビル内の資料保管庫にいて、ずらりと並ぶファイルキャビネットを片かたっ端ぱしから調べている。

　無断である。なので、人が少ないのは渡りに船ではあるのかもしれない。

「あちらは何と？」

「問題なさそうだ。できりゃーこのまま無事に終わってほしいもんだねえ」

　葉織は葉織で、デスクトップＰＣにアクセスしてデジタルデータ方面を当たっていた。

　ここにあるのは、主に実働組、つまり剣士の活動記録だった。いっそのこと全部デジタル化しちまえばいいのにと唄夏は常日頃思っているのだが、なかなか完全移行には至らない。

　目当ては、ここ二・三か月の、武器密輸組織に対する活動の記録。方助が関わった妖よう刀とう使いや自称伝言役の背後関係、ハインツ・フォーゲルと追跡部隊の斬きり合いの記録もだ。

　と、ばたばたばたばたばたばた、と外からローター音が聞こえてくる。

　窓の外を一いち瞥べつして、唄うた夏げは顔をしかめた。

「……にしてもうっさいなあ。外のあれ何？　なんでヘリコなんて飛んでんのよ？」

「報道ヘリでしょう。刀展は一大イベントですからね。ほら、会場の方へ向かっていきます」

　なるほど確かに、ヘリの横腹には地方局のニュース番組のロゴがあった。

「展示会なんて空撮してどうすんだか。外の人だかりでも茶の間に流すのか？」

「でしょうね。天気にも恵まれたから先方にとっても好こう都つ合ごうなんでしょう。なんでも新しい試みとしてステージを設立してると聞きます」

　言いつつ、葉は織おりはまさか鳴なるがその舞台に立つことなど夢にも思わない。

　ふーん、と気のない返事をしながらキャビネットを漁あさり続ける唄夏。そうしながら、魔ま剣けんと斬り合った剣士のことを思い出す。

　職人の唄夏は、数日前の竹林での戦せん闘とうを記録として知っている。剣士が使った刀の血ち研とぎを行い、緋ひ鋼こうに刻きざまれた戦いの記憶を見た。刃を通じてわかる圧倒的な力量差と、ある剣士が命を削けずって放った一いち撃げきのことを思うと背せ筋すじが寒くなる思いだった。

　八名いたうち三名が死亡、残り重傷、うち一人は再起不能。

　フェルトンは自みずからの技量の恩おん恵けいかはたまた運か、なんとか動いて会話ができる程度には傷が軽かった。いわく、

　あの男は、人間ではありません。

　その血と肉体が、魔剣に同化しつつある──
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　演武は一いちか八ばちかで鳴に任まかせるしかない。その辺のことは半なかば無理やりにだが納得した。とはいえ考えることはまだまだあって、方ほう助すけはステージを待ちながら思うところを洗い直す。

　例えば、一度だけ相まみえたあの男、ハインツ・フォーゲルについて。

　密輸組織ソードフィッシュと繫つながりのある、魔剣強ごう奪だつの実行犯にしてその使い手。

　なぜ、城しろ鉄がねに来たのか。それは数多くの高価な名刀を擁ようするこの国のこの街で、おりしも刀剣の展示会が行われるから──名刀を奪うばい取り、莫ばく大だいな利益を得るために。ハインツはソードフィッシュに身み柄がらを預ける関係上、組織の飼い犬として従った形になるか。

　ということで、一応の説明はつく。だがあくまで一応だ。

　どうにも腑ふに落ちない。

　北ほく欧おうで魔剣を奪って、この日本まで来て、やることがそれか？

　確かに名刀はかなりの利益になる。蛇じやの道は蛇へび、名の知れた刀剣でも、目め端はしの利きく奴がしかるべき「裏うら」に流せば足がつかずに金になるだろう。

　だがそもそも、あいつはどうして魔ま剣けんを奪うばったのか。この第一の理由が不ふ明めい瞭りようである以上、先の説明はいくらでも覆くつがえしうるものだとさえ思う。手っ取り早く金が欲しいのなら、当の魔剣そのものを裏ルートで鬻ひさげばいいではないか。奴はその手を選ばなかった。

　それになぜ、本格的に事を構える前にわざわざ鳴なるに接触を図ったのか。

　廃はい工場の一件には後ご詰づめがなく、真っ先に善ぜん鬼きを狙ねらうにしても詰めの甘さが目立つ。魔剣使い一人が絶大な力を持っているとしても、単身でただぶつけるというのはおかしくないか。あれでは剣を狙ねらうというよりも、ただ顔を見せるということだけが先に立ちはすまいか。

　今までの要素だと、行動の全てに微び妙みようなラインで筋すじが立たない。少なくともあの魔剣使いには、合理性とは全く別次元の、不思議な執しゆう念ねんのようなものが垣かい間ま見えた。

　何か、胸騒ぎがする。




「──皆さん、お待たせしましたーっ！　いよいよ本日の目玉、剣士様の演武です！」

　考え事をしていたせいで、ステージが結構進んでいたことに気付かなかった。

　方ほう助すけは人ごみの輪の外から舞台を遠巻きに見守る。壇だん上じようではマイクを持ったお姉さんが愛あい想そうを振りまき、惚ほれ惚ぼれするほどのテンポで司会進行している。

　空を見れば地方局のヘリが飛んでいるし、カメラを構えた人もあちこちで見られる。こんなことでもなければ自分だって展示物の鑑賞に夢中になっていただろうが、客観的に見てみると、この展示会の注目度はよほど高いらしい。

「今回剣技を披ひ露ろうしていただくのは、ななな、なんと弱じやつ冠かん十五歳の女の子！　しかし侮あなどるなかれっ！　その実態は剣に身を賭として十五年、先祖代々受け継がれる抜ばつ刀とう術の達人というのだから驚きです！　とくとご覧らんください、驚きよう天てん動どう地ちの居合い切り!!　季とき風かぜ鳴さんですっ!!」

　本来なら、ここで一発元気よく飛び出してくるべき場面である。

　なのだが、鳴の登場には思い切りの「お」の字もなく、穴ぐらから顔を出すモグラのように恐ろしげな様子だった。

　会場が湧わいて、拍手が上がった。そこかしこからちょっと下げ卑ぴた声や、女性の悲鳴めいた黄色い声も上がるのは服装のせいである。鳴は刀袋から出した善ぜん鬼き国くに綱つなをいつものように胸に抱き、喧けん噪そうの中心にただ立ち尽ちくす。

　ぷるぷるぷるぷるぷる。

「……あのー、季風さん？　もしもしー？」

　ぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷる。

　モグラかと思えば生まれたての小鹿になった鳴が、お姉さんに声をかけられてようやく我に返った。深呼吸し、いまだかつて触れたこともなかったマイクを恐る恐る握にぎりしめて叫ぶ。

「み……んみっ……みだたん、はじめまし『ィィイイイイイイイィィン』!!」

　嚙かんだ。しかもマイクが派手にハウリングした。

　鳴なるは誰よりそれに驚き、立ったまま気を失いかける。お姉さんのフォローでなんとか立て直したものの、見ていてこっちがいたたまれなくなるほど不器用きわまりない姿だ。

「しっかりしろー」

「ねえあんな子がほんとに剣士なの？」

「……アリだな！」

「エロいからいいや」

「いいぞもっとやれ！」

「kawaii!!」

　観客の反応は、困こん惑わく半分、物珍しさ半分といったところ。少なくとも若い男の視線は独ひとり占じめ状態だ。

「……ぐ、ぐっだぐだじゃねーか……」

　今からでもタオルを投げてやりたい気分だ。こっちの胃まで痛くなってきた。

「──そ、それではっ！　お待ちかねの抜ばつ刀とう術の披ひ露ろうといきましょうかっ！　今回はこちら、ダミーのターゲットを三つ用意しております！　十分に安全性が考慮されておりますが、皆さんはステージから三メートル以上離れてくださいねぇー」

　こいつ本当に大丈夫なのか、とはお姉さんのみならず誰もが思うところだった。

　等とう間かん隔かくに並べられたのは、昔ながらの巻まき藁わらである。

　古い畳たたみ表おもてなどの藁で、竹をぐるぐる巻きにした練習道具。芯しんの竹を骨、藁を肉として人体に見立てたものであり、試し斬ぎりに使われる。

「は、ははっ、は、はい…………」

　ようやく自分の役目を思い出したのか、鳴はもたもた構えを取って巻藁に向かう。

　が、そこから動けない。

　緊張しすぎて頭が真っ白になっているのだ。もう抜刀を披露するもクソもない。世にも痛々しい沈ちん黙もくが流れ、石像になった鳴にあっちこっちから声が飛んだ。

　もはや気分は針のむしろ。お姉さんも冷や汗をかいている。

　と、鳴が一度大きく深呼吸をした。

　集中する。目を閉じて暗くら闇やみに潜もぐり、紙こ縒よりのように先細る集中で周囲の音を遮しや断だん。口の中だけで、小さくつぶやく。

「──封ふう刃じん抜刀術・太た刀ち風かぜの十一『幽ゆう薙なぎ』の型……」

　声色は静せい謐ひつで、一種の自己暗示めいていた。

　瞬しゆん間かん、がらりと動きが変わる。

　一転して口をつむぎ、条件反射から迷いがなく、あらかじめ決まっていたような動きで踏み込む。ゆったりした足運びで距離を詰め、腰と四し肢しの関節を柔らかく使い、鳴は水面に揺ゆれる葉のように体をひるがえす。

　しゅかかかっ──

　細く軽い音だけがして、観客の多くは何が起こったのかすらわからない。

　もう少し見る目のある奴は「何かが起こった」ことをかろうじて認識した。更さらに剣術に理解のある者ならば「鳴なるが何かをした」ことまでわかったものの、「それが一種の抜刀術である」とまで見抜けた者などいなかった。群衆にまぎれた季風響ひびきと、方ほう助すけ以外には。

　いつの間にか全てが終わり、鳴は音もない背面納刀にて残ざん心しんしていた。

　しん、と場が静まり返る。

「……、あ。あ？」

　不意に鳴は夢から覚めたような顔をして、呆あつ気けにとられる観客にたじろいだ。

　依然ターゲットには何の変化もない。はたから見れば、鳴が体をゆらゆら回転させながら、ただ巻まき藁わらの間を通り抜けた──としか思えない有あり様さまだ。

「そ、その～……季とき風かぜさん、今のは……？」

「あ、ああああの、つまり」

　鳴は、さっきの体たい捌さばきからは想像もできないトロい足運びで、通った軌き道どうをそのまま逆戻りした。途中、手でとん・とん・とん──とターゲットを押していく。

　奇術のようなことが起こった。

　三つすべての巻藁の上半分が、ずるり、とずれて壇だん上じように落ちたのだ。

　藁は、縦たてに割ることこそ容易でも、横に斬ったり千ち切ぎったりするには難しい素材である。柔軟かつ頑がん健けんな繊せん維いが縦にそろっており、斬きるには刃は筋すじを立てた正確無比なコントロールが要求される。斜めの袈け裟さで両断するのが普通で、当然真横に近くなるほど難度は上がる。

　三つの巻藁の切り口は、どれもほぼ水平。しかもささくれさえほとんどなく、断面はまるで最初からそんな形だったかのようだ。

　剣けん閃せんの残光も見せない絶技である。

　だが、凄すぎるということが必ずしも良いとは言いがたい。

「ええ～……っと。い、以上、季風さんの抜刀術でし……た？」

　あまりに発達した科学は、魔ま法ほうと見分けがつかない──とは誰が言ったものか。

　同じように、極きわまった剣技は、余人には見えも感じられもしない領域のものではないか。

　真ま似ねできないばかりか理解さえ追いつかない。そんなものだから、場にはなんとなく「しらっ」とした空気が流れた。

　そこに、いきなり一人分の拍手が響く。

　方助である。群衆の最後列から、誰がなんと言おうとやめない勢いで手を叩たたき続ける。

　続いてもう一人分の拍手が生まれた。こちらは響だ。

　それから数秒の間があり、二人の拍手が波は及きゆうして、もう何人かがぽつぽつ手を叩き始めた。

　鳴なるは戸と惑まどいつつも、刀を抱いてぺこりと一礼する。

「──なあ、あのヘリどこの局だ？」

　ふと、少し離れたところからのいぶかしげな声を方助は聞いた。

　ニュース番組のクルーらしいが、空を見上げながら何ごとか言い合っている。なんとはなしに目で追ってみると、彼らが指さす先には何の変へん哲てつもない報道ヘリが一機。

　空には今なお数機のヘリが滞空している。言われてみれば気付く程度だが、件くだんのヘリだけ妙みように会場から遠い。話に耳をそばだててみると、ある瞬しゆん間かんから急に会場の上空を離れたらしい。

　あの手の代しろ物ものを飛ばすには、行政機関へのしかるべき申請が要求される。なので関係者はどこの局がいくつヘリを飛ばすかおおむね把は握あくしているものであって、どこのものだか知らない機体が一つでもあるということ自体おかしい。

　今のところ情報共有が不徹底なだけで、実はもう一機あったのかもしれない──という程度のことで彼らは話を打ち切って仕事に戻った。

　ただ一人方ほう助すけだけが、故ゆえもなく胸がざわめきつつあるのを自覚しながらヘリを見上げる。

　あれが向かうのは、城しろ鉄がね支部がある方角。唄うた夏げが言うには、今の支部は手て薄うす。工房は閉められていて、今日のところは猫の子一匹いない。

　──敵っていうのは、見えるものばかりじゃないかもしれない。

「!!」

　直感が警報を発して、方助の気配の変化に鳴も反応した。お姉さんの司会に乗ってたどたどしく挨あい拶さつするのも忘れ、なんだろうと方助の視線を追って、

　目を見開いた。

　その鳴の反応こそ、答えのようなものだった。

「うわぁ!?」

「お、おいなんだよ！」

「気を付けろ馬鹿！」

　考えるより先に駆かけ出した。人ごみを飛び越す勢いで駆け抜け、方助は人々の罵ば声せいを背に一気にステージ上に躍おどり出る。

「きゃー!?　ななな何ですかどちら様でしょうかっ!?　これ打ち合わせにありました!?」

「すんません、説明してる余裕ないんで!!」

　慌あわてふためくお姉さんやあぜんとする観客を尻しり目めに、方助は鳴の両肩を摑つかんだ。

「見えたのか!?　あいつなのか!?」

「う、う、うん……っ」

　間違いない。あの青目だ。

　だが、ここで方助はまごついた。方助にとっては鳴の安全が最優先。鳴を置いて自分だけ現場に急行するわけにはいかない。とはいえ彼女を引きまわして危険に突っ込むのも問題だ。

　頭を巡めぐる懸け念ねんに一いつ瞬しゆんだけ足が止まった時、鳴なるが驚くほど強い力で方ほう助すけの手を引いた。

「い、行こう！　早く！　あの人、何かよくないことを始める気だよ……!!」

　鳴に手を引かれ、それに追いつき、やがて追い越す勢いで走り出す。

　取り残された大多数は、ぽかんとしている。これもまた見世物の一演目だったのかもしれない──と考える者もぽつぽついたが、全体的に狐きつねに化ばかされたような雰ふん囲い気きである。

　知るか、と方助は思う。抜ばつ刀とう術はやったんだからそれでお役やく御ご免めんだ。

「あそこには、まだ姉貴もいる……！」

　方助は走りながら携帯を取り出し、唄うた夏げにコールする。頼む出てくれ、そう願いながら携帯を耳に押し当てていると、すぐに繫つながった。

『んー。あんだ方助こいつめ。もうあたしの声が恋しくなりやがったか』

　ひとまず無事か、そこだけは安心し、被かぶせるように口を挟はさむ。

「言ってる場合か！　そこからヘリが一機見えねえか!?」

『ヘリぃ？　ああ空撮のな。さっきそっちに行ったのが見え……なんだ、妙みように近いな。こっち撮ってどうす、』

　つかの間の沈ちん黙もく。

　直後、電話の向こうで唄夏が叫んだ。

『──まずいッ!!』

　書類が放り出される音、何か叫ぶ唄夏と葉は織おりの返事。どたばたした足音、「がつん」という音は放り出された携帯が床に落ちた音か。

　もっとおかしいと思うべきだった。会場の警備が厚いということは、支部の方が手て薄うすになるということだ。奴の目的は最初から支部だ。

　だが、タイミングが良すぎる。




　会場前広場にざわめきが生まれる。喧けん噪そうのど真ん中に立ちながら、季とき風かぜ響ひびきは考える。

　響は顎あごに手を当てつつ、あくまで俯ふ瞰かん的につぶやいた。

「……さて。当たって欲しくない読みが当たっちまったみたいだね、どうも」




　　　２




「刀剣専門だなどと吹いていたが……こんなものまで用意できるとはな」

　報道ヘリにまぎれた一機の中で、ハインツ・フォーゲルはあきれるやら感心するやら独ひとりごちる。余よ計けいなことを一言も喋しやべらないパイロットを一いち瞥べつし、分厚く黒い外がい套とうをはおり、ケースに入ったナンバー・イレヴンを取り出した。

　刀身がかすかに鳴めい動どうしている。

　緋ひ鋼こうで繫つながったこの魔ま剣けんについて、ハインツは言葉ではなく感覚で理解している。長い時を超えてなお、刀身に色濃く残る「何か」の血けつ痕こん──それが何であるのか。そして、この魔剣の力を真に解放するのに必要なものは何か。

　それにしても、目立つ方法を指示してくれるものだ。

　警備員を斬きり殺して目的地に向かうことも十二分に可能だが、スポンサーからすれば、これくらいセンセーショナルなやり方が望ましいのだという。

　空に上がるまでは大した障害もなかった。この後このヘリの素す性じようがバレようと知ったことではない。これから自分が起こすことに比べれば些さ細さいな問題だし、あとはどうやって目的地点に降下するかだが、これもまた「一直線の最短ルート」以外の選択肢しはいらない。

　握にぎりしめるのは魔剣ただ一振り。他の装備は、差し当たり不要。

「──行くか」

　散歩にでも出るような足取りで機外へ出て、魔剣使いはそのまま落ちた。




　大通りのタクシーを轢ひかれる寸前で呼び止め、ろくな説明もせずに全力発進を頼んだ。

「うおおおおいっ!?　テメいきなり危ねぇだろ坊ぼう主ず!?」

「いいから出してくれＳＥＡＳシース城しろ鉄がね支部横の工房まで！　──だから、魔剣使いが向かってるんですって！　何でってヘリで！　とにかく回せる刃は走ばしりも剣士も戻してください！　ああもう、んな噓うそつくわきゃねえでしょうがッ！」

　方ほう助すけは携帯を耳に押し当て、会場の警備主任に必死に訴うつたえかけている。

　運転手も慌あわてたがそこはプロ、ただならぬ気配を感じ取ってアクセルをべた踏みする。

　窓ガラスにへばりついて空を見ていた鳴なるが、信じられないものを見たような顔をした。

「おっおおお、落ちた！　落ちた落ちた落ちたよ!?」

「ぁにぃ!?」

　電話から耳を離し、鳴の視線を追って目をこらす。

　例のヘリから離れ、真まっ逆さかさまに落下していく黒い点がどうにか見えた。

　そんな馬鹿な。あいつ死ぬつもりか──目を見開いたところで、タクシーがつんのめるように止まる。

「……って、なんだよどうして停とまんだよ!?」

「じゅ、渋滞なんだからしょうがねぇだろが！」

　高速道路と接続する環状線は渋滞だ。ここから先は車の方が遅い。

「ガワだけ後で返してくれ！　中に連絡先も入ってる、ありがとな！」

「なっ……、お、おい坊主!?」

　細かい銭ぜに勘かん定じようを放り出して財さい布ふごと投げ渡す。

「走るぞ!!」

「う、うん……っ！」

　二人は車と車の間をかい潜くぐり、クラクションが高鳴る中を駆かけ抜けた。




　激風が黒衣の全身を洗う。

　目標地点はごく大おお雑ざつ把ぱな目算で決めている。肉体一つに大剣が一振りなど、風にあおられて大きく流れてしまいかねない程度の重量だ。しかしハインツは落ち着いたもので、いっそ馬鹿馬鹿しいまでに単刀直入な襲しゆう撃げきを大おお真ま面じ目めに遂すい行こうする。落下地点の予測も気流も、全て剣を通じて感覚で理解していた。

　魔ま剣けんと心臓が大きく脈打つ。

　剣の切きっ先さきが、磁じ石しやくのように地上のある一点を指し示している。直下、城しろ鉄がね支部が誇る工房の屋根だ。

　右手で柄つかを握にぎり、左手で刀身の腹を支える。魔剣が不可解な熱を帯びて、刀身の周りに陽炎かげろうを立ちのぼらせる。黒衣に包まれた筋肉が凶きよう悪あくな臂りよ力りよくの爆発の時を待つ。

　どこをどう狙ねらえばいいのかは、魔剣が知っていた。

　瞬しゆん間かん、魔剣の柄から光がほとばしり、ハインツの肉体が異常な推すい力りよくを得た。

　空気抵抗を殺す姿勢で剣と黒衣が風を裂さき、不可解な推力に押された熱く鋭い刀光のラインが、市街の空を縦たて一いち文もん字じに貫いた。

　光にわずかに遅れて、破は砕さい音が轟とどろく。

　工房が、天てん井じようから床からまとめてぶち抜かれる轟ごう音おんである。




　　　[image: くぎり]




　ビルから飛び出て、唄うた夏げは地面に伝わる震しん動どうを感じた。轟音の残ざん響きようがこだまし、今さらのようにけたたましく警報が鳴り響いた。

「やっべぇな、こいつは……っ」

　唄夏は非ひ戦せん闘とう員いんだし、すぐ対応できる剣士は近くにいない。いや増す焦しよう燥そうに胸を焼かれながら、真横を葉は織おりが追い抜いていくのに気付く。ずっしりと重い刀袋が歩みに合わせて揺れた。

「私が行きます。唄夏さんは下がっていてください、危険です」

「葉織くん!?　い、いや待て！」

　迷わず危険に飛び込む葉織の姿は、唄夏には無む謀ぼうに映った。

「──『雷らい切きり』の新型外装はまだ調整中だろう!?」

　立たち花ばな家の業わざ物ものは、十八代目の葉織に合わせて刀装具の改修を行っていた。

　タイミングは葉織にとって最悪そのもの。手の内の佩はい刀とうで実力の果たして何割までを発はつ揮きできるか。だが、葉は織おりに迷っている暇ひまはなかった。

「私は剣士です。どうあっても、狼ろう藉ぜき者ものを捨て置くことはできません！」

「駄目だ、職人として許可できない。君の腕前を信頼してないわけじゃないが相手が悪すぎるんだ！　魔ま剣けんを相手に今の君の隙すきは致命的だぞ！」

「今すぐ行けるのは私以外にいないっ。時間を持たせることはできます！　他の剣士が──鳴なる様が来るまでに……！」

　葉織は、工房の光景を覚えている。あの多種多様な人々が行き交かい、一つの連結した機関のように存分に回転し続ける場を。

　それが土足で踏み荒らされつつある。黙だまって見ているわけにはいかない。

　振り返る葉織に言葉では動かせないものを感じ、唄夏はせめてこれだけはと確認する。

「……っ。無む茶ちやは、しないな？」

「天地神明に誓って」

　うなずき、唄夏は肩から提さげたカバンに手を突っ込んで何かを取り出した。コーヒー缶より小さい円えん筒とう状の物体は、工房が開いていたらいじり回そうと思っていた「特製品」の一つだ。

「刃は走ばしり用の閃せん光こう弾だん。剣士様にこんなもん渡すのは無礼かもしれんが、使ってくれ。まずくなったら誰も責めないからケツをまくるんだ、いいな？」

「承うけたまわりました、唄夏さんは安全なところへ。あなたほどの職人が怪け我がでもしたら大事です」

「……ああ。結局あたしは銃じゆう後ごの身だ、もどかしいよまったく……！」

「もどかしいのは私もです。──急ぎましょう」

　頷うなずき合うのを最後に、あとは互いに言葉もなく背を向けあって道を分かつ。

　工房は惨さん澹たんたるありさまだった。レンガ造りの工房は決して脆ぜい弱じやくではないものの、建築様式からして古く、建物自体に年ねん季きが入っている。天てん井じようは真上から人間大の砲ほう弾だんをぶち込んだかのように破は壊かいされていた。一階にあるものはどれも手つかずのままで、誰の気配もない。

　天井の穴は工房の北側をぶち抜き、そのまま床まで繫つないでいた。

　相手はどうやら、地下だ。葉織は迷わず駆かけ出して衝しよう撃げきの余よ韻いんが残る工房を突っ切り、三た和た土きに開いた小さな穴に、

　飛び込んだ。

　立ち込める土つち煙けむりの奥に影を認め、葉織は素早く刀袋の口を開けて鈍にび色の柄つかを握にぎる。

「──ふッ……！」

　落ちるままに、鞘さやの鐺こじりをぶち込んだ。

　直下の侵入者が化ばけ物めいた反応速度でこれを回避。

　かすめた相手の髪が何本か散り、「さあっ」と土つち煙けむりが晴れて相手の姿があらわになる。

　葉織は金髪青目の魔ま剣けん使い、ハインツ・フォーゲルの姿を目まの当たりにする。

　彼は最低限の防ぼう刃じん装備を着込むのみなのに、空から落ちて傷一つない。緋ひ鋼こうによる身体能力の向上を考えても、尋じん常じようでない頑がん丈じようさだ。

　そのまま葉は織おりは言葉もなく猛もう攻こうした。

　家か紋もん付きの刀袋が床に落ちる頃には、二者は何合もの打ち合いを演じていた。愛刀を鞘さやごと振るう葉織の連れん撃げきを、防御ぎよ姿勢のハインツが弾はじいて大きく跳びすさった。

　指し呼この間で向き合って、二人は構えを取ったまま間合いを測る。

「……貴様、何者か知らんがなかなか使うな。あの娘以外にもこれほどの女がいたか」

「あら、お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつですわ。鳴なる様にはいまだ遠く及ばぬ技芸なれど、立たち花ばなの技はまだこの程度ではありませんよ？」

　空そら々ぞらしいやり取りの裏うらで、お互いの一挙手一投足に付け入る隙すきを探さがし合っている。葉織は構えを取りながら、一段低い声で問いただした。

「何が目的ですか、賊ぞく」

　ハインツは隙を見せず、眼光鋭く葉織の出方を窺うかがいながら言葉の差し合いに応じる。

「この国の剣についてはそれなりに勉強してきていてな」

　思わぬ方向からの切り出しに、葉織は眉まゆをひそめた。

「褒めてやっているんだ。絶対的な鉄てつ鋼こう資源に恵まれないこの島国が、砂鉄から玉たま鋼はがねを製錬してこれほどの造刀技術を確立させた。……緋鋼の力の大小は、ベースになる刃物の質で決まるという。鍛きたえられた日本刀は特に相性がいい。だからこそ、刀剣や緋鋼の手入れの技法も合わせて発達してきたというわけだ」

「何を──」

「『血』のメンテナンスの方法は文化圏で違う。僕の国では、刃に専用の聖水を流して獣じゆう毛もうの布で丁てい寧ねいに拭ぬぐう。しかしこの日本という国は──何か、面おも白しろいものを使っているらしいな？」

　わざとらしく講釈を垂れるハインツの、その含がん意いに気付いて葉織は青ざめた。

　答えは、「ここがどこなのか」でおのずとわかった。先日の唄うた夏げとの会話が電でん撃げき的に記憶に蘇よみがえる。開けたここは工房の地下倉庫、戦いながらもハインツの足は目的のものに近付いていた。

「まさか……!!　待ちなさい、それは!!」

　隙を見せるも構わず飛び出す葉織。ハインツは嗤わらい、魔ま剣けんを逆さか手てに握にぎり直した。

「もう遅い」

　狙ねらいは、彼の真後ろにあった大きなタンクだ。

　魔剣はタンクの外壁を貫つらぬき、根元まで刃を突き込んだ。隙間から無色透とう明めいの輝く液体が溢あふれる。魔剣全体が中の液体にたっぷりと浸ひたされ、刀身を伝って柄つかにまで染みわたる勢いだった。

　日本の職人が血ち研とぎに用いる『閃せん血けつ』。その、原液だった。

　閃血は通常、何十倍にも希き釈しやくして使う代しろ物ものだ。そうしなければならない劇物であり、だからこそ少量で無数の刀を血研ぎできるコストパフォーマンスを誇る。

　閃血には、刀身に染みついた血の力を活性化させる効果がある。

　その原液に刃を浸ひたせばどうなるのか、葉は織おりには想像もつかなかった。

「ぐぅぅうううううぅぅううううううッ!!」

「この……っ！」

　人じん外がいめいた呻うめきが、魔ま剣けん使いの喉のどからほとばしり出る。時間にすれば数秒も無かった。狂い悶もだえるハインツに葉織が接近し、できる限りの最速で一いち撃げきを叩たたき込もうとして目を剝むく。

　いない。

　見渡せば宙に舞う原液の滴しずく。その軌き跡せきの先、驚くほど遠とお間まにいつの間にか彼はいた。

　一ひと跳とびで部屋の端はしから端まで移動し、ハインツは四つん這ばいになって震ふるえる手で魔剣を握りしめている。

　緋ひ鋼こうで剣と繫つながったハインツの感覚は今、劇的な変化を起こしている。恐らくは全身の血が沸ふつ騰とうするような恐ろしい熱に晒さらされているはずで、獣けものの唸うなりに似た刃の鳴めい動どうと使い手の苦く悶もんの呻きが異様なハーモニーを奏でる。

　何が、彼をそこまでさせるのか。

「血が──」

　魔剣に黒々と染み付いた古い血けつ痕こん。今やそれは鮮やかなほどに赤く、まるで剣自体に穿うがたれた生々しい傷口のように輝いている。

　恐らくそれは、ヒトではない「何か」の血だ。

　顔を上げるハインツ。青目が血走り、砕くだけるほど食いしばった歯を剝いて、笑っている。

「──目覚めた」

　彼の姿が目の前でぶれる。

　筋肉の力だけを使った突とつ撃げきに床は砕くだけ、地下室が大きく揺ゆれて黒衣が砲ほう弾だんと化した。

　直感と本能的な畏い怖ふが体を動かす。

　葉織は真横に跳とんで鞘さやを防ぼう御ぎよに使い、すれ違いざまの斬ざん撃を受けた。

　衝しよう撃、受け身を取って床に転げ、ゆっくり構え直すハインツを前に一呼吸で覚かく悟ごを決める。

「……いいでしょう。『雷らい切きり』抜ばつ刀とう、六号外装起動。あなたの目的はわかりませんが、いずれ人に仇あだなす凶きよう刃じん。ならば私は、あなたをここで喰くい止めるのみ……！」

　立たち花ばな家が受け継ぐ雷切は、刃渡り二尺足らずの脇わき差ざしである。

　号の由来は単純明快、かつてある武将がこの差さし料りようで雷神を切り伏ふせたという逸いつ話わによる。太た刀ちを擦すり上げたことから反そりは均一で深め、身み幅はばの広い刀身は覇は気きに満ちて、緋ひ鋼こうを通じて表面に蒼あお白じろい閃せん光こうを散らせた。

　──調整は不十分。外装稼働率60パーセント。どこまでできるか。

「……いくぞ」

　つぶやくハインツの犬歯は異様に長く、こすれ合う歯の隙すき間まからチリッと火花が散った。

　再び、仕掛ける。

　小こ手て調べなど関係ない殺意の踏み込みを見み据すえ、葉は織おりは刻きざみ込むように習い覚えた立たち花ばなの剣術にて迎え撃うつ。

「──立花流、伏ふせの型！」

　その身が旋せん回かいし、重厚かつ鋭く短たん尺じやくの刀を走らせた。

　耳をつんざく金属音に重なり、炸さく裂れつ音と電でん磁じのスパーク音が地下倉庫を打ち震ふるわせた。

　交こう錯さくの刹せつ那な、葉織は地上で身を伏せ、ハインツは宙で身を翻ひるがえしていた。

　一歩も動かず、葉織は見事な精度で敵の突きを受け流したのだ。

「っつ……！」

　雷らい切きりを支えるように腕が痺しびれ、葉織は思わずうめいた。

　ハインツが筋力ひとつで慣性を捻ねじ伏せ、床を踏み砕くだいて反転。魔ま剣けんの切きっ先さきが床に火花の擦さつ過かを刻み、急速に跳はね上がって葉織の首を狙ねらう。

　葉織も川面の水みず蜘ぐ蛛ものように滑なめらかに反転、刀と鞘さやを交差させて構え、ハインツの斬きり上げをいなした。魔剣と愛刀の鍔つば迫ぜりを許さず、相手の勢いを巧みに使って流す反応速度はハインツの予想をも上回っている。

　葉織の足元で、「ぱりっ」と蒼あお白じろい光が閃ひらめく。

　彼女の構えは、重心が極端に低い独特なものだった。

　刀を左の逆さか手てに、鞘を右の順手に。細くしなやかな葉織の体たい軀くに反して、その両手で鈍にび色に光る得え物ものは美び麗れいな使い手と不似合いなほどに無ぶ骨こつだった。
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　雷らい切きり・六号外装は、偏へん執しつ的なまでに堅けん牢ろうさを追求した代しろ物ものだ。見ようによっては長大な金かな棒ぼうにも思える鞘さやと、美しく冴さえる脇わき差ざしが異様なコントラストを顕あらわしている。

「立たち花ばなの剣は、不動の剣。狼ろう藉ぜき者ものに懐ふところを許すほど甘くはありません」

　鞘と刃で一つの武具。葉は織おりの剣──立花流防ぼう衛えい術は「守り」に要よう訣けつを置く。我が間合いを結界と定め、天よりの雷らい霆ていさえも留め置かぬ徹底的な迎げい撃げきの剣だ。

　しかし。気勢で負けてはいないものの、葉織の端たん整せいな顔を汗が滑すべり落ちる。「防御に特化している」というのは正しいが、正確には加えて「防御するだけで精一杯」なのが現状だ。

　相手の攻勢が激しすぎて、こちらがターンを奪うばうことができない。

　それを知っているのか、魔ま剣けんを構えてハインツは死刑宣告のように告げた。

「面おも白しろい。なら、どこまで耐えきれるか試してやる……！」

　使い手の攻撃性の上昇に合わせて魔剣が鳴めい動どうした。

　ひらけた地下倉庫が揺ゆれ、天てん井じようから土つち埃ぼこりが落ちる。

　次なるハインツの踏み込みは、これまでの倍は速かった。

　足元から不可解な火の粉が飛び散り、炎の光を映した青目は形容しがたい混合色の残光を引いた。

　剣が──剣が、燃えている。

　陽炎かげろうがよじれて濃さを増し、刀身の血が火の粉を噴ふいてやがて一ひと塊かたまりの火炎となる。ハインツは独こ楽まのように全身を捻ひねり、同時に魔剣の裏うら刃ば側の血けつ痕こんから炎が炸さく裂れつした。

　炸裂音がして、爆発的な速力を得た剣が迫る。葉織は恐れと迷いを嚙かみ殺して迎え撃うつ。

　熱と圧、斬ざん撃と殺意が一塊となって葉織に襲おそい掛かった。

　巨岩を掘くつ削さくする重機のような猛もう攻こうに情け容よう赦しやはなく、耐え忍ぶ葉織の体に流しきれなかった剣の傷が穿うがたれていく。室内が徐々に高温になり、天井の穴からとぐろを巻いた熱気が逃げ、葉織ただ一人が逃げることなく地の底に立つ。

　──まだ、膝を折るわけにはいかない……！

　決意はくじけず、しかし、先に雷切の刀装具が軋きしみを上げた。

　六号外装は完全ではない。そこに重すぎる魔剣の攻撃に晒さらされ続ければどうなるかなど火を見るより明らかだ。そんなことは先せん刻こく承知。無む茶ちやをするな──そう言った唄夏に心の中で謝あやまった。尻尾しつぽを巻くのは御ご免めんです、と。

　鋼はがねの悲鳴を聞きつけ、ハインツは決めの突きを振りかぶる。

　同時に、葉織の脳のう裏りに焦りと闘とう志しが等分に湧わいた。

　果たしてできるか。いいや、やらなければそれで終わりだ。瞬しゆん間かんに体を引いて呼吸を整え、血で連結した雷切に精神を集中して納刀。

　瞬間的に、魔剣の炎に勝まさるとも劣らぬ「現象」が葉織を包み込む。

「防ぼう衛えい形態──『梍さいかち』!!」

　地下倉庫を、炎とは違う閃せん光こうが埋めた。

　雷らい切きりの刀身が放つ、雷神のごとき過電流だった。刀身は芯しんとして鞘さやに納まり、守りに特化した刀装具の隅すみ々ずみにまで電波を伝達する。

　変化は一いつ瞬しゆんだった。

　雷切を芯として電力を吞み込んだ鞘が変形、盾たて状に開いて、何重もの複合金属に鎧よろわれた装甲と化す。表面にはレンズめいた蒼あおい半球状の領域フイールドが生まれた。

　立花流『梍さいかち』。それは鋼はがねを反発させる、超高密度の反射電でん磁じフィールドを指す。

　今度こそ耳を聾ろうする轟ごう音おんが生まれた。

　音は壁の中で何十何百と反響、物理的震しん動どうの波紋となって地上にまでも波は及きゆうしていく。闘とう志しを乗せた刃で繫つながり、両者は進むも戻るも利きかない壮絶な押し合いにもつれ込んだ。踏ん張る足が床を陥かん没ぼつさせ、見開いた目で葉は織おりは敵を睨にらみつける。

「っく……!!」

「────脆もろいッ!!」

　血が叫び、熱が奔ほん流りゆうとなる。

　最後の一押し、魔ま剣けんの刀身からジェットのような炎が生まれた。雷切と組み合ったまま、魔剣が推すい力りよくを得る。雷切の外装がついに限界を迎え、ひび割れる。捩ねじり込まれる高温の切きっ先さきに、磁気フィールドが強引に破やぶられていく。

　葉織はその時、魔剣の肌身で膿うみ爛ただれる真しん紅くの傷きず跡あとの声を聞いた。

　憎悪に怨えん嗟さ、殺意、飢うえに乾き──とりもなおさず、それは破は壊かい衝しよう動どうの塊かたまりだった。

　──受け切れない──!!




「……はぁ……はぁっ、はぁっ、はっ、は……！」

　ほんの数秒後、陥没した壁にもたれかかり、葉織は浅い息を繰り返していた。

　決して、決して刀を手から放すことはなかった。だがその手がもう動きそうにない。

　ハインツが血走った目で葉織を見下ろしている。狂気的な熱を身に宿し、彼は恐ろしい精神力で魔剣の血を肉体に押し込めていた。彼女が致命傷を避けたことはいっそ奇き跡せき的な芸当であり、彼の眼めにはそれに対する一種の称賛の気配すらある。

「哀あわれだな。力を存分に発はつ揮きできず、捨て駒ごまのように死ぬか」

　は、と葉織は笑い、

「……賊ぞくごときに憐あわれまれるほど堕おちたつもりはありません。あなたは必ず報むくいを受ける。遠からず迎える末路は、今の私より孤独で惨みじめです。あえて申し上げるなら、その無ぶ様ざまを観賞できないのが残念ですね」

　死に瀕ひんしてなお、彼女の心からは熱が消えない。

　来る、と思っているからだ。

「それでいい。目的を果たした後なら、どこで腐くさり果てても悔くいは無い」

　言ってハインツは、無む造ぞう作さに大剣を振り上げて葉は織おりの首を狙ねらい、




　ＬＣＲの銃じゆう弾だんが撃うち込まれた。




　ハインツは銃火を視界の端はしでとらえ、飛びすさってそれを避けた。

　穴から飛び込んだ方ほう助すけの視界に、傷付いた葉織の姿が映る。

「野郎……ッ!!」

　激情に押されるまま、左腕から黒こく縄じようを放った。

　四方から弧こを描き迫る黒縄は相手の退路を断つが、陽炎かげろうをまとって後退するハインツは大剣の切きっ先さきを小さく使って包囲網もうを弾はじき断ち斬きる。

　様子がおかしい。

　身体能力の上昇とか、鳴めい動どうする剣だとかいう表面的な話ではない。この男の瞳ひとみの奥に、得え体たいの知れない、胸をざわめかす何かがいるという直感を方助は得る。

「葉織っ！」

　遅れて駆かけ込んだ鳴なるは、血だまりの中で膝を折る葉織に悲鳴を上げた。

「な、る……様。申し訳ありません……ろくにお役にも立てず……」

　鳴の手を、むしろ葉織の方が勇気づける様に握にぎる。

「……私は、大丈夫です。それよりお気をつけください。あの男……あの魔剣は、人間のものでは……」

　安あん堵どがそうさせたのだろう。言葉を言い切る前に、緊張の糸が切れた。鳴はこちらの手を握にぎったまま気を失った葉織を見下ろし、息があることを確かめて押し黙だまる。

　うつむいたその表情は、長い髪に隠かくれてよく見えなかった。

　壊こわれ物を扱あつかうような慎重な手つきで葉織を横たえる。ゆっくりと立ち上がる小さな体たい軀くが、不意に柳の下の幽ゆう鬼きめいてゆらめき、

「────太た刀ち風かぜ」

　消えた。

　直後、鳴は空中にあり、ハインツを間合いに納めていた。

　半身を作って鞘さやを頭上に掲かかげ、右手で善ぜん鬼きの柄つかを握にぎりしめる。封ふう刃じん抜ばつ刀とう術・上段抜刀の構え。

「『啾しゆう声せい』!!」

　ハインツは全力で飛びのいた。

　床が深々と斬きり裂さかれ、地下室を上から下へ叩たたきつける巨大な風がとぐろを巻いた。音も立てず地階の床に降り立つ鳴はやはりいつの間にか納刀し、既すでに次なる抜刀の構えにある。

「来たな、一文字鳴なる!!」

　鳴の旧姓に方ほう助すけは眉まゆをひそめ、本人もまたぴくりと反応した。だがそれ以降は言葉はおろか表情による返事もない。彼女の気配は、廃はい工場での一幕のように劇的に切り替わっていた。

　異様に静せい謐ひつなたたずまいの奥に、方助は彼女の感情を見る。

　小さな背の中に焦点を結ぶ熱は、今まで鳴がおくびにも出さなかった種類のものだ。

「鳴、」

「わたしにやらせて」

　鳴は一度も振り返らず、返事を聞こうともしない。見開いた大きな瞳ひとみは敵だけを見すえており、ほとんど自動的とも言えるような動きで、ゆったりとした大おお股またの一歩を踏み出し──二歩目から先は目にも留まらない。

　爆音と風切り音と金属音が一つに重なって、強烈な耳鳴りをもたらした。

　既すでに二人は刃じん圏けんの内側にいて、抜刀を受けたハインツが数歩後退し、瞬しゆん時じに接近していた鳴に全力の斬きり上げを放つ。

　瞬間の判断で、鳴は体を浮かしていた。

　納刀。相手の初動から斬り上げの軌き道どうを見切り、善ぜん鬼きを鞘さやごと防ぼう御ぎよに使う。剣と鞘が打ち合って甲かん高だかい音を立て、鳴は毬まりのように吹き飛ばされるも空中で反転。壁を蹴けって、鞘の内から生まれる暴風の剣を薙なぎ払う。

　炎に彩いろどられた青目の美び貌ぼうは魔ま剣けんがもたらす高こう揚ようを孕はらみ、しかしどこか苛いら立だたしげに口を歪ゆがめている。かち合う二者はやがて天てん井じようの穴から飛び出し、舞台を地上へと移す。

「くそ……っ！」

　方助は毒づいて、意識を失った葉は織おりを抱き上げた。

　傷付いた体は軽く、今なお離そうとしない脇わき差ざしの方がよほど重く感じる。歯は嚙がみして階段を探さがし、駆かけ出した。

　街の騒ぎが、遠く聞こえる。

　昼ひる日ひ中なかの惨さん事じは多くの人々の目に留まり、巨大な波紋のように混乱が広がっていく。

　方助は安全な場所に葉織を横たえ、切り結ぶ二人の剣士を前に立ち尽つくした。

　こちらにいたかと思えば一瞬であちらにいる。縮しゆく地ちと呼ばれる鳴の足運びは体重を感じさせず、悪魔的な瞬発力に耳じ目もくも意識も追いつかない。倒とう壊かいする柱が鳴に影を差し、しかし彼女はそちらを見もせず抜き打ちからの無数の斬ざん撃げきで細切れにしてのけた。

　極きわまった剣士と刀は、それ自体が一ひと繫つなぎの兵器だ、と言われている。

　右に刃と左に鞘、振るう腕と運ぶ脚は一個の無駄なき連続体として刃の為ためにのみ駆く動どうし、背せ筋すじが寒くなるほど流りゆう麗れいな抜ばつ刀とう術を放つ器物としての機能となる。

　──今の鳴は、鞘に収まった状態なのさ。

　季とき風かぜ響ひびきは、鳴についてそう言った。

　ついさっきまでの人畜無害そのものな性格が「鞘さや」なのだとしたら、今のあれこそが放たれた剣の姿だというのか。

　違う。

　褪あせない記憶がそう言っている。何より今の鳴なるの剣は、方助が見てもわかるほどに粗い。

　暴走する感情のまま荒れ狂う刃はむしろ、あの夜の妖よう刀とうに似てはいまいか。




　季とき風かぜ鳴の感情が見える。

　ハインツは封ふう刃じん抜ばつ刀とう術の極ごく意いも異国の剣術も知らないが、今の鳴が垣かい間ま見せる感情は深く深く知っていた。今、衝動に突き動かされる剣は拙せつ速そくにして駆かけ引きを知らない。

「わかってきたじゃないか……！」

　凶きよう暴ぼうな薄笑いから絞しぼり出されるつぶやきに、鳴がぴくりと反応した。

　こすれ合う刃と刃の狭はざ間まに呼吸しながら、ハインツは血の狂騒に任まかせて叫ぶ。

「怯おびえも迷いも綺き麗れい事ごとも捨てろ！　剣とは殺しの道具だ。邪じや魔まなもの全てを斬きり伏ふせて、怒りを貫かん徹てつする唯一絶対の手段だ！　闘とう争そうの本質は憎悪にこそある！　貴様の中の憎悪を自覚しろ──そうして初めて、その剣は完成する!!」

　得え体たいの知れない焦あせりが怒りに混ざり、鳴は歯を食いしばった。しかし今、彼女に冷静な判断はできなかった。挑ちよう発はつ的な態度のハインツの姿に、傷付いた葉は織おりがちらつくのだ。友の血の赤が。その色が脳のう髄ずいに焼け付き、敵意の濁だく流りゆうが体の支配権までも奪うばい取る。

　粗あらい剣。その感情の動きを手掛かりに、ハインツは鳴の動きを読み始める。




　まずい。

　ＬＣＲの排はい莢きようと次じ弾だん装そう塡てんを一呼吸で済ませ、方ほう助すけは立て続けに二発発射した。

「！」

　横ざまからの狙そ撃げきにハインツは素早く反応する。切きっ先さきの精せい妙みような操作で銃じゆう弾だんを弾はじき飛ばし、その隙すきに方助が踏み込んだ。

「縛ばく陣じん・『斑まだら』……ッ!!」

　低い跳ちよう躍やくから身を捻ひねり、方助は空中から実に六度もの連れん撃げきを打ち込んだ。

　防ぼう御ぎよしたハインツが衝しよう撃に吹き飛ばされ、床を削けずって踏みとどまる。当然、無傷だ。

　ぎりぎりの剣けん戟げきに、わずかな空白が差し込まれた。

　一秒を十秒にも感じる。一いつ瞬しゆん後、二人の男の意識は同時に鳴へ向けられる。鳴の踏み込みは条件反射的だった。彼女の背を押すのはいまだ燃える怒りの火で、「敵」と認定した相手への機械的な排除本能で、そこには無意識の殺意さえあった。

　ハインツがほくそ笑む。乱れた意識の抜ばつ刀とうなど恐るるに足りない。

　──馬鹿野郎!!

　方ほう助すけはだからこそ、鳴なるの目の前に飛び出していた。

　びた、と剣が止まった。

　風圧が遅れて髪を揺ゆらす。風切り音にさえ切れ味を秘めているような斬ざん撃げきは、方助の首の皮に触れる直前で停止している。

「お前は、そんなんじゃねえだろうが!!」

　鳴が、夢から覚めたような表情を見せた。

　引き戻された瞳ひとみが揺れる。善ぜん鬼きの切きっ先さきから怒りの気配が抜け落ちていき、一いつ喝かつを受けた鳴はその時、一いつ瞬しゆんにして「鞘さやに納まって」いた。

　剣先がにわかに震ふるえだした。ゆっくり下がる太た刀ちを見送り、方助は内心で安あん堵どする。

「ご、……ご、ごめんなさ……」

「いいんだ。……戻って良かった」

　鳴を見て方助は表情をゆるめた。だが直後にハインツを振り返る時、その顔には鋭い怒りが乗っている。

「空き巣の次は口くち八はつ丁ちようかい。せわしねえ野郎だな、青目よ……！」

　周囲は急行した剣士と刃は走ばしりが固め、更さらに外側には無数の野次馬。ハインツは「また邪じや魔まが入った」とばかりに眉まゆをひそめ、あくまで鳴と方助から目を逸そらさない。

「貴様こそ、よくよく人の邪魔をしてくれる。……まあいい、やることはやった」

「逃がすと思うのかてめえ……！」

「抜かせ。貴様らに僕は止めきれん」

　ハインツは方助を鼻で笑い、震える鳴にこう告つげた。

「──日没、雲雀ひばり山やまの中腹、旧道を道なりに進んだ先の廃はい堂どうで待つ。一人で来い、一いち文もん字じ鳴。どうせ何人集まろうが無駄なことだ」

　どこか芝居めいた物言いの後、ハインツは持ち直した魔ま剣けんを直上に向けた。

　血けつ痕こんから炎が噴ふき出た。

「!!」

　炎はハインツ自身を焼かず、ただ包み込むように螺ら旋せん状の火柱となって燃え上がる。方助は思わず鳴を庇かばい、誰しもが近寄りきれない中、どん!!　──と短く腹に響く爆音と共に、ハインツが高く跳ちよう躍やくしていた。

「……あの野郎……！」

　陽炎かげろうをまとい、ハインツは工房の屋根を蹴けり、恐ろしい推すい力りよくで電柱や街灯を跳とびわたって小さくなっていく。動ける者が一斉に追うも、地形を無視した移動力に大きく引き離され、彼を捕つかまえることは叶かなわなかった。

　鳴は、言葉もなかった。

　方助と目を合わせることもできず、納めた善鬼を持つ手をだらんと下げて、虚きよ脱だつしたような表情でただ足元を見下ろしていた。
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　追跡隊はその日のうちに組まれ、日没を待たずして出発することとなる。

　もはや建たて前まえで出し惜しみをしてはいられない。常じよう軌きを逸いつした魔ま剣けんの使い手に対して、季とき風かぜ鳴なるは唯一絶対の切り札となりうる存在だ。だからといって彼女一人を矢や面おもてに立たすわけには無論いかず、一人で来いという要求は表面上だけ守ることとする。

　西洋剣士部隊が闇やみにまぎれて鳴に続き、隙すきを見て集中攻撃を仕掛ける。

「──私が、ご当代以外の部隊の統とう率そつを取ります」

　部隊の編制時に現れたのは、傷を負っていたはずのダリル・フェルトンだった。

　完治などまだ先の話、医師の反対を押し切ってこの場に現れた彼は既すでに帯剣していた。

「指揮なら問題なくできるはずです。少なくとも私は、あの男の剣をこの目で見た数少ない一人だ。戦い方を知っている人間は少しでもいた方がいい……！」

　そう主張するフェルトンは頑かたくなで、任務のためだけではない執しゆう念ねんの炎を秘めているように見えた──恐らくは復ふく讐しゆう心しんだ。

「ご当代、これを」

　そう言って鳴にあるものを差し出したのは、いつか方ほう助すけと鳴を手ひどくしかった、あのハゲだった。彼は大した説明もなく、鳴に小さなピンバッヂを渡す。乱れた襟えり元もとを直せという意味なのだろうか、鳴は差し出口を挟はさまず粛しゆく々しゆくと従うだけだった。

　事態はどんどん次のステージへ進んでいく。そして、最後の追つい撃げき部隊に方助は加われない。

　余よ計けいな死体を減らすための妥だ当とうな采さい配はいのはずだ。そんなことはよくわかっている。しかし。

　追つい撃げき隊のトップとして矢面に立たされた鳴は、方助を振り返ってこう言った。

「あんなことして、ごめんね」

　冷静さを取り戻した後の、それが第一声だった。

　彼女は意識して方助と距離を取ろうとしていた。

「怒ったり、考えたりしちゃいけなかったんだ。……今まで通り、ちゃんと言われたことだけをするようにしなきゃ」

「鳴、お前……！」

　否定しようとした方助に、鳴はゆるゆる首を振った。

「わたし、こんなことしかできないから」

　強引に作った弱気な笑みの奥に、一種の諦てい観かんがあったことを方助は決して見み逃のがさない。

　だが、最初からその心も技も、一いつ介かいの刃は走ばしりには想像すら及ばない遠くにあったのかもしれない──。




　なんて話ではいそうですかと納得する方ほう助すけではないのだ。

　準備はもうあらかた済んでいた。軽装の防ぼう刃じん被服に袖そでを通し、ＬＣＲを懐ふところに、黒こく縄じようを袖口に忍ばせる。実じつ弾だんを手に入れるのに一番苦労したがこちとら隠おん密みつは得意技だ。持てる限りの装備をバッグに詰め込んで準備を終え、宵よいの薄うす闇やみにまぎれて城しろ鉄がね支部の門を出る。

「どこへ向かうおつもりですか？」

　弱々しい声に呼び止められ、方助はぎくりと硬直した。

　振り返る先に信じられない相手がいた。病院に放り込まれて集中治療を受けたのが数時間前で、傷を覆おおう全身の包帯がかえって生々しい。

「葉は織おりさん……!?　病院にいたんじゃねえのか!?」

「……葉織で結構。私だって、今さら遠慮した態度を取るなんて面めん倒どうです。お間抜けさんが先走ってしまうのではと思ったら……どうやら、当たっていたみたい」

　口調こそ丁てい寧ねいだが声色は伝でん法ぽうそのもの。こちらの方がやはり素すの性格なのか、表面を取りつくろう余力も残されていないようだ。

　彼女は薄手の患者衣のままで、こちらへよろぼい歩くと同時に大きくよろけた。

「っつ……！」

「お、おい！」

　反射的に受け止め、その軽さに今さらのようにぎょっとする。

　鋼の血統・立たち花ばな家第十八代目、短刀の業わざ物もの『雷らい切きり』を操あやつる少女。身に秘める血の質も類たぐいまれなる剣才も、方助にとっては雲の上となる正しよう真しん正しよう銘めいの「強力な剣士」が、今やこの様だ。方助に体を預け、葉織は自じ嘲ちよう気ぎ味みに口の端はしを歪ゆがめて傷の疼うずきが引くのを待った。

　体の痺しびれは、ほとんどなかった。彼女がそれほど弱っているということだろうか。

「……内ない緒しよ話ばなしをするなら、この方が都つ合ごうは良いですね……」

「ああ……？　なんだよ、内緒話って──」

「あなたの判断は的確とは言えません。個人の独断で武器を持ち出して勝手に動くなど、ただで済むはずがないでしょう？　──どのみち出るなら、行きがけの駄だ賃ちんに大義名分の一つくらいはあった方がいいとは思いませんか？」

　言っている意味がわからず、二の句が継げない。

「ご自分の身をどう処するかは勝手ですが、後々のことを考えるともっともらしい言い訳のあるなしでかなり違います。つまり、『処罰覚かく悟ごで個人的かつ勝手にやりました』っていうのと『実はこうした理由があって別行動を取ってました』では、後付けの理由でも後者の方がよほど立ち回りやすくなるわけです」

「おい待て、何言ってんのかさっぱりだぞ、お前さっきから一体何の話を……」

　ちゃり、と方ほう助すけの手に何か小さいものが握にぎり込まされる。

　何かのキーだった。意外と少女趣味なキーホルダーに似合わぬ無ぶ骨こつなそれが、手の中で街灯の光を鈍く照り返す。

「──私や唄うた夏げさんは、最初から城しろ鉄がね支部と別の命令系統で動いていたんですよ。あなたは今からそれに合流した形になさい」

　唄夏と葉は織おりは、方助の知らないところで何かしら活動していた。

　方助は表に立たされる鳴なるの護ご衛えいで、そこまで意識が回らなかった。彼女たちが裏うらで何をしていたのか。昼に唄夏と電話した時のことは記憶に新しい、思えばあの時、唄夏と葉織は何かを調べてはいなかったか。

「別の命令系統？　誰だそりゃ」

「久く利り富とみ冬とう郷ごう様です」

　一いつ瞬しゆんあぜんとした。

「はぁ!?」

「うるさいなもうわめかないでください傷に響くし」

「爺じいちゃんが!?　あのジジイ自分は隠いん居きよだっつっといてそんなことさせてたのか!?」

　冬郷は、とっくに現場をしりぞいてアドバイザーとして全国あちこちの支部を巡めぐっている。けれどそれだって、やっていることは視察ついでの観光といった程度。老骨がでしゃばらないスタンスは徹底していたはずである。

「立場上、冬郷様は表だって動いてはいません。今回のケースはちょっと特とく殊しゆで、唄夏さんは今、最後の確認を取っています。ただ、魔ま剣けん使いがこれほど早く仕掛けてくるとは思わなかった。──一度しか言いませんからね」

　ぐいっ。

　周囲に誰もいないことを執しつ拗ように確認して、葉織は方助の襟えり首くびを摑つかみ一気に顔を寄せた。髪と髪が触れあう距離、耳元にささやかれた結論を受けて方助は目を見開く。

　すぐに葉織は離れた。傷の痛みも忘れたようにこちらを見る目には、切実な光があった。

「……行ってください。鳴様を頼みます」




　キーは、どうやら葉織の私物のものらしい。

　場所は城しろ鉄がね支部の地下駐車場。出たばかりの門にとんぼ返りして敷地内を進み、方助は別れ際ぎわの葉織の言葉を思い出していた。

　──天与の才は、望む者にもたらされるとは限りません。鳴様が自身の才能をどう感じているのかはわかりません、ただ少なくとも……争いを好まない、優しいお方です。それでも剣の道を進むという選択をなされた以上、私は力の限りお助けしたかった。

　わかっている。

　その力が今は及ばないというなら、自分が引き継ぐ時だ。

　指定の場所へ行って「それ」を目まの当たりにした時は、さしもの方ほう助すけも度ど肝ぎもを抜かれた。

「……おいおい、随ずい分ぶんなもん貸してくれたな……」

　呆あつ気けにとられている時間はない。

　急がなければ、鳴が危ない。
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　城しろ鉄がねの北にある「雲雀ひばり山やま」、その山中の廃はい堂どうが指定の場所だった。

　打ち捨てられた小さな廃堂は、旧山道の支道の向こうにぽつんとある。雲間から緞どん帳ちようのような月光が垂れて辺あたりを青く染め、もう由来を語る者のない仏堂が真ん中に鎮ちん座ざしていた。

　ハインツはどうやら、本当に一人でいるようだ。

　足に根が張ったように立ち、上目に鳴なるをじいっと見すえている。

　一方で鳴の背後の闇には、気配を殺した少数精せい鋭えいの剣士たちがいた。先頭で開戦の時を待つのは、一度はハインツに敗れたダリル・フェルトン。剣士は正々堂々たるべきというお題目を彼はあえて捨てているようだった。

　物音ひとつ響かないような空間に、目に見えない緊張の糸がびっしり張り巡めぐらされていた。

「聞いた。あなたが、ドイツの鋼はがねの血統の人だって。……どうして、こんなことをするの？」

　傷付いた葉は織おりが脳のう裏りに蘇よみがえって、鳴の中にまたぽつっと熱が湧わく。

　いけない──鳴は唇を引き結んで心を押し殺した。衝しよう動どう的な怒りに身をゆだねた結果どうなったか。続いて、方助の顔が思い出された。感情を出しては、いけない。

　ハインツはどこか卑ひ屈くつな感じのする笑い声を漏もらした。魔ま剣けんの入ったライフルケースは彼の足元に転がったまま。それを拾い上げようともせず、遠とお間まから小柄な鳴を見下ろす。

「僕は剣士が嫌きらいでな」

　おかしい、と思った。

　彼から敵意を感じない。

「特に、その『鋼の血統』がくだらん。血に技に剣？　そんなものを馬鹿正直にありがたがってもう何世紀になる？　乱世など遠い昔に終わった、今残っているのは名だの地位だのともっともらしい仮面をつけた獣の群れだ。……そんなものは糞くその役にも立たないし、僕は知ったことじゃない。知ったことじゃあなかったんだ」

　敵意の尾すら見せぬまま、ハインツはブーツのつま先でライフルケースを蹴けり開ける。

　場の均きん衡こうが崩くずれた。鳴の側から剣士が飛び出し、一いつ斉せいに抜ばつ刀とうしてハインツの前に立つ。それでもなおハインツは動かない。

　絶大な自信の表れとも少し違う。最初から戦おうともしていないのだ。

　ハインツは顎あごを上げ、くだらない道化芝居を見るような目のまま吐はき捨てた。

「──見ろ。剣士など、こんなものだぞ」

　迷いに判断が鈍った時には、もう何もかもが手遅れだ。

　敵意ですらない冷徹な気配が、鳴なるの全方位から刺さった。

　全ての長剣の切きっ先さきが宙を滑すべり、コンパスの針のようにぴたりと、鳴へと向かっていた。

「え」

　何が起こっているのかわからなかった。

　鳴は目を真ん丸に見開いて身動きも取れない。西洋剣士はみな無表情、鳴にはその顔の一つ一つが、両目にぽっかり穴が開いたのっぺらぼうの仮面に見える。

「…………はあぁ」

　塊かたまりのようなため息を落とし、肩からがっくり力を抜くのはフェルトンだ。

「ああ、終わった終わった。いやぁもう、わざわざ怪け我がまでしてこぎつけた流れなんだから、上う手まくいってもらわなきゃ困るってものですよねぇ。ねえ？」

　前髪を押し上げ、彼は解放的な晴れがましい笑顔を浮かべていた。

　鞘さやを杖つえ代わりにして、「いた」「いたた」と愚ぐ痴ちっぽくこぼしながら、フェルトンは馴なれ馴れしくハインツの肩に手を置いた。ハインツは鳴から視線を外はずさないまま、徹底して義務的な口調で返す。

「雑ざ魚こめ。あれが加減の限界だ」

「あっは、手厳しい！　まいいや、妾しよう腹ふくにしちゃよくやってくれましたよ、君。──さ、ご当代。にっくき魔ま剣けん使いと早く戦ってください」

　ついていけていないのは鳴ただ一人。

　フェルトンは鳴を辺境の珍ちん獣じゆうを見る目で見て、にたりと笑んだ。表面上の「追つい撃げき隊たい」の仮面を捨てた彼は、記憶よりずっと軽妙で、表情豊かで、邪じや悪あくだった。

「あーらら、何が起こってるのかわからないという顔ですねご当代。──教えて差し上げましょう、あなた様はスケープゴートになられるのですよ。いやそれにしても骨が折れた。日本ではこういうの、まさに身を切る苦労って言いますよねぇ、あっは」

　思考停止状態の鳴には、フェルトンの言葉が半分も入ってこない。

　わかるのは、今ここに集まった無数の悪意が自分ただ一人に焦点を結んでいるということのみだった。

「まだわかりませんか？　この事件はねえ、ウチが用意した自作自演のシナリオなんですよ。ハインツ氏が魔剣を持ってここへ来ることも織り込み済み。魔剣使いはいかに正規剣士といえど手に余り、更さらに力を増した彼に対処できるのは同じ鋼はがねの血統しかおらず──」

　言ってフェルトンは、大根でも切るような動作で、手刀を自分の首に落とす。

「しかし分家の小娘は秘伝の剣術を持て余し、魔剣使いに負けてこの通り。ですがご安心ください。あなたの愛刀は協力者ソードフイツシユがしっかりお金に替えるし、ご当代の遺志を受け継いだ我々が魔ま剣けん使いを見事制圧するという筋すじ書がきになっておりますので」

　そこには、裏うらで取り交わされた薄汚い取引の気配が感じられた。

　ハインツ・フォーゲルと季とき風かぜ鳴なるとの因いん縁ねんも、劇場的なまでに白昼堂々の襲しゆう撃も、ハインツを矢や面おもてに立たせた演出でしかない。全ては鳴をここに引っ張り出して、戦いの果ての少女の討うち死じにで締しめくくるまで。

「ＳＥＡＳシース日本と欧おう州しゆうとは歴史的な競争関係にあります。しかも近年この城しろ鉄がねのような日本の主要な支部は急成長を続けている。ここらでひとつ気勢を削そいで、こちらがやりやすいように権けん威いを失しつ墜ついさせておくべきかと思いましてねぇ。もちろん手伝ってくれたハインツ氏も裏から手を回して、こちらの手元に残します。こういうのなんて言うんでしたっけ、一石二鳥？」

「そ……そんな、そんな……っ」

　ハインツとの戦いで、幾人かの剣士が死んだ。全て城鉄の剣士だ。

「何を震ふるえておいでですか？　ひょっとしたらここの者を全員斬きれば、あなたは無事に帰れるかもしれませんよ？　時間が無いんだから、ささ」

　演出の一環としてフェルトンも傷を負ったわけだが、では何も知らない剣士は、表面上の茶番を信じたまま死んだということになる。

「だって……ひっ、ひとが……死ん……っ、葉は織おりだって……!!」

「やだなぁ。そんなの必要経費でしょうよ」

　あっけらかんと言い放つフェルトンは、絶句する鳴を見下ろして嗜し虐ぎやく的てきな表情を見せた。

　これまで黙だまっていたハインツが一歩前に出で、鳴は弾はじかれたように一歩飛びのいた。

　あとに残る段はただ一つ。無数の敵に監かん視しされる中、覚かく悟ごの足りない鳴がハインツと戦うということのみだ。

　そしてその結果は考えてはならず、そこから先の筋すじ書きは鳴には用意されていない。

「──隊長、そろそろ」

　身を寄せてささやく剣士の忠言をうるさそうに受け、フェルトンは最後に一つ付け加えて魔ま剣けん使いに後を譲る。

「わかってるよ。ああそうそう、最後に重要なキャストを改めて紹介しましょう。このハインツ氏ですが、フォーゲルの直系ではありません。傍ぼう流りゆうなんですよ──あなたと同じでね」

　ハインツの表情には、いわく言いがたい複雑な感情の色がある。

「……そういうことだ、一いち文もん字じ鳴。僕らはただの駒こまでしかない」

　ハインツは、鳴のことをあえて旧姓で呼んだ。

　彼は鳴しか見ていない。それは操あやつり人形が繰くり手を見ないのと同じ理屈か、それとも状況とは無関係にハインツの興味は鳴ただ一人にしか向いていないのか。

「だから、僕は──」

　ふと。

　震ふるえる鳴なるの意識が、こことはまったく別の場所へと向けられた。

　──遠えん雷らい？

　なるほど確かに、遠くから響く様子は雷鳴めいに似て聞こえる。だがそれより音が重く、腹の底に落ちるようでいて、心臓の拍動のように力強い。近付くにつれてだんだん音の輪りん郭かくがわかってくる──そう、それは物もの凄すごいスピードで近付いてくるのだ──雷じゃない、もっと機械的な──エンジン──自動車？

　鳴なるの推理は当たらずしも遠からずといったところだった。それは排気量４５０ｃｃ、空冷４ストロークＤＯＨＣ直列四気き筒とうエンジンが放つパワフルな排気音なのだから。

　先んじて放たれる聞き慣れた叫びに、鳴だけが反応できた。

　──跳とべ!!

　その頃にはもう、急接近する何かの音に全員が気付いていた。

　鳴は反射的に真上に跳んで体重を浮かし、来るべき相手に全身を預けた。

　少年が敵の視界に入ったのは数秒。

　剣士をすり抜け、一台のバイクが鳴をかっさらっていた。

　鋭角的なアッパーカウルが空気を貫つらぬき、角目のヘッドライトが闇やみに慣れた奴らの目をくらませる。鳴は繫つないだ腕を辿たどってリアシートに納まり、懐なつかしい相手の後頭部を見上げた。

「方ほう助すけ!?」

「目ぇ閉じてろ！」

　駆かけ抜けざまに置き土産みやげを放った。

　唄うた夏げが葉は織おりに渡し、葉織から方助の手に渡った、小型の閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんである。

　鳴が方助の背中にぎゅっと顔を押し付けるのと同時に、後ろで真っ白な光が弾はじけた。方助は背中越しでも目と耳がやられそうな光に押されるようにアクセルを絞しぼる。飛び込む先は、木々のうっそうと生おい茂る道なき道。

「護ご衛えいのあいつか……ッ！」

　光が収まる時、いち早く復帰したハインツが歯を剝むいた。冷え切っていた双そう眸ぼうに激情の火がともり、魔ま剣けんを地に突き立て、代わりに手近な剣士から強引に長剣を奪うばい取った。

　そうして体ごと回転させ、桁けた外はずれの筋力がみなぎる腕で、剣を投とう擲てきした。

　高速回転する長剣が銀の円盤となって飛ひ翔しよう、軌き道どう上にあった木の枝を触れる端はしから切断してバイクに迫る。

　方助は懐ふところからＬＣＲをドロウ、実弾を真後ろに発はつ砲ぽうして長剣を弾はじき飛ばした。

　エンジンの唸うなりに金属音が重なる。跳はね跳んだ剣が地に突き立つ時、暴れ馬のように駆かけ抜けるバイクは、敵の視界から消えていた。




「ちっ……何を待ってる！　追うんですよ、とっとと!!」

　音と光のショックを強引に振り落とし、フェルトンが叫ぶ。応じて部下の剣士達が散り、手柄を競うように傭よう兵へいたちも走り出した。

「ああ面めん倒どくさいなぁもう。あんな下したっ端ぱがどうしてこんなに早く？　事前に気付かれていたか？　──で？　あなたはそんなところに突っ立って何をしてるんですかね？」

　ハインツは、すれ違いざまの一いつ瞬しゆんに目が合った少年について考えていた。

　あの男。

　とうに消えた水すい月げつの疼とう痛つうが記憶によみがえる。取るに足らない存在と思っていたが、今や筋すじ書き通りに流れる中でのただ一つの不確定要素イレギユラーだ。青い目を細め、ハインツは興味なさげにフェルトンに吐はき捨てた。

「黙だまれ。どのみち貴様は用済みだ」

　フェルトンの眼がん輪りん筋きんが、ぴく、と引きつった。

　飼い犬に手を嚙かまれた、という表現がまさによく合う表情だった。

「──今、信じられない言葉を聞いた気がしますがね……自分の立場を忘れたか、この忌いみ子が！　私が拾ってやらねば、貴様などただの無法者でしかなかったものを！」

　建たて前まえでこそ、二人は「利害関係が一致する協力者」で通しているが、そこには揺ゆるがしがたい上下関係があった。

　ハインツはあくまでも個人なのに対し、フェルトンには組織の後ろ盾だてがある。その自負があるのか、フェルトンはあくまで強気だった。

「訂正しなさい。何を考えているか知りませんが、こちらは君の素す性じようを徹底的に調べ上げている。君の命も財産も、逃亡ルートも潜せん伏ぷく場所も全てこの手の中にある。妙みような気を起こさず、黙って言う通りにしていればいいんだ!!」

　ハインツは至近距離からフェルトンを睨にらみ返し、何も言わない。

　ここまでのハインツの道筋は、フェルトンの一派やソードフィッシュの助けを受けてのもの。

　妙な気を起こせば、味方がそっくり敵に裏返る。いくら個人の戦せん闘とう力が図抜けていようが、それ以外を押さえられてしまえば一人でできる範囲などごく限られている。フェルトンはそう言っているのだ。

「君、実家に怨うらみがあるそうですね？　そのために力が欲しいと？　その手助けをしてやり、ここまで導いたのは私だ。君の目的を果たし、その後も身の安全を保障してやれるのは私しかいない。当然、私に何かあったらすぐさま君を始末するよう手を回していますのでそれをようく理解しなさい」

　事件後、ハインツは形式上捕とらえられて本国へと強制送そう還かんされる手はずだ。その後フェルトンが手を回し、その後も「裏うらの仕事」用の走い狗ぬとしてハインツを手元に置くわけだ。便利に使われる代わりに報ほう酬しゆうも出る。ただし、逆らえばどこまでも追われて全てを敵に回す。

　何のことはない。命を保障する代わりに、一生を道具として過ごせという話だ。

　合理に照らせば、ハインツがここでフェルトンに反抗する理由は一つもない。何も得られないばかりか、世界中に安息の地は消えるだろう。

　だが。きゅう、と、ハインツは酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

「まだそんな話をしているのか？」

　そこで初めて、フェルトンは彼の奥底にある闇やみの気配にたじろいだ。

　権けん謀ぼう術じゆつ数すうをこねくり回して悦えつに入る俗物どもは、とかく「合理性」を重視したがる。身の安全と社会的地位を人質にして代わりに利得をぶら下げれば、言いくるめられない人間は一人もいないと。結局はそれが理性的な判断の限界であり、剣士といえど飼い犬の限界だ。

　ハインツは、最初からそんな世界にはいないのだ。

「……どういう意味です？」

「僕の計画は順調だ。貴様らにも感謝しているよ。だが、もう要いらん」

　閃せん血けつで、魔ま剣けんの力を覚かく醒せいさせた。

　一いち文もん字じ鳴なるに見せるべきものを見せ、最後の接触にまでこぎつけた。

　ハインツにとって、一連の事件はこの二つを達成させるための茶番だった。

　全てを敵に回すというなら、それこそ望むところだ。

　フェルトンはとっさに腰の長剣に手をかけるも、ハインツはその数倍速かった。黒衣の影が激しく旋せん回かいし、体たい捌さばきと共に細かく使った魔剣は相手の胴に斬きり込んでいた。

　上半身と下半身で分断されたフェルトンの肉体は、それでもまだ数秒は立っていた。

　切断面から下の下半身が、腰巻きのように垂れる血で真っ赤に汚れる。目から光を失っていくフェルトンの耳元に口を寄せ、ハインツはわざとらしくささやいた。

「──あとは自分だけでやる。僕の前に立つ者は喜んで全員殺す。地じ獄ごくで待て」

　ハインツは、ここで決定的に他者と道を違たがえる。

　利得も安全も関係なく、ただ、我が力の増大とあの少女への接触こそが全てだった。

　魔ま剣けん使いの深しん奥おうには、ある種の破は滅めつ願望にも似た、狂きよう奔ほんめいた闘とう争そう心だけがある。
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　道なき道を突き抜け、二人は灯りのないゆるやかな斜面に逃げ込んでいた。

「怪け我がねえか？」

　防災用サイリュームライトの緑の光に照らされ、鳴なるはこくんと頷うなずいた。

　一転、静かなものだ。月には折よく雲がかかっていて、身を隠かくすには好こう都つ合ごうな暗さだった。

　この辺あたりにはどうやら無数の桜さくらが息づいているようで、目をこらせば桜の花びらがちらほら見える。明るいうちに遠くから山肌を見ればさぞかし美しい場所だろうが、今は夜桜見物としゃれ込む状況ではない。

　バイクは物もの陰かげに隠してある。方ほう助すけは腕時計に目を落とし、時間を秒単位で確認した。

「……うん」

　顔を拭ふいた鳴に向き直り、方助は間に合ったことに改めて安あん堵どした。

「そか。とにかく、無事でよかった」

　唄夏と葉は織おりが調べ回っていたのは、ダリル・フェルトンの背後関係と、こちらに来てからの行動記録だ。ある限りの記録でわかる範囲だと怪あやしい部分は無かったが、過去半年に遡さかのぼり搔かき集めた情報を総合して、彼女らはかなり深いところまで手を伸ばしていた。

　最後にささやかれた葉織の言葉。それは、ようやく輪りん郭かくまで摑つかんだフェルトンの真の目的を示していた──あの時点では、限りなく真実に近い推測の域いきを出なかったのだが。

「葉織の奴が、伝えられなくてごめんってよ。まだ決定的な証しよう拠こが無かったからな。まさかこんな強引な手に出るなんて思ってなかったらしい。俺なんか間抜けなもんで、言われるまでそうとわからなかったんだけどな」

　鳴なるの瞳ひとみが揺ゆれた。彼女の脳のう裏りには、血まみれの葉織の姿が今なお焼き付いているのだろう。

「あいつは大丈夫だ。病院に戻ってるはずだけど、自分よりお前のことを心配してたよ」

　小さくうなずく鳴。

　また少し沈ちん黙もくがあり、鳴の表情はどこか浮かない。状況がもたらした緊張だけのせいではない、今の鳴には明らかな壁があった。

　鳴は工房でのことを覚えている。方ほう助すけも首くび筋すじに触れた刃の冷たさを忘れてはいない。

「……だめだったよ」

　言って、鳴は膝を抱かかえた。

　彼女の正面にあぐらをかいて、方助は応じる。

「そうか」

「わたし気が弱くて、頭も悪いから。色んなことがわからなかったの。修行もお仕事もみんな当たり前の、そういうことだって思ってた。自分で考えたりとか、してなかったんだ」

「そうか」

　方助は、静かな声でただ応じる。

　鳴の独どく白はくが虚こ空くうに溶けていく。彼女の声は小さく震ふるえていた。

「だからあの時は怖こわかった。葉織を見て、何もわからなくなった。体が勝手に動いてた。けど魔あ剣の使ひいとはそれでいいって言って……わからなくなった。方助がいてくれなかったら、きっとひどいことになってた。だからもう、自分の心も信じられなくなって。誰かの言う通りに、ちゃんと剣を使えたらいいって。わたしにはそれしかできないって」

「……そうか」

　信念を持たない剣には、一人ではどうしようもない迷いがあった。

　天才の心は、その技ほどには成長していない。鳴は自分の剣に自負も自信も実感もなく、己おのれの意思で剣を振ったことがなかったのだ。

　ならせめて、道具であろう。

　しかるべき道みち筋すじに従う、「よく斬きれる剣」であろう。

　鳴なるは、そう考えるしかなかったのだ。

「でも、──でも、それでも、だめだった」

　鳴の全身に、ぎゅうっと力がこもる。

　嚙かみしめた唇の端はしから一ひと筋すじの血が流れ出る。無力感と後悔。今ここで死んで償つぐなえと言われたら、彼女は本当にそうするのかもしれない。

「城しろ鉄がねの剣士の人たちだって助けられなかった。わたしの力じゃ、なんにもできなかった！」

　天与の才は、望む者にもたらされるとは限らない。

　ちっぽけな少女に対して、無類の才能はそれゆえに大きすぎた。実感を置き去りにした驚異的な成長は、彼女自身が己おのれの剣の道を決めることも許さない。誰かに判断をゆだねても、その名前や力を利用されるばかりだった。

　方ほう助すけはそこに、少女が持つ恐れの根源を見た。

　自分の剣が何を為なし、何をもたらすものなのか、鳴はわかっていないのだ。

　ニセモノだ──といつか鳴は自分を評した。それは血筋のことではなく、剣技を修めてなお己の信念が無かったことを言っていたのかもしれない。

　彼女が一番恐れているのは、剣に道筋を立てられない空くう虚きよな自分なのかもしれない。

「怖こわいよ。わたし、なんにもできない！　わたしの剣に意味なんて……!!」

「あるさ」

　方助はいきなり力任まかせに腕を引き寄せて、鳴の両肩を摑つかんだ。

　体の動きを髪がふわりと追い、前髪に見え隠かくれする顔には怯おびえがある。

「お前のおかげで、俺は生きてる」

　ほんの数日前の廃はい工場で。

　あるいは、十年前の妖よう刀とうの夜に。

「剣はただの武器だ。使う奴の心こころ得え一つで良くも悪くもなる。悪いようにすりゃ青目の奴らみてえにもなるさ。怒りに任せて振ることも、誰かの言いなりになって振ることもあるだろう。──けどな、お前の剣は絶対にそれだけじゃないんだ」

　一つだけ確かなのは、その時の剣技で方助が今もこうして生きていることだ。

　実に二度目だ。

　その方助が、鳴を助けることができた。

「お前は本物だ。誰かのために本気で怒れて、全力で剣を振れる凄すごい奴だ。それだけはわかってくれ。何もできなくなんかない──本当に、本当に感謝してるんだ。俺は、その剣にこそ憧あこがれたんだ」

　鳴の前髪が垂れて、ゆっくりと目を見開きゆくその表情がよく見えた。

　思えば、今の今まで言うべきなのに言っていなかったことがある。

　名前や立場や使命は何も関係のない、人から人に伝えるべきのこと。

「助けてくれてありがとう。──ごめんな、遅かったよな。けどやっと言えたよ」

　涼しげな夜風が吹いて、雲間から切れ切れの月光が注いだ。

　蒼あおい光に頰ほおを照らされながら、鳴なるは大きく大きく目を見開いていた。

「──方ほう助すけ……」

「悪ぃ、話が長かったな。行ってくれ。ここを東に行けば旧道に出て、あとはひたすら下れば下山できるからよ」

　鳴の両肩から手を離し、方助はいきなり離れた。宙を泳ぐ鳴の上体。大きな瞳ひとみに戸と惑まどいの色が浮かぶ。

「え──ほ、方助は、どうするの……!?」

「追手を引きつける。お前は山さえ出りゃ姉貴に保護されるはずだ、とにかく街に紛まぎれろ。携帯渡しとく」

「そ、そうじゃなくて！　そんなことして方助はどうなるの!?　わ、わたしも……っ！」

　決然と歩を進め、彼女を振り返るまでもなく方助は言う。

「今だって震ふるえてる奴に、『お前も来い』なんて言えねえよ」

　今度は、自分が彼女を助けよう。

　季とき風かぜに救われた命だ。鳴を助けるためなら惜おしくもない。

　方助はざかざか大おお股またで歩を進め、闇やみでろくに見えない夜よ桜ざくらの中を突っ切っていく。

　鳴がそれを見送るのは、ほんの数秒だった。

　迷わない。

　一度、自分の両頰を思いっきりビンタする。

　善ぜん鬼きを摑つかみ取る。震えが止まった。自分の足で立ち上がる。自分の目で方助の背を見すえる。

「わたしも行く!!」

　方助の足が、ぴたりと止まった。

「こんなの嫌いや。このままじゃ、弱いまんまだよ。お願い、今度は迷わないから！　だから、わたしも一いつ緒しよに行かせて……!!」

　それは。

　彼女が選んだ、おそらくは最初の一歩だったのかもしれない。

　肩越しに振り返って、方助は不敵に笑ってみせた。

「そうかい。じゃ、聞くか、作戦？」

「えっ」

「ただくたばりに行く気なんてさらさらねえよ。──けど、お前がいてくれなきゃ成功率は半分以下の騒ぎじゃねえからさ。付き合ってくれるか、相あい棒ぼう」




　手短な説明を、鳴は真しん摯しに全て聞き届けた。

　方ほう助すけは岩いわ陰かげから出るなりバッグから一丁の照明拳銃フレアガンを取り出した。

　鳴なるは岩陰から出るなり服を脱いだ。──って、

「何してんだいきなり!?」

「えっ。あっ。いやその、これは」

　脱いだのは、出しゆつ撃げき時に身にまとっていた防ぼう刃じん装備だ。

　どれも上級剣士用の高品質のものだが、鳴には合わなかった。一番小さいサイズの防刃ジャケットでも大きく、ぶかぶかの上に繊せん維いがごわごわして防御ぎよ力うんぬん以前に動きにくい。ベストやプレート状の防具もまた合わない。

　ほとんど平服の、初めて出会った時のような薄着。それが鳴にとっての最善の装備だった。

「え……っと。演武の裸みたいな衣装で気付いたの。肌を出してた方が、風の動きがわかりやすいって」

　それは、鳴だからこそ言えることだった。

　恐ろしく卓たく越えつした彼女の五感の一つ、触覚。肌に触れる風の感覚で周囲のあらゆる物体の動きを読む。そう考えると逆に薄着が好こう都つ合ごうなのか、ひょうたんから駒こまとはこのことか。と思いこそすれ、心配はぬぐいきれない。

「バカ、だからってイチから防御捨てるなんて手があるかよ。これくらいは着とけ。……念のため持ってきといて良かったぜ」

　言って方助は、バッグから一枚の布を取り出した。

「う、うん。──あ、これなら大丈夫」

　白銀色の、軽量型防刃外套マントだ。

　薄手だが最新鋭の特とく殊しゆ複合繊せん維いでできており、必要十分以上の防刃・防弾だん・耐熱性能を確保している。形は袖そでなしのクローク状で、前を閉じれば小柄な鳴なら膝下まですっぽり覆おおう大きさだ。一応ちゃんと使えば立派な盾たてになるし、前を開けば風を十分に感じられるだろう。

「これ、どうしたの？　方助の？」

「こっそりかっぱらってきた」

「ええっ」

「一いつ介かいの刃は走ばしりにこんなグレードのもん支給されやしねえって。……ま、最悪俺が使うつもりだったけど、季とき風かぜ家の当代なら文句も出ないだろ」

「あ、あわわ……あとで謝あやまろう……」

　外套を身にまとい、鳴は仔こ犬いぬのようにこちらを見上げて時を待つ。

「──準備はいいか？」

「うん。いこう、方助」

　うなずいて、方助は最後にまた時間をチェック。──そろそろいいだろう。

　照明拳銃から放たれた赤い光点が上昇し、二人の位置を伝える。
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　同時刻。新都市区にて、城しろ鉄がね中央病院を見つめる何者かの姿がある。

　大通りをへだてて病院と向かい合う古い雑居ビルの八階。部屋の電気を消した一室で、狙そ撃げき手しゆがスコープ付きのクロスボウに矢ボルトをつがえた。相あい方かたが標的の位置を確認して伝える。

　彼らは、ソードフィッシュが雇やとったヒットマンだった。

　目的は立たち花ばな葉は織おりの口くち封ふうじと、彼女が持つ『雷らい切きり』の強ごう奪だつ。

　彼らが命令を受けているのはフェルトンではない。機に乗じて、もう一つの鋼はがねの血統が受け継ぐ業わざ物ものを頂こうという組織の魂こん胆たんだった。

　ターゲットが七階病室の窓際のベッドにいることは確認済みで、窓もカーテンも貫通できる鉄の矢には神経毒が塗られている。半分開いた窓から闇やみにまぎれ、狙撃手が照しよう準じゆんをつける。

「お邪じや魔ましまあす」

　いきなり玄関口から能天気な声が届いて、二人は弾はじかれたように振り返った。

　杖つえをついた義足の青年が、室内にのほほんと立っていた。玄関先にいたはずの見張りは倒れたまま動かず、鍵かぎをかけたドアのボルトはラッチごと両断されている。

　青年、季とき風かぜ響ひびきは、相手の頭からつま先までを無遠慮にじろじろ観察した。

「いい装備持ってるんだねぇ。それにしても狡ずるい真ま似ねするじゃない、報ほう酬しゆういくらなの？」

　二人の暗殺者は、懐ふところにある消音機付きの小型拳けん銃じゆうに触れる。

　知ってか知らずか、響は小首をかしげて気楽に要求した。

「やめとこ？　なんなら適当なとこで一杯おごるからさ。焼き鳥のうまいとこ見つけたんだ」

　聞く耳を持たない。それぞれの拳銃で頭と心臓を狙ねらう。

　響の体が沈み、彼らの視界から消えた。

　閃せん光こう、風鳴りと金属音、二人が二人とも響の動きの尻尾しつぽすら摑つかめない。交こう錯さくした一人の拳銃は天てん井じようにぶつかり、狙撃手の分はトリガーガードから先が切り飛ばされて床に転がっていた。

　闇やみに銀の直線を引くのは、細身の直刀──仕込み杖である。

　冷えた刀身がひるがえる。響は左足の義足を浮かし、踏み込みの慣性をやわらかく殺して片足でとんとんバランスを取った。逆手に抜き放った直刀を下に向け、杖を立てるような独特な姿勢で構える。

「……だから言ったのに。こんな狭せまくて暗いとこで、飛び道具ハジキなんかに頼っちゃダメだぜ」

　ぞ。

　終始笑顔を絶やさない青年の背に、心しん胆たん寒からしめる殺気が湧わいた。薄く開いた眼光に射られて男たちは本能的に硬直し、にっこり笑みを深めた響が仕込み刀の刃を返して一閃。

　目にも留まらぬ峰打ちが狙撃手に下り、顔面から床に叩たたき伏ふせていた。

「ちいっ!!」

　一人がやられ、もう一人の金かな縛しばりが解ける。

　彼は「ありゃ」と間抜けな声をあげる響ひびきを振り切り、なりふり構わず廊下へ飛び出て、

「メーン!!」

「おぶゥッ!?」

　機材がどちゃがちゃ詰まったバッグで脳のう天てんを直ちよく撃げきされ、あえなく撃沈した。

　ドアの横でスタンバイしていたのは、勇ましく鼻息を吹く唄うた夏げである。

「……ったく、こんのゲス野郎どもが」

「やーやー助かりました。見事な上段でしたねえ」

　納刀した響がひょいひょい戻ってくる。唄夏は軽く手を挙げて応じ、小柄な響をあらためてつぶさに観察した。

「助かったのはこっちさ。おかげで葉は織おりくんも無事だ。──にしても凄すごい速さだったな、それが噂うわさの封ふう刃じん抜ばつ刀とう術ってヤツ？」

「まさか。おれのはただの居合いです。鳴の封刃抜刀術ほんものは倍速いし、本気になれば更に倍だ」

　納刀した仕込み刀はもうただの杖つえにしか見えず、本人の雰ふん囲い気きもあって内に刃を秘めているなどとは想像もつかない。あるいはこの態度も含めて響の戦法なのかもしれない。

　バッグから取り出したロープでごろつき共を縛しばり上げながら、唄夏はぽつりとつぶやく。

「……大丈夫かなぁ、あいつら」

「問題ないでしょう。方ほう助すけ君もなかなかどうしてやる男だし、あとは鳴なる次第。残りの人らもきっと間に合いますよ」

　唄夏はこれまで、目的を同じくする上司に掛け合って、響にも協力を要よう請せいしていた。葉織に関してはうまくいったようだが、さて──。
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　鳴の手を引いて山道を駆かける。生おい茂る草花を飛び越え、ひび割れた旧道を真横に突っ切っりながら方助は腕時計に目を落とした。狂いはない。

「ほ、方助、後ろからいっぱい来てる！　近いよ!?」

「何人だ!?」

「じゅ、──ええ、十一、十二人！」

　ハインツの姿がない。フェルトンも。

　首しゆ魁かいと最高戦力の不在はどこか不ぶ気き味みなものを感じさせたが、いいだろう、まずはこいつらからだ。進行方向に目を逸そらして、鳴が短く叫んだ。

「誰か来る！」

「よしっ、間に合った……！」

　照明弾だんを撃うったのは、文字通り全員に位置を伝えなくてはいけなかったからだ。

　自分らをエサとして、追手と「彼ら」をぶつけるために。

「──しゃがみたまえっ!!」

　前から飛び込んできた大声を聞き受け、鳴なるの襟えり首くびを引いて地に伏ふせる。

　直後、長いチェーンに繫つながれた棒ぼう状の何かが、水平の扇おうぎ状に薙なぎ払われていた。

　なんだこりゃと思う間もあらばこそ、鳴を抱き寄せて距離を稼かせぎ、方ほう助すけは外套マントをひるがえす無数の剣士とすれ違った。

　数は十名余、彼らは同じ城しろ鉄がねの制服に防ぼう刃じん装備を重ね、一いつ斉せいに抜ばつ刀とうしていた。

　城鉄の剣士。唄夏から真実を知った、本当の追つい撃げき部隊である。

　裂れつ帛ぱくの気合いが空気を打ち震ふるわせ、こすれ合う剣の音が幾つも重なった。

　中でもひときわ大きく躍やく動どうする者に方助は目を奪うばわれる。よどみを知らぬ円えん軌き道どうが十と重え二は十た重えに投げ打たれ、軸じく心しんで変へん幻げん自在の体たい捌さばきを見せる男の頭はさながら二つめの満月。

　先せん陣じんを切る意外な男。あれは──。

「ハゲ！」

　あっ。

　つい頭の中での勝手なあだ名で呼んでしまい、両手で口を塞ふさぐ。ハゲは「しかと聞いたぞ」と言わんばかりのしかめっ面つらで方助を一ひと睨にらみして、防刃外套のすそをひるがえした。

「別べつ所しよ志し郎ろうだ。人の名前くらいちゃんと覚えんかねっ！　出会い頭にハゲ呼ばわりとは、まったく久く利り富とみさんはどういう教育をしておるのかっ！　──ふんっ、まあいいっ。ご当代！」

　ハゲは姿勢よく鳴に向き合って、

「申し訳ございませんっ!!」

　綺き麗れいな直角のお辞じ儀ぎを見せた。

「わっ！　……え、ええ？」

「月つき叢むら君から大まかな話は伝わっていることと存じます。此こ度たびの件、ダリル・フェルトンらの真の目的に確証を得るため、あえて貴女あなた様を前に出しました。危険な賭かけに巻き込んでしまったこと、申し開きのしようもございませんっ！」

　別所が鳴に渡したピンバッヂには、超小型の通信機が仕込まれていた。

　廃はい堂どうで起こったことは、音として証しよう拠こに残っている。このことを鳴は事前に知らされていなかった。これは「狙ねらいが鳴にある」ということを想定した上で、あえて彼女を餌えさに使ったことを意味している。

「い、いえ、わたしはそんな……！」

「言い訳は致しません。委い細さい全てこの別所の判断によるもの。お責めの言葉は、任務完了後に全てお受け致します。月叢君!!」

　周囲を警戒していた方ほう助すけに、いきなり別べつ所しよが体ごと向き直る。

「見事な仕事だった。君がいてくれなければ、ご当代は危なかったっ！」

　意外といえば意外な激励に、不覚にも呆あつ気けに取られた。

　なにしろただの刃は走ばしり、こういうのには慣れていない。方助は頭を搔かきながら、

「俺は、やりたいことをしただけです。仮にあんたらがやめろと言っても行った」

「ふむ……実に結構っ！　して、肝かん心じんの魔ま剣けん使いはどこかねっ!?」

　そう、ハインツだ。

　姿を探さがしているのに、まだどこにも見えない。フェルトンもだ。方助に替わり、別所にはっきりと答えたのは鳴なるだった。

「見つかってません。だから、わたし達が見つけて、止めます」

「よろしいのですか、ご当代？」

「はい。あのひとは、きっとわたしを狙ねらいます。──だからどうか、任まかせてください」

　別所はきっかり三秒、鳴の大きな瞳ひとみをのぞき込んでいた。

　やがてその中にあるものが先日とは違うことを察し、ざっ、と背中を見せる。

「では急ぎたまえっ。月つき叢むら君！　引き続きご当代は任せる！」

　彼の左手を軸じくにぎゅるるるるんと回転するのは、目が細かいマンテルチェーンの分ふん銅どう鎖ぐさり。それと連結して右手にあるのはブラックテフロンでコーティングされた小型鎌がまだ。剣以外の緋ひ鋼こうの使い手もいると聞くが、ここまでスタイリッシュに鎖鎌を使いこなすおっさんを方助は生まれて初めて見た。

　しかし敵もさるもの。きびすを返して駆かける途中、追いすがる敵の剣が方助の背に迫る。

「ち……っ!?」

　鳴を庇かばう方助。

　しかし流血を覚かく悟ごした時、横合いから差し込まれる一いつ閃せんが敵の刃を弾はじき飛ばした。

「──刃は走ばしり、名前はなんと？」

　見覚えのある斬ざん撃げきの主が問う。

　何かと衝しよう突とつした城しろ鉄がねの剣士、松まつ澄ずみだ。方助は反射的に答える。

「方助。月叢方助」

　松澄はちらりと「ご当代」を見た。方助を信頼し、離れようとしない彼女を。

「覚えた、月叢。ここは引き受ける。急げ──ふん」

　それだけ言って、松澄は鳴と方助に背中を預けて構えを取った。ちらりと見えた彼の眼めには、仲間を殺した敵への戦意と、これまで気にも留めなかった刃走への敬意が等分にあった。

　二枚の切り札が去っていくのを背中越しの気配で察し、別所は鎖鎌を構えて吼ほえる。

「そろそろ新型のタクティカル鎖鎌を試す時が来たようだな。さて諸君、城鉄式の歓迎会といこうではないかねっ!!」




　　　２




　天てん稟ぴんは、それを望まぬ者にも宿ってしまうことがある。

　ハインツの目の前には夜の山が広がっている。現実の景色とダブり、雪深い屋敷を、自分の上を通り過ぎていく数えきれない人間の顔をも彼は垣かい間ま見た。ハインツ自身の薄汚い記憶の光景だ。

　──強くなってやる。

　木々に反響する剣けん戟げき音は他ひ人と事ごとに過ぎない。集団から離れる二つの影をハインツは目まの当たりにしていた。その姿だけをただ追い求めた。

　抜き身の魔ま剣けんがじりじり音を立てる。その力を最も強く感じるのは、最も長く触れた右手だった。熱が右腕の神経に絡からみついて脳のう髄ずいまで駆かけ上ってくるようだ。

　──ああ、お望み通り強くなってやるさ。

　幼い頃から何度も繰り返した怨えん嗟さが、頭の中で跳はねまわっている。

　断続的に、頭ず蓋がいの中が煮えたぎる油で満たされたような頭痛。意識はときおり記憶の泥沼へ浸ひたり、そのたびに全細胞に刻まれた「怒り」の原初をも思い出す。

　焼けつく脳が夢想するのは、鉄が薫かおる剣の墓場だ。




　九つ十づ九ら折りの旧道を昇り、苔こけ生むした短い廃はいトンネルを抜けた先に、気配の主はいた。

　触れるもの全て切り刻きざみそうな月光のもと、季とき風かぜ鳴なるは立ち尽つくしていた。




　ほぼ平服の上に白銀色の外套マント。黒髪とリボンが不思議に美しいコントラストを映えさせ、利り刀とう・善ぜん鬼き国くに綱つなの近代兵器めいた外装はアンバランスにもほどがある。

　魔ま剣けん使いの記憶が疼うずく。見えない箇所に刻きざまれた、決して癒いえない刀とう創そうのように。

　雪の白、

「どうしてだと思う？」

　トンネルの中と外の境界越しに、ハインツは構えも取らずそう言った。

「どうして、僕らでなければならなかった？　剣と剣士などとはそれほどまでに大切なものか？　そんな都つ合ごうが人生を全て規定するに足るものなのか？」

　血の赤、

　言葉に脈絡はなく、心の傷から無数の記憶が鮮血のようにほとばしり出る。

　そしてこの問いは、鳴にも深く突き刺さるもののはずだった。

「あなたは……」

「わかるはずだ、君になら。直系でなかったんだから、本当なら剣だって握にぎらなくともよかったはずなんだ。──生まれた時からずっと、僕らを支配するのは他人の都つ合ごうだった」

　豪ごう奢しやな屋敷、二度と帰れぬ古い家、遠く霞かすむ長い長い道みち筋すじ。

　理性で獣じゆう性せいを押し殺し、ハインツは魔ま剣けんをトンネルの床に突き立てて手放した。この時だけは、彼の目は不思議と透すき通っていた。

「……どうしてこんなことをするのかと聞いたな。話してやる、僕の理由を」




　ハインツの母は、フォーゲルの傍ぼう流りゆうでもなんでもないただの女だった。

　彼女がフォーゲルの当主と子をなした経けい緯いについて、息子はよく知らない。「妾めかけとその子」として放り出され、二人はそれでも静かに暮らしていた。

　状況が変わったのは、少年が剣技への才能と緋ひ鋼こうへの優れた適性を見せてからだ。

　八歳の頃に迎えたある冬の夜のことを、ハインツは永遠に忘れない。

　母から無理やり引き離され、両手剣の術理を叩たたき込まれていた彼はずっと母が来るのを待っていた。心の中を象徴するように荒れた私室で、窓の向こうに気配を感じた。

　母さんが迎えに来てくれた。

　この時のことは、虫の知らせとしか言いようがない。懐なつかしい感覚が心を満たした。部屋を出て長い廊下を走り、誰にも見つからないまま外に出て、白く霞かすむ門の向こうに複数の人影を認める。

　そのうち一つは、母だった。

　彼らは揉もみあっているようだった。息子を返すよう要求する母親と、門すら通すまいとする男達。その一人は、父親とは一度も思ったことがない男だった。母の叫びは泣いているようだった。ハインツは物もの陰かげから飛び出しかけ、男の腰の長剣が外気に触れるのを見た。

　翻ひるがえる銀色の剣と、雪に散る血を永遠に忘れない。

　事故と処理され、彼女の遺体は密かに葬ほうむり去られた。

　鋼はがねの血統の多くは秘密主義であり、流りゆう儀ぎの秘伝はもちろん内部事情を決しておおやけにしない家もある。裏を返せば隠いん蔽ぺい体質ということでもあり、ドイツの名家フォーゲル家はその極致だった。彼らは、家中の出来事を見事に隠かくしてのけた。

　だが、少年は見ていた。

　その瞬しゆん間かんに世界が変わり、心を冷たい氷が覆おおい隠かくした。

　現場を見たということは気付かれていないことが、皮肉にも好こう都つ合ごうとなった。彼は表面上母のことを忘れたふりをして、スペアの養子として「擬ぎ態たい」を始める。あの夜の証しよう拠こはどこにもない。誰かに訴うつたえかけても揉み消されるのが関の山で、反逆が失敗したら二度目は無い。

　剣を磨みがいて強くなり、血の責務を果たせ。「父親」はそう言い、少年は諾だく々だくと従う。

　牙きばを磨く必要がある。

　復ふく讐しゆうを完かん遂すいするために。

　なるほど確かに、彼は輝くほどの天才だった。スペアとして望まれるままに、刃物を研とぐように技と心を先鋭化させていった。その一方で、最も残酷な復ふく讐しゆうの方法を考えた。

　ただ皆殺しにするだけでは飽き足らない。

　誇りを完全にへし折ってやる。一番大切なものを粉々にぶち壊こわしてやる。

　奴らにとっての大切なものは、「名前」だ。ゆえに少年は誇りもなく自負もなく、ただ出しゆつ自じを強調するためだけに確信的に家名を背負う。

　そうしてフェルトンらと接触し、彼らを利用して魔ま剣けんを手に入れ、凶きよう行こうに走った。

　事情がどうだろうが後からどう足あ搔がこうが、殺人鬼を輩はい出しゆつした汚名はぬぐいきれない。ましてフォーゲルは鋼はがねの血統だ。内部の腐ふ敗はいから人ひと斬きりを生み出したという醜しゆう聞ぶんは、家の存続そのものを揺ゆるがす猛毒となるだろう。奴らを一人残らず地じ獄ごくへ送るのは、権けん威いが失しつ墜ついして泥でい濘ねいでもがく様を見届けてからでも遅くはない。

　──お望み通り強くなってやる。ただしそれは、貴様らの血肉と魂たましいを嚙かみ砕くだくためだ。

　腐くさり果てた家系。そんなものを生み出した剣士というそもそもの枠わく組み。ハインツはそれらを、心の底から憎悪した。

　失うものは最初から一つもない。技も名前も命も道具に過ぎない。

　行先を修しゆ羅らの地じ獄ごくに定めた後は、誰をどれほど道連れにするか考えるだけでよかった。




　ハインツ・フォーゲルは季とき風かぜ鳴なるに、血にまみれた手を差し出す。

「だから、僕と共に来い」

　鳴が目を見開く。

　彼としては、身の上話で同情を引く気など最初からなかった。

　自分たちを取り巻くのが一体どういうものなのか、わからせなくてはならないのだ。そうとも、鋼の血統に限らず剣士はみな腐くさっている。日本と欧おう州しゆうの対立構図などハインツには興味なく、確かなのは奴らが一人残らず腐れきっているということのみ。

「家への復ふく讐しゆうなど第一歩に過ぎない。僕はこの力で全ての剣を叩たたき折り、全ての剣士を殺す。そして最後に魔剣を捨て、この世の剣を否定する。その為ためなら、最後に地獄へ落ちようが構わない……！」

　いつしか彼の眼めはどろどろにかき曇くもり、狂気の光を宿している。

　世界観を通じうる唯一の相手は、魔剣使いと並び立つに足る壮絶な使い手だった。先に待つ殺さつ戮りくの気配に、ハインツは笑みすら浮かべていた。

「君とて、醜しゆう悪あくきわまりない剣士の腐ふ敗はいを見たはずだ！　何が剣だ、何が鋼の血統だ、そんなものは糞くその理屈だ！　僕を罰したければそうすればいい。だがその前に、僕らを縛しばり付けたシステムそのものに復讐してやるんだ!!」

　ずっと、独ひとりで戦ってきた。

　鳴なるは目の前の青年に、今なお雪の夜に取り残された孤独な少年を見る。

　──それでも。

「わからないよ」

「……なに？」

　差し出した手の行き場を失い、ハインツの表情が凍こおる。

「笑って人を斬きれる人のことなんて、わたしには永遠にわからない」

　凛りんと響く鳴の声に、その時ばかりは一片のゆらぎもなかった。

　左足を引いて半身となり、腰の帯たい刀とうベルトに提さげた善ぜん鬼き国くに綱つなに触れる。右手で柄つかを、左手で鞘さやを摑つかみ、ロックを外して鯉こい口くちを切る。鞘の内から噴ふき出る圧縮空気を感じながら、左の親指がゆっくりと鍔つばを押し上げた。

「──だからこれ以上、あなたに誰かを斬らせるわけにはいかない」

　耳に突き刺さる沈ちん黙もくが数秒だけ降りる。

　低く地面を這はい回って、鳴の全身を這い上がる恐ろしい音が生まれる。

　それは、ハインツの笑い声だった。男はうつむき、この世にただ一つの味方である魔ま剣けんを見つめて肩を震ふるわせていた。

「ならば貴様も、殺すべきシステムの一部だな」

　魔剣から火炎と熱風が生まれ、使い手の敵意を象徴するように低く唸うなり始める。

　月光が届かず、中に光源もないトンネル内は、だからこそ炎の色に強く明るんだ。熱は廃はいトンネルの内壁で爆発的に膨ぼう張ちようし、天てん井じようから落ちる夜よ露つゆが魔剣に触れる端はしから蒸発して、蔦つたと苔こけと雑草がたちまち灰になっていく。

　その只ただ中なかで構える男は、さながら人型の、炎。

　鳴とハインツの究極的な違いは、「出会えるかどうか」だったのかもしれない。

「季とき風かぜ家二十一代目、鳴。封ふう刃じん抜ばつ刀とう術──抜きます」

　静せい謐ひつな声音で名乗りを上げ、鳴は意識を集中させる。

　初しよ手てはハインツからだった。

　魔剣の先端が道路を削けずってコンクリート片と火花が散り、蛇へびのようなラインを描いた。迫りくる黒衣を間合いの外から狙ねらい、鳴は抜く。

「太た刀ち風かぜ・『居い吹ぶき』！」

　キン──!!

　瞬しゆん間かん、善鬼の刀身が空気に触れ、風が走った。その間合いは刀身を遥はるかに超えるほど長く、まだ十メートルは先にいるハインツにすら「斬ざん撃げき」が及およんだ。

　しかしハインツは恐るべき反射速度で魔剣を振り上げ、横薙なぎの一いつ閃せんを弾はじき返す。

　駆かけ抜ける風が、熱の刃に弾かれて爆発的に拡かく散さんした。トンネル内の空気が「ざあっ」と螺ら旋せんを描き、それを背景にハインツが接近。体全体の力で真まっ向こう唐から竹たけ割わりを放つ。

　鳴なるは飛びのいた。熱の切きっ先さきが紙かみ一ひと重えでかすめ、アスファルトに食い込んでぶち砕くだく。

　そのまま背後の道へ逃れる鳴、追ってハインツは魔ま剣けんを背負うように構える。

　後退し続けると、旧道はＲ50以下の急カーブにさしかかった。

「どうした!!　封ふう刃じん抜ばつ刀とう術とは逃げるだけの剣か!!」

　錆さびだらけのガードレールを飛び越え、森へ。静かな空間に剣と炎の侵しん略りやくが始まる。

　腐ふ葉よう土どに堆たい積せきする枯れ葉が剣風にあおられて浮き上がり、あるものは両断され、あるものは熱を受けて瞬しゆん時じに燃え尽つきていった。二人の間に火の粉と灰が散って、うっそうたる木々を駆かけ抜けて鳴は覚かく悟ごを決めた。

　木々を抜けると、急に空が開けた。

「ここ……っ!!」

　鳴はその場で跳ちよう躍やくし、宙返りと共に狙ねらいを定める。

　剣が向かう先は真下、鳴とハインツが踏み込む地面の一部分──斬きる。

　斜めに斬り分けられた地面は、ハインツがそこを踏み越えると同時に一気にずれた。

　切断面は鏡面のようになめらかで、二人もろともずり落ちる先には、




　崖がけ。




「!?」

　暗い森から一転、さえぎるもののない月光を浴びた。

　下に広がるのは、幅はば一〇〇メートル・高さ三十メートルはあろうかという峡きよう谷こくだ。点のような影がぽつねんと落ちる眼下、岩のごろごろ転がる川原が崖の底に横たわっている。

「鳴、こっちだ!!」

　崖際ぎわに潜ひそんでいた方ほう助すけが飛び出し、空中で鳴の体を捕つかまえた。

　事前に手近な木に巻き付けていた黒こく縄じようが、二人分の体重を支えてぴんと張りつめる。

　峡谷の底を流れるのは、山頂付近から注ぐ幅広の川だ。一人落ちゆくハインツは、相手の狙ねらいに気付いて歯を剝むいた。

「──下らん、下らんッ、下らん下らん下らん下らんッ!!」

　黒衣は今なお火をまとっている。彼は魔剣の切きっ先さきを水面へ向けた。着地ざまに跳ちよう躍やくし、魔剣から噴ふん射しやした炎の推すい力りよくで崖上まで飛び上がるつもりだ。この程度の高さを越えられぬハインツではなく、そうなればぶら下がる二人は逆に恰かつ好こうの餌えさだ。

　方助は狙い通りになることを予測して、鳴の頭を胸板に押し付けた。

「目ぇつむれ！　耳もふさげよ！」

「う、うん！」

　灼しやく熱ねつの魔剣は、川の水ごときで消せるものではない。当然のことだった。ハインツは重力に導かれ、幅はば広ひろの切きっ先さきが川面に触れて、

　爆発が起こった。

　瞬しゆん間かん的に気化した水が膨張し、水面が爆はぜて破は裂れつ音と衝しよう撃げきが空気を打ち震ふるわせた。

　界面接触型の、小規模な水蒸気爆発である。衝撃はぶら下がる二人にも届き、方ほう助すけは鳴なるを庇かばって背中から岩壁にぶつかった。息が詰まるわ音にくらくらするわで散々だったが、腕の中の体温で意識を繫つなぎとめる。──どうやら、もくろみ通りになったようだ。

　峡きよう谷こくの底は今、鼻の先も見通せないほどに暗い。

　上から見下ろしてようやく状況がわかる。これが日中なら、水蒸気があたり一面真っ白に染め上げているのが見えただろう。昇しよう華かされずに飛び散った水が局地的な雨となっていた。

　月の光も届かない、つかの間の真の闇やみがそこにあった。

「こんなものが狙ねらいか!!　この程度のことで魔ま剣けんの火を消せるつもりでいるのか!!　──僕を止めたければ、今すぐこの体を真っ二つに切断してみせろッ!!」

　高熱の蒸気が急激に冷やされていき、渦巻く闇の塊かたまりはそこに立つ人影さえ見通せないほど濃い。悪あく霊りようの叫びめいたハインツの怒ど号ごうが峡谷を跳はねまわった。

　もちろん、水蒸気爆発の中心にいようともあいつはピンピンしているのだろう。

　腕の中で鳴が身をよじらせた。小さな体たい軀くは震ふるえ一つなく、季とき風かぜ式の斬ざん撃げき機能を圧縮した一振りの兵器を胸に抱いて地の底を見下ろした。

「──方助。わたしもう、いくね」

　長い黒髪がざわめくのは、風に触れて浮き上がったせいか。

　剣士の魂たましいが徐々に研とぎ澄まされていく気配に、見ているだけで肌が粟あわ立だつ。

「ああ、俺もすぐ追う。かましてこい！」

　胸元からこちらを見上げ、鳴は少しだけ笑ってうなずいた。

　とん──と方助の胸を押して、羽が落ちるような軽さで宙を舞う少女。滑すべり落ちる指先の感触を最後に離れ、鳴は赤いリボンの軌き跡せきを残して光のない蒸気へ吞のまれていく。

　奇き妙みようなほどに軽い足音に、ハインツは猛もう獣じゆうのように反応した。

「そこか……ッ!!」

　魔剣を振り上げる。敵意を秘めた青目が向く先はしかし、闇やみ。

　爆音の残響、降りしきる水、立ち込める水蒸気が五感をさえぎる壁となって立ちはだかる。

　敵との間合いがわからず、動物的な危機感がハインツの足運びを迷わせた。

　そんな中、もう一つの影は進むルートを毫ごうも迷わない。

　──太た刀ち風かぜ、

「『烈れつ葉よう』!!」

　封ふう刃じん抜ばつ刀とう術、激流を滑すべる葉のごとき低姿勢で高速接近、下から掬すくい上げる下段抜刀。

　鳴はハインツの右から入り、既すでに相手を射程に収めていた。

「──ッッ!?」

　本能の叫びに従い防ぼう御ぎよしたハインツの魔ま剣けんに、善ぜん鬼きが食らいついた。

　刃と刃のかち合う音が響き渡る。風圧が乱れ狂って水蒸気を搔き乱し、闇やみが複雑怪奇なまだらを描く。

　ハインツには、斬きりかかってきたのが「誰か」はわかるが「どこか」が見えない。

「……暗闇でしかもそんな蒸気じゃあ、どこに何があるのかわかんねえよな」

　前髪を揺ゆらす風を感じながら、方助はぼそりとつぶやいた。

「けどなぁ。一人だけよくわかってるんだぜ……！」

　鳴なるは前を開いた防ぼう刃じん外套マントを浮かし、肌で気圧の流れを感じる。

　季とき風かぜの流儀は、抜刀と納刀を目まぐるしく繰り返す特異な剣だ。

「抜く時」と「納める時」を敏感に見極め、目で耳で鼻で肌で舌で感じ取る抜刀のタイミングを逃のがしはしない。ゆえに季風流の使い手は五感を磨みがき、鳴はその中でなお先天的に、特異体質と呼ばれるほど鋭敏な知覚力と集中力を持ち合わせていた。

　今の鳴は、音、空気のにおい、熱と風の動きで敵の位置をほぼ完かん璧ぺきに分析している。

　彼女が息をするように実現するそれは、余よ人じんが長年の鍛たん錬れんと極限の集中でもってようよう成し遂げるレベルの察知能力を遥はるかに超えた域いきにあった。

「ちィイッ！」

　ほのかに浮かび上がる朱しゆの炎と、断続的に炸さく裂れつする緋ひの閃せん光こうと、星のように散らばる剣けん戟げきの火花が全てだった。それらが水の粒りゆう子しに乱反射して余よ計けいに視界をちらつかせる。

　魔剣の血から生まれた陽炎かげろうが火の粉を発し、火炎となって高熱と光で空間を侵しん略りやくする。

　刹せつ那な、横よこ一いち文もん字じの閃光が空を薙なぎ、ぴしゅん、と甲かん高だかい空くう烈れつ音が遅れて届いた。

　続いて風が激しく流動し、蒸気の壁がなお煩はん雑ざつに渦うず巻まいて熱を散らす。消失する朱の光を目まの当たりにした時、ハインツは鳴がその剣閃で何を成したのかを理解した。

　炎を、斬きっているのだ。

　善鬼の軌き跡せきはそれ自体が斬れ味を持っている。電らい瞬しゆんの刃が通り抜けた空間には、束つかの間ま真空が残っていた。斬ざん撃げきは炎を丸ごと断ち斬り、軌道上に生まれた線上の「無」は直後に空気を圧縮して炎すらも吞のみ込む。

　次なる魔剣の一撃を見切り、鳴は後ろに跳とぶ。

　わずかに薄れた蒸気の向こうに、ハインツはおぼろげな彼女の姿を認め、己おのが頰ほおを伝い落ちる汗の冷たさを自覚した。

　宙にあり刃を翻ひるがえし、手元を見ず瞬時に納刀する彼女は、目を閉じていた。

　──強すぎる!!

　他の剣士となど比べることすら愚おろかしい。その矮わい軀くは今や足先から切きっ先さきにまで意念の通じた一つの刃、廻かい転てん軌道に連なる万物を両断せずにはおかぬ斬撃の車輪だ。

　いざ本領を発揮すれば、この娘の前に立てる者など一人としているまいに。

　それほどの、力を、持ちながら──。

　ハインツは歯は嚙がみした。鞘さやから放たれた少女は、己おのれ自身が剣となって奇跡的な剣術を顕けん現げんしていた。一本にまとめられた黒髪と赤い紐ひもリボンが流りゆう麗れいな動きに追つい随ずいして、形を得た風のような軌き跡せきを引いた。

「──舐なめるなッ!!」

　巨大な駆く動どう機関のエンジンのように唸うなり、微動する魔ま剣けんが過熱化していた。重機めいた全身の筋肉をうならせ、ハインツは足元に魔剣の切きっ先さきを向ける。

「！」

　鳴なるは彼の狙ねらいを見切り、後ろに跳ちよう躍やく、外套マントで体を守りつつ空中で抜ばつ刀とうの構えを取る。

　火柱が巻き起こった。

　直下の地面にインパクトした魔剣が、衝しよう撃げきと共に弾だん丸がんのような石礫つぶてをまき散らし、地じ獄ごくのような炎で辺あたりを染め上げていた。

　たとえ狙ねらいを絞しぼれずとも、この炎ならば広範囲を埋め尽つくすことができる。炎の只ただ中なかで唯一氷のように青い瞳ひとみがぎょろりと動き、敵の次なる一手を読む。これは攻撃ではない。次の次の決め手に繫つなげる布石だ。

　鳴はほぼ生身だ。この炎への防ぼう御ぎよを余よ儀ぎなくされるだろう。

　空中でまたも空くう烈れつ音が連続する。読み通りだった。線上の真空が瞬しゆん時じに何閃せんも発生して──常人なら一回の斬ざん撃がやっとのところ、少なく見積もって十回──風がまた渦うず巻まく。炎を斬きり石を断ち、その向こうの鳴は間違いなく無傷でいるのだろう。

　打ち払われる火か光こうの位置をハインツは恐るべき集中力で割り出した。視覚がろくに機能しない今、わずかな光と音が全ての判断材料だ。ごくごく小さな鍔つば鳴なりの音、着地音、そこだ。

　その抜き打ちは炎をも斬り裂さく。

　しかし封ふう刃じん抜ばつ刀とう術は、逐ちく一いちその剣を納刀しなければならないようだ。

　勝機は今。その、合間を狙う。

「そこだ!!」

　鳴の着地点を音と光と直感で見切る。

　読みは当たって、鳴は今、善ぜん鬼きを納刀したまま川辺の巨岩を背にしていた。右手が泳ぎ体が開いて、正中線を晒さらしている。致命的な隙すきだ。

　遅い。轟ごうと大気を唸らせてハインツは仕掛けた。右手に構え直す暇ひまも与えない。

　寝かせた魔剣を両手に持ち、魔剣の切っ先から自身の足先までも一条の刃と見立てる。

　空から工房をぶち抜いた時のような、葉は織おりの盾たてを破やぶった時のような──いいやその時よりも遥はるかに速く激しい、規格外の筋力と火炎の推力を得た全力の刺し突とつだ。

　突く。全身が驚異的な加速度で直線を描く。勝負を決めるに足る一手だった。魔剣は切っ先にコーン状のソニックウェーブが発生するほどの速度に達し、時間感覚が引き伸ばされ、ハインツは剣先が鳴なるの心臓に吸い込まれていくのを見て、

　寸前に気付いた。

　こいつ、もう構えている。

「────太た刀ち風かぜ、」




　封ふう刃じん抜ばつ刀とう術の神しん髄ずいは、「抑よく制せいすること」にある。

　そもそも一般的な抜刀術は、日常を前提とした介者剣術の一種。尋じん常じようの立ち合いならば先に刀を抜いていた方が速いのは自明の理で、抜刀術の剣けん訣けつはすなわちその「先に抜いていた方」に対し納刀状態からどう処するかという点に尽つきる。

　季とき風かぜの剣の実態は、一般的な抜刀術と全くその性質を異にする。

　最も大きな特徴は、刀と鞘さやを一つの機関として見ることだ。

　善ぜん鬼き国くに綱つな・第十式外装の各所には、鞘を中心として鋼はがねのパーツが組み込まれている。これは刀と同じく代々受け継いだものであり、その一つ一つに緋ひ鋼こうが施ほどこされてあるものだ。

　鋼の血統は、剣に継承者の血を「重ね掛け」している。それは平均的な剣士を大きく上回る適性の持ち主が、代々その血を受け継いでいくことでようやく実現する境地だった。

　季風の特徴は、重ね掛けを「刀身」だけでなく「鞘のパーツ」にも行った点にある。

　真空に保った鞘は内部で刀身と連結し、加速器のように刀の力を上乗せしていく。ゆえに解き放った一いつ閃せんの鋭さは他のどんな剣の追つい随ずいも許さず、季風はこの解放の一瞬を居合いの形に求めて最適化していった。

　すなわち、鞘の中で剣の力を抑よく制せいして蓄積チヤージすることにこそ、「封刃」の本質がある。




　鳴は左腰の善鬼の柄つかを、左手で握っていた。

　全身の関節を同時に駆く動どうさせ、体幹の捻ひねりも加えて右に旋せん転てん。照しよう準じゆんは正確、集中も鋭敏、内息に乱れなし。放つは封刃抜刀術・太刀風の型、その必勝形──。

「『断たつ巻まき』ッ!!」

　蓄積された刃の力が、無から烈れつ風ぷうを生んだ。

　可か聴ちよう域いきを超えた音波が、目に見えぬ衝しよう撃げきとなって空間そのものを強きよう烈れつに叩たたいた。

　刃が空間を斬きり裂さき、真空の螺ら旋せんとなって天高く突き上げられる。

　斬ざん撃は鳴が背にしていた巨岩にも及び、重く鎮ちん座ざしていたそれは薄く何枚にもスライスされて崩くずれ落ちた。

　旋風の剣は、魔剣をも正面から打ち破っていた。

　一瞬遅れて発生した烈風が、地の底から天高く突き上げるように吹き抜ける。灼しやく熱ねつの炎が斬り裂かれてたちまちの内に搔き消えた。水蒸気が根こそぎ巻き上げられ、月光が峡きよう谷こくの底に燦さん々さんと降り注いで、弾はじき飛ばされた魔ま剣けんが遥はるか上でくるくる回転している。

　敵を捉とらえる鳴なるの瞳ひとみに、一片たりとも揺ゆらぎはない。

「な……に……ッ」

　その場から一歩も動かず、体幹の回転と共に放つ神速の「左ひだり逆さか手て抜ぬき」。カウンターに適したこの『断たつ巻まき』は、鳴が最も得意とする技である。

　剣が手から離れた時、新たな影が空中に躍おどり出る。

　ハインツは影を──方ほう助すけを見上げ、見上げる青目と見下ろす黒目が交こう錯さくした。




　──間違っていた。

　頭の隅すみで、闘たたかいの狂きよう乱らんに溶け残ったハインツの理性が言う。

　彼は最初から、鳴一人にしか興味が無かった。その認識こそ大きすぎる過ちだ。最強の剣けん客かくを助け、導いて、抜刀の好機を作ったのは誰か。

　こちらの予想をことごとく裏うら切ぎり、痛つう恨こんの一手を打ったのは、誰か。

　──真に警戒するべきは、この男の方だったのだ！




　月を背負って、刀殺しは吼ほえた。

「縛ばく陣じん、『徒あだ蜘ぐ蛛も・五連』！」

[image: ]

　一つの指に一本、五つの黒こく縄じようを同時に操あやつる。頭の血管がぶち切れそうなほどに複雑で多元的な黒こく縄じようの照しよう準じゆんを、方ほう助すけは半分以上勘かんで行い投げ打った。

　二つの視線が天と地でかち合い、宙で漆しつ黒こくの糸を操る方助は確かな手ごたえを感じた。

「──人の相あい棒ぼうにコナかけてんじゃねえぞ、青目野郎ッ!!」

　風もやんだ峡きよう谷こくの底、着地して黒縄を絞しばる。

　捕ほ縛ばくした方助と、完全に拘こう束そくされたハインツの姿がそこにあった。
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「方助！　大丈夫!?」

　鳴なるが駆かけ寄ってくる。

　ハインツと対たい峙じしたのはそっちなのに、鳴はなぜかこっちを心配している顔だった。方助は鳴に対して笑みの一つも返してやろうと思い、できなかった。

「良かった……」

　うまくいったな、くらいのことも言えない。口から出るのは心からの安あん堵どそのものだった。

　最後の一手を抜きにすれば、自分は見ているしかできなかったのだから。

「…………良かった」

　繰り返しつぶやく声は、少しだけ震ふるえている。

　鳴は方助の震えを悟さとって、ただ笑顔でこくこく何度もうなずいた。

「方助も。無事で、よかった」

　ようやくにんまり笑うことができて、方助は気を取り直す。

　ハインツの体は、利きき手の右腕を中心に厳重に縛しばり上げている。剣を持つことはおろか、指先を動かすことすらできまい。魔ま剣けんは遠くに落ちたままだ。動けない自分の代わりに頼むと、鳴はそれを拾い上げるべく駆かけていく。

「あんたの負けだ」

　膝をつくハインツに、実じつ弾だん装そう塡てんずみのＬＣＲを向けた。

「悪いが俺も話を聞いた。けど、あんたの気持ちがわかるだなんて言わねえし、カワイソーだなんてこれっぽっちも思わん。理由なんて人それぞれだからな。きっちりケジメを──」

　ハインツを見下ろし、その表情の壮絶さに言葉を失う。

　ぎんと目を剝むいて、青い目は方助を射い殺ころすように見つめていた。

「まだ終わっていない」

　方助は警けい戒かいを解かない。だが、これはハッタリだ、と思う。

　いかな怪かい力りきの持ち主といえ、こうまで厳重に縛られてはどうすることもできまい。何かの方法で方助の左腕と黒縄を切り離せたとしても、既すでにハインツ自身の肉体に何重にも食い込んだ糸を解ききることはできない。そういう風に縛ったのだから。

　だというのに、囚とらわれた魔ま剣けん使いの眼光は攻こう撃げき性をいや増すばかりだった。

「……ずいぶん大きく出たな。何を企たくらんでいやがる」

「剣士を否定する。僕には、それだけでいい。地じ獄ごくに落ちてもいいし、それを成なすなら命も惜おしくはない。──この程度で、止まる覚かく悟ごと思うか!!」

　突然、がきん!!　──と金属音がして、

　鳴なるが「方ほう助すけ、危ない!!」と悲痛な叫びを上げて、

　風切り音に気付き、振り向いたその時がまさに生死を分ける一いつ瞬しゆんだった。

　切り取られた光景が一枚絵のように目に焼き付く。いまだ闇やみ深い峡きよう谷こく、咄とつ嗟さに善ぜん鬼きを盾たてとしてよろける鳴はこちらを見ていて、鳴を弾はじき飛ばして飛来するそれは巨大な鏃やじり、いや、

　魔剣だ。

　脊せき髄ずい反射で上体を反そらすと、残光を引く熱の刃が鼻先をかすめた。

　ひとりでに動き出したのだ。だが魔剣の狙ねらいは方助ではない。切きっ先さきが向かう先にはハインツの姿、だが奴は剣を持てる状態になく、この大ざっぱな剣けん閃せんで黒縄を斬きるなどとは──

　直後、肉が裂さけて骨が砕くだける音がした。

　おびただしい鮮血を吹きあげて、黒縄に巻かれたハインツの右腕が吹っ飛んでいた。

　縄をではなく腕を斬った時、そこから黒縄が一気にばらける。自分の肉体すら捨てる最短の解法。だがハインツの心には狂気ではなく、覚悟と確信だけがあった。

　噴ふん水すいのように飛び散る血は、それ自体が燃えていた。

　明らかに致死量を超える血液が、黒ずんだ赤から輝くような朱しゆに変じていく。飛ひ沫まつの一つ一つが殺意の火を灯し、それらはハインツの肩口に凝ぎよう縮しゆくされて一つの形を成していく。

　腕、だった。

「てめえ……!?」

「いずれ魔剣にくれてやる血肉だ。貴様らを超えるなら、今がそれでも惜しくはない……!!」

　持ち主の血をたっぷりと喰くらい、剣の力が暴走寸前まで増ぞう幅ふくされていた。

　燃える血の塊かたまりが屈くつ強きような右腕を形作り、魔剣をしかと握にぎる。燃える血を身にまとい、肩の断面から右半身までハインツの肉体が変化しつつある。裂さける口に長い牙きばが覗のぞき、縦たて一いち文もん字じに引き伸ばされる右の瞳どう孔こうは人じん外がいのそれだ。

「征ゆくぞ『グラム』。この二人だけは、今、ここで斬きる!!」




　　　３




　多くの場合、剣の伝説は怪かい物ぶつの伝説と同義である。

　生命力は血に宿る。人には人の、獣けものには獣の、そして怪物には怪物の血が流れているのだ。

　剣が遥はるか昔、かつて人ならざる生き物への有効な対抗手段だった時代は確かにある。剣を代表とする鋭利な刃物は、相手の肉体に斬きり込み、血に触れるにあたって最適な武器だった。

　そして「怪かい物ぶつ殺しの剣」が現代において発見された時、強大な怪物の血は刀身に残り、その力の片へん鱗りんを残していることがある。

　魔ま剣けんの真の名はグラム。

　伝承に刻きざまれた、本物の竜殺しドラゴンスレイヤーだ。
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　人型の焼夷弾ナパームが落ちた。

　猛回転する人剣一体の火炎の塊かたまりが、耳を聾ろうする轟ごう音おんと共に川原の地面をぶち抜く。のたうつ熱気が辺あたりを吞のみ込み、すんでのところで飛び出した二つの影が二転三転して地面を蹴ける。

「くっそ、なんなんだよありゃ！　いくらなんでもぶっ飛びすぎだろ!!」

「来る！　どうするの!?」

「ここは狭せますぎる。まず距離を稼かせがねえと……！」

　爆発的に膨ぼう張ちようした熱源は、もはや周囲の気温を急上昇させるまでになっていた。「それ」が接する水は沸ふつ点てんに達し、ゆらめく大気の向こうに赤い双そう眸ぼうが炯けい々けいと輝いていた。

　そう、赤だ。青いはずだったハインツの目は、血のような真しん紅くへと変じている。

　走りながら方ほう助すけは、川沿いの道なき道が数十メートル先で途切れていることに気付いた。

　突とつ如じよ、背後が真昼のように明るんで二人を強烈に照らし出す。振り返り愕がく然ぜんとした。

「火が……!?」

　燃える魔剣に熱が集まり、巨大な炎を形成しつつあった。

　もはや剣技の枠わくにない圧倒的な力に任まかせるままの、致命的な攻こう撃げきの気配。方助は覚かく悟ごを決めて、立ち止まるどころか更さらに加速した。

「摑つかまれ！」

　鳴なるは方助の意を汲くんでうなずき、最後の十メートルを全力で駆かけ抜けて、

　魔剣が、馬鹿馬鹿しいほど巨大な火の斬ざん撃を薙なぎ払った。

　飛び降りる。刃じん圏けんの遥はるか遠とお間まから迫る火炎の奔ほん流りゆう、浮ふ遊ゆう感に包まれる二人、眼下にあるのは流れる滝と黒々とした水面。

　炎は、すんでのところで二人の上を通り過ぎていた。

　滝たき壺つぼに没入する直前、残った黒こく縄じようを岩肌に引っかけた。落ちる勢いのまま振り子のように宙を滑すべり、川の脇に着地して転がる。

　滝の上を見上げて、方助は戦せん慄りつした。




「──『惡オ惡オ惡オ惡オ惡オォ嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚ア嗚アアアアッ!!』」




　崖がけ上うえに立つハインツだったものが、炎をまとって吼ほえた。

　口を裂さき、燃える血をまき散らし、喉のどを灼やいて放つ咆ほう哮こうはヒトのそれではない。異常な熱気の中、なお背せ筋すじを凍らせる殺意が全て二人に向いていた。

『グラム』。ああなる直前、奴は魔ま剣けんをそう呼んだ。

　確か、北ほく欧おう神話の英雄譚たんに名のある剣だ。西洋剣は専門外の方助だが、好きが高じて少しなら知っている。切きっ先さきが平らなのは途中で断ち折れたのを仕立て直したからで、その上でなお長大な両刃の大剣。

　あれが、悠ゆう久きゆうの時を超えて刀身に刻きざむのは「何」の血か。

　現実感と時間感覚をすら揺ゆるがす確信が、方ほう助すけの腹の底を冷やす。

「竜りゆうだ。刀身に残った竜の血があいつの体に入って、体まで変化させたとしか思えん。魔剣だってのは知ってるけど、伝承級は何でもありかよ……！」

　呻うめく方助をあざわらうかのように、ハインツ──竜が跳とんだ。

　飛び降りる、とも言えない不ぶ気き味みな軌き道どう。人型の竜は虚こ空くうに身を躍おどらせ、剣と右腕から発する炎をスラスターのように操作して、恐るべき速度でこちらへ滑かつ空くうしてきた。

　上体を起こす鳴なるは、限界ぎりぎりの低い姿勢で構えている。

「太た刀ち風かぜ・『居い吹ぶき』!!」

　がぎんっ──!!

　火の粉と火花と血ち飛沫しぶきと衝しよう撃げき、竜の突撃を弾はじき返し、その剣は間違いなく相手の肉体にまで届いていた。

「っつ……!?」

　しかし、斬きった方の鳴の右手が、異様な感触にびりびり痺しびれる。

　まともな人じん獣じゆうなら骨の芯しんまで両断してなお止まらぬ斬ざん撃が、竜の筋肉までしか届かない。

　地面を削って着地する竜を目まの当たりにして、疑問はたちどころに氷ひよう解かいした。

　彼の肉体は今、一つ一つが鋼はがねに匹敵する強度の鱗うろこに覆おおわれているのだ。

　右腕を中心にほぼ全身を這はい回るそれは、高熱のスケイルアーマーのように身を守り、人の域いきから外はずれた魔剣使いの異い形ぎようを際きわ立だたせている。

　善ぜん鬼きが斬り裂さいた部分に炎が集まり、血を泡立たせ、見る間に肉体を再生させていく。

　爬は虫ちゆう類るいの目でこちらを睨にらみながら、構える動きは、いびつだった。

「完全に化ばけ物になっちまったのかよ、あんたは……！」

　鋼のように硬化した肉体、どんな物理的破は壊かいも瞬しゆん時じに再生してのける回復力。

　この二つを同時に攻略し、奴を完全に止めるには一体どうすればいいのか？

　手持ちの装備を頭の中で洗い直した。ＬＣＲの実じつ弾だんが残り十二と一発、閃せん光こう弾が一つ、それから煙えん幕まく弾だんが一つ。黒こく縄じようは大半を斬きられたからそう長く間合いを取れない。

「来るよ！」

　短く叫ぶ鳴なるに即応して、方ほう助すけはＬＣＲから実弾を連射した。

　目もくらむ朱しゆの光こう芒ぼうを引いて竜りゆうが駆かける。超高温の斬ざん撃げきはさしたる苦労もなく実弾を弾はじき飛ばし、赤熱化する鉛なまりの屑くずと変じて一いつ顧こだにしない。文字通りの爆速の踏み込み。鳴と方助は左右に跳とぶが、竜の剣は二人でなく足元の地面に向けられていた。

　咆ほう哮こう。

　魔ま剣けんの上段振り下ろしが地面を砕くだき、火薬に着火したように衝しよう撃と爆炎をまき散らした。

　方助の体が吹き飛ばされた。

　接地して後ろ向きに受け身、何回転もして湿った土にまみれる。木を背にして膝立ちになった時、竜はとうに間合いにいた。

　目の前を横切る朱色の死線。生存本能が肉体を押すも遅すぎる。

「『啾しゆう声せい』!!」

　神速の縮しゆく地ちで間合いを詰めた鳴が、上段抜ばつ刀とうの斬り下ろしで魔剣を叩たたき落とした。

　方助は飛びのくとともにＬＣＲを構え、鳴を援えん護ごして残りの弾丸を接射。

　だがやはり、鋼はがねの鱗うろこはＬＣＲの３５７マグナム弾を受け止めていた。竜の胴体でジャイロ回転する銃じゆう弾が徐々に運動エネルギーを失う様まで克こく明めいに見えてぞっとする。

　隙すきを突き、鳴が全力の斬り上げを見舞った。狙ねらうは魔剣を握る両腕。

　当たる寸前、竜は筋力だけのデタラメな体たい捌さばきで後退しながら魔剣を払う。サイズの違いすぎる二つの刃がすれ違い、善ぜん鬼きの先端が敵に届くが、鱗に妨さまたげられて有効打とはいかない。

「大丈夫!?」

「お前こそ大丈夫か!?」

　泥どろと煤すすで薄汚れているのはお互い様だが、方助を庇かばったおかげで鳴の左上腕がざっくり裂さけていた。後退ぎわの一いつ閃せんがかすめたのだろう。

　鳴は、言われて初めて自分の傷に気付いたようだった。痛いの一言も言わず、外套マントの裾すそをすっぱり斬きって傷口に巻き付ける。応急処置をそれだけで終わらせて、善鬼を構え直し「にへっ」と笑った。

「うん。わたしは平気」

　方助は己おのれの無力に内心で毒づきつつ、必死に頭を巡めぐらせた。

　考えろ、方助。それが自分の仕事だ。敵を観察して分析しろ。鳴の抜ばつ刀とうを最高に活いかす一手を弾はじき出せるまで。

　横ざまに裂さかれた竜の両腕は、やはり見る間に再生していった。

　右は瞬しゆん時じに回復。左は、そこから少し遅れて回復した。

　そのわずかな差を、方助は見逃さなかった。

　──部位ごとに、治る早さに違いがあるのか？

　まだ要素が少ない。手持ちの装備で奴の動きを止める手を何パターンも考える。

　敵は、待ってはくれない──！




　戦いの輪は川沿いを外はずれ、森を抜けて朽くちた旧道へ乗った。

　いかな攻こう撃げきも、竜りゆうの肉体には意味がなかった。

　竜の肉体の防ぼう御ぎよを抜けるのは、鳴なるの抜刀のみ。しかしそれも浅く、たとえ傷を作れたとしてもたちどころに治ち癒ゆしてしまう。

　勇ゆう敢かんに戦う鳴だが、その集中が徐々に乱れつつあることに方ほう助すけは気付いていた。

　彼女が最初にこの山に踏み込んでから、もう数時間が経たっている。鳴のスタミナは無む尽じん蔵ぞうではない。恐るべき耐久力と再生力を持つ竜血の怪かい物ぶつに対しそれではジリ貧だ。高速で推すい移いする戦いの中、方助は必死の思いで相手の観察と分析を続けていた。

　竜の肉体に傷を刻きざめるのは、善ぜん鬼き国くに綱つなの鋭い刃だけだ。

　傷を治癒するペース、炎を生み操あやつる精度と速度。方助の読みが確かならば、あの竜には力の核かくとなる部位があるはずだった。

「鳴、閃せん光こう投げるぞ！」

　方助は隙すきをついて、鳴と切り結ぶ竜めがけ円えん筒とう状の物体を投げつける。

　竜が即応した。首だけそちらに向けて、方助が投げたものを歯で受け止めたのだ。

　──すぅ、

　読み通りだった。方助は膝立ちになってＬＣＲを構え、右手を左手で支え、膝と肘ひじの骨を合わせて一ミリもぶれない射撃体勢を保持。小さな照星を竜の口に合わせ、狙そ撃した。

　マグナム弾だんは、竜が嚙かみ潰つぶす閃光手しゆ榴りゆう弾を撃うち抜き、その口こう腔くう内で炸さく裂れつさせた。

　やり過ごした鳴が、耳鳴りと目のくらみを残してなお敵を捉とらえる。

　その目がぎらりと光る。納めた善鬼を逆さか手てに握にぎる様は、最速の螺ら旋せん抜ばつ刀とうの構え。

「太た刀ち風かぜ──『断たつ巻まき』ッ!!」

　直前、竜は体を内に丸めて防ぼう御ぎよ姿勢を取っていた──何かを守るように。

　圧倒的な斬ざん撃の渦流が拡かく散さんした。

　あれほど硬かった竜鱗りんと筋肉が、大した抵抗もなく斬きり刻きざまれていく。一帯を埋め尽つくすほどの鮮血が散った。竜の肉体前面はずたぼろになり、破れかけた防ぼう刃じん被服も筋きん線せん維いもたちまちのうちに引き裂さかれる。必殺の一いち撃げきだった。

　普通ならば。

　飛び散った鮮血が火を灯し、重力に逆らって肉体に戻っていく。

　血まみれの足で竜は間合いを外はずし、身を縮めたまま回復に入った。外気に触れて拡散していた炎が熱さを失い、竜の体内に取り込まれて再生を始める。

　確信した。

「右腕だ。奴の右腕を完全に切り離せるか!?」

「右……!?」

　鳴なるが方ほう助すけの叫びを聞き届け、しかしそれよりも先に竜りゆうの右腕が回復した。

　ずたぼろになったどの部位よりも早く、真っ赤な右腕が形を取り戻して魔ま剣けんを握にぎる。骨が軋きしみ肉が千ち切ぎれ、破は壊かいと再生を繰り返しながら竜は己おのれの肉体を強引に動かした。

　鳴めがけ、魔剣を横ざまにぶん投げていたのだ。

「っ！」

　肉体の物理的な限界を無視した動き。鳴は咄とつ嗟さに反応するも善ぜん鬼きの抜ばつ刀とうで弾はじき返すしかできず、魔剣の重量に押し飛ばされて二転三転する。その頃にはもう、竜は動き出していた。

　方助は、右足首に熱を感じた。

　竜は鳴ではなくこちらを狙ねらっていた。その手が、方助の足を摑つかんでいる。

「方──!!」

　鳴の叫びが聞こえない。

　竜の怪力をもってすれば、人間一人の体重など小石に等しい。

　景色が無数の線となって流れ去った。全身を洗う風圧。ぐるぐる回る視界の上から下を地面が滑すべっていき、方助は自分が水平にぶん投げられたことを知る。

「…………ッッ!!」

　それは、相手の本能的な判断だった。

　この二人を引きはがすべきだと。

　回転しながら何十メートルも投げ飛ばされる方助を竜が追う。手を離れた魔剣はひとりでに動き出し、火炎の推すい進しん力で鳴を振り切って彼の手に戻っていた。ほぼ勢いを失わないまま方助が激突したのは、道の端はしにのけられた錆さびだらけの廃はい車しやだった。

　骨が軋きしみ息が詰まった。次に、「ない」という感覚が頭を支配した。

　首から提さげた唄うた夏げのお守りが消えている。投げられた拍ひよう子しにどこかに引っかかって外はずれたか。

　喪そう失しつ感も痛みも味わう暇ひまはない、動け、今すぐ動け、体を無理やり起こすと同時に赤い瞳ひとみと目が合う。もう遅い。一いつ閃せんは命に届く。冷たい死の予感に鼻の奥がツンとして、ずっと向こうに転がるお守りのことがなぜか心の隅すみにこびりついて、




　意識が裏うら返る。




　竜は、赤い目に黒い影を捉とらえた。

　幾つも。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。その時、竜の目の前に方助の姿が無数にあった。視界を埋めるのは人型の幻影、全てが実像を持たず、竜の意識を乱して月明かりに散らされ消える。

　無む影えい無む踪そうの「本体」は直後、標的の背後の空中にいた。

　月を背にして天地逆転の姿勢、振りかぶった右手が体の回転に合わせて円えん月げつ軌き道どうを描く。

　──古式絶ぜつ刀とう術裏型・殺さつ陣じん──

　絶刀術・不殺の「縛ばく陣」と対ついをなす「殺陣」。本来伝えゆく殺しの一手、基礎・手刀の型。

　──『鬼キ利リ駆ク』。

　振り抜いたその後で音が生まれる。

　色も気配も絶無の縦たて一いち文もん字じは、鋼はがねの鱗うろこに食いついていた。

　抉えぐる感触。冷たい指先が竜の黒衣と鱗を斬きり裂さき、硬質な手ごたえの奥で肉が爪に絡からむ。

　まだ浅いと本能が叫ぶ。竜が身を捻ひねると同時に、方ほう助すけの身の内に湧わいた「何者か」は消え去っていた。方助は反射的に獣けものじみた跳ちよう躍やく、距離を取って四つん這ばいで着地──そこでようやく元の感覚を取り戻した。

「はぁ、はぁ、はぁ……っ!?」

　今、

　何かが。

　何をやったのか記憶にない。四し肢しの末端が異様に冷たい。指先に体温が戻っていく。

　同時に、方助は気付いていた。

　竜の体に、たった一か所だけ治ち癒ゆの遅いところがある。

　背中の一部分。縦に裂さいた傷は浅く、相手の治癒能力をもってすればものの数秒で跡すら消える程度のものだ。だが垂直に描かれた傷の、あるほんの一部だけしゅうしゅうと湯気を立てて治癒が続いている。

「──見えた」

　知識と直感と連想を繫つなげ、方助の目は勝利への道みち筋すじを辿たどっていた。

　どこからか桜さくらの花びらがちらついている。

　それ自体は何のこともないただの花。だが桜の出所を追って周囲を見渡した時、自分がどこにいるのかを理解して、生きてここまで戻ったことに運命めいたものを感じる。

「鳴なるーーーーーーーーーーーッ!!」

　聞こえているはずだと信じ、あらん限りの大声で呼びかけた。

　見覚えのある道。見覚えのある地形。

　追手から逃げて山道を駆かけ上り、ハインツを引きつけて崖がけと滝たきから落ちて走って走って走って、とうとう漕こぎつけた最後の鉄てつ火か場ば。そこにあるもののことを思う。

「最後の賭かけだ!!　すまんが説明の時間はねえ！　いいか、右腕だ！　俺がチャンスを作るから右腕を狙ねらえ!!　それまで一分だけ引きつけてくれ、頼む!!」

　ＬＣＲを抜いて手早く排はい莢きよう、方助は懐ふところから新たな弾だん丸がんを取り出した。

　装そう塡てんするのはたったの一発。どのみちこの一発を外はずせば後がないのだ。
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「──ぜだ」

　ハインツ・フォーゲルの肉体は、殺意だけで動いていた。だが狂きよう奔ほんの奥には、純粋な、ごく単純な疑問が沈み込んでいる。

　何な故ぜ。

　彼らと自分とでは、どうしてこうも見る世界が違うのだろう。

「────何故──そうも──」

　荒ぶる竜りゆうの喉のどから、いっそ意外なほど静かな声が零こぼれ落ちる。

　単純素朴な疑問の声色には稚ち気きが乗り、しかし、見開かれた目には苛か烈れつな殺意が今なお漲みなぎる。方ほう助すけはそいつを前に臆おくさず、不敵に笑って次の一手に備える。

「さあな。大人おとなしくなったら教えてやるよ……！」

　方助は大きく跳ちよう躍やくし、ピンを抜いた煙えん幕まく弾を放った。先端から吐はき出される濃厚な煙に紛まぎれて姿を消す。竜は煙けむりを蹴け散ちらし、マグマめいた熱気とともに血肉を追った。




　方助は思考する。一つの確信は、竜の力の源はその右腕だということだ。

　燃える竜血が形作ったあの腕は、そもそもハインツのものではない。魔ま剣けんを弾はじき飛ばし、右腕を斬きり落とせばあるいは、その力をかき消せるかもしれない。

　思考する。竜の肉体の堅けん牢ろうさと再生能力、その力の穴について。

　再生能力はあるいは無限かもしれないが、大きなダメージを受ければ当然治ち癒ゆにも時間がかかる。キャパシティーがあり、そこに必然の優先順位が生まれる。

　では右腕の他に、「ただちに再生すべき深しん刻こくな傷」が作れはしまいか。そちらに再生力を回している間に、右腕を切り離してしまえば。

　キーは鳴なるだ。彼女の渾こん身しんの一いつ閃せんを届けるために、そこにいたる布石が必要だった。

　方助が成し遂とげるべきは、命を懸かけた刹せつ那なの一発を命中させることだ。




　全力疾しつ走そうで鳴が追い付いた。

　視界に敵を捉とらえた瞬間縮しゆく地ちで距離を詰め、煙えん幕まくを突き抜けて逆ぎやく袈げ裟さの居合いを振り抜いた。

「はぁっ!!」

　芸術的なほどに鋭い剣けん閃せんが立ち込める煙を両断し、晴れた視界の向こうに竜を見た。

　打ち合い、弾はじかれざまに鳴なるは空中回転して着地。指し呼この間に竜りゆうを捉とらえ、一対一で対たい峙じする。

　この場所、この一帯に鳴は覚えがあった。

　最初に方ほう助すけと逃げ込んだ、野生の桜さくらの群生地だ。知らぬ間に戻ってきたのだ。爛らん漫まんに咲き誇る花は今、地上で生まれる炎の光に照らされて昼間ほどもくっきり見えた。

　見れば、ずっと後ろを方助が全力で走っている。

　彼の背中を見て、逃げたなどとは欠片かけらも思っていない。信じているからだ。ならば鳴がするべきは、方助が来るまで竜と対峙することのみだった。

　だらんと下げた右手に魔ま剣けんを提さげ、竜は仕掛ける前に口を開いた。

「──────なぜだ」

　鳴は目を丸くする。

「なぜ、そこまで、する。……剣士の事情など、手前勝手な糞くその理屈だ。だというのに君はなぜ。技と責務を押し付けて、他の奴らがしてくれたことなど、何もあるまい……!!」

　恨うらみ節ぶしの気色も去って、彼の問いかけは物静かでさえある。

　最後に、それだけは知っておきたいとでもいうように。

「あるよ」

　構えをわずかにゆるめ、鳴は答えに迷わなかった。

「ありがとう、って言ってくれた人がいるの」

　竜はじっとこちらを見ている。

　その答えを知りたがっているのはハインツか、それとも彼の肉体を支配する怪かい物ぶつなのだろうか。極きよく東とうの剣けん客かくを見つめて「彼」は言葉を待つ。

「正直、剣士の名前とか、使命とか……そういうのは、まだよくわかんない。でも、初めてだった。外で誰かと戦うことも、誰か助けたりすることも。わたしが助けたあのひとが、わたしの剣には意味があるんだ、って。……だから、ありがとう、って」

　真しん摯しで純じゆん朴ぼくな独どく白はくが剣の庭に響き渡っていく。

　これまでの全ては、季とき風かぜを継承していく上で当たり前のことで、期待も責任もその重みを客観視できないままここまで背負ってきた。けど、それがようやくわかった。

　個人から個人へ。剣に意味と力をくれるのは、あんなにシンプルな言葉なのだと思った。

「かっこ悪くてもいい。まだわからないことだらけでもいい。わたしはせめて、あの『ありがとう』に恥じない剣士でありたい。──それだけ」

　鳴は手元を見せぬ神速で、善ぜん鬼きを抜きざま横よこ一いち文もん字じに振り抜いた。

　足元の地面が真横に十数メートルも切り裂さかれ、堆たい積せきした葉や花をまき散らして溝を作る。

　これは防ぼう衛えい線だ。決意を固めた鳴が、敵を押しとどめるための。方助を待つための。

　竜が唸うなる。過去への怒りや未来への衝しよう動どうをも瞬しゆん間かん的に忘れ、彼は「今この場所」の闘とう志しだけに全身を満たされる。どちらかが止まるまで終わらない。出しゆつ自じを同じくしながら決定的に道を違たがえた剣士への、それはいっそ解放的な戦意だった。
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「だから。ここから先は、一歩もまたがせない」

　鳴なるは告げ、方ほう助すけの真ま似ねをしてちょっとだけ笑ってみせた。不敵に。

　竜りゆうが、吼ほえる。

　月と炎と桜おう花かの夜、闘たたかいは最終局面にいたる。抜ばつ刀とう、竜が迎え撃うち、魔ま剣けんと利り刀とうは今一度その刃を重ね合う。

　光、

　音、衝撃、風。炎に熱、唸うなる鋼はがね。燃えて飛び散る灼しやく熱ねつの竜血。

　魔剣の刃に閃せん光こうの抜刀が重なって熱風を生む。世界の余よ計けいな全ては剣けん戟げきの遥はるか遠くに押しやられ、少女は重じゆう斬ざんを瞬しゆん息そくの抜刀にて返し、火炎を豪ごう風ふうで吹き散らす。

　超回復、超耐久、怪力、そして炎──これらに対し、季とき風かぜ鳴は剣技ただ一つで渡り合っていた。一人と一匹の剣の庭、美しく弧こを描く黒髪の奥にある眼光は己おのが刀光を写し取ってなお妖あやしく輝きを放つ。

　戦いの中、竜の瞳ひとみに宿るのは凶きよう気きか狂喜か。巨大な刃は爛らん々らんと輝き、周囲の酸素を捩ねじり込むように吸気して回転数を増すごとに火炎の力をも増ぞう幅ふくさせていく。本能の導くまま、小さすぎる最強の敵に向けた灼しやく熱ねつの一手を放つ。

　飛びのいて刃じん圏けんの外、魔ま剣けんを握にぎる右手を引き、左手を前に突き出す様は刺し突とつの構え。

　──！

　変異した右腕と魔剣を中心に、溶よう鉱こう炉ろの芯しんのような熱が圧縮されていた。

　瞬しゆん間かん、鳴なるが取ったのは回避ではなく、突とつ撃げきだった。危険をかえりみず前に踏み込み、下から魔剣を斬きり上げ、更さらに峰みねへ鞘さやを叩たたき込み、駄目押しに鞘を膝で蹴けり上げて死ぬ気で魔剣の切きっ先さきを上に向ける。

　鼻先で、小さな火山が噴ふん火かしたように思う。

　魔剣の先端から放たれたのは、竜りゆうの火ブのレ息スを思わせる火球だった。

　宙に放たれた小さな太陽は、高度数十メートルの高さまで上昇して燃え盛り、何ごともなかったかのように消える。軌き道どう上の花も枝も消し炭となっていた。ぽっかりと円状に開けた頭上の空、ぎろりと見下す爬は虫ちゆう類るいの目。熱と痺しびれで感覚を失いかけた両腕を、しかし精せい密みつ機械のように操作して鳴は激戦に呼吸する。

　時間にして、53秒後のこと。聞き覚えのある音が耳じ朶だを叩たたく。

　背後。高速で。全てを瞬時に理解した鳴は、斬り合いの最中に突とつ如じよとして身を沈めた。

　来る。

　納刀して地面に這はいつくばるほど姿勢を低め、後ろから来るもの道を開ける。

　入れ替わりに──

「──持はちお主りが、よろしくってよ!!」

　エンジンを咆ほう哮こうさせるバイクが、竜の胴体に突撃していた。

　葉は織おりから借り受け、鳴をかっさらい、木こ陰かげに隠かくしたあのバイクだ。

　重量数百キロの駆く動どう体をフルスピードでぶち込まれ、竜の体が大きく浮き上がった。

　空中、ひしゃげるバイクを更さらに踏み台とし、方ほう助すけは竜を飛び越えて放物線を描く。

　竜の背後を再び取った。

　頭上を覆おおう桜さくらの大地、足元に広がる底なしの空。宙返りオーバーヘツドの姿勢で、方助はＬＣＲを両手に構えた。猶ゆう予よは幾百分の一秒。狙ねらうは竜の背中、その一部分の、まだ癒いえきっていない傷だ。

　極限の集中が時間感覚に粘ねん性せいを与え、方助の意識から万ばん象しようの音を消した。全身を駆かけ巡めぐる熱い血潮が、細胞と魂たましいを限界以上に駆動ドライブさせる──この時の彼の集中は、常人に可能な領りよう域いきを遥はるかに超えていた。

　放つは一発。

　狙いを定めて、３５７口径マグナムＦＭＪフルメタルジヤケツト弾が、撃発。




　剣の名はグラム。在あった時は神話の太古。かつての使い手の名は英雄ジークフリード、斬られた竜の名はファフニール──と、記録されている。

　英雄はグラムで竜を殺した時、その血を全身に浴びた。竜血を取り込んだ彼は以降、鋼はがねのように強きよう靭じんな肉体を得て無む双そうの力を更さらに増したのだという。

　だが一ヶ所だけ、菩ぼ提だい樹じゆの葉がかぶさっていたせいで竜りゆう血けつを浴び損そこねた部位がある。結果的にそこだけ肉体が硬化せず、英雄の致命的な弱点になったという話だ。その部位は、今の暴走したハインツにも通じていた。

　背中、両肩の間だ。




　竜の苦く悶もんの叫びが、どこか遠く聞こえる。

　切れた集中に感覚が戻り、狙そ撃げきの成功を確信した方ほう助すけだが、その脇わき腹ばらから血が溢あふれた。すれ違いざまに苦し紛まぎれの攻撃がかすめていたようだ。

「──ぐ、」

「方助!?」

　鳴なるの叫び。自分だって傷付いているのに、あいつはいつも他人を心配する。

　だからもう一仕事、その背を押さなくてはいけなかった。

「止まるな!!」

　わかってるんだろう、やるべきことが──声を嗄からして叫ぶ方助。傷口を手で押さえて、無ぶ様ざまに転がったまま精いっぱいの不敵な笑顔を見せた。

「なんでもねえ！　こんなの、なんでもねえよ……っ!!」

　見るがいい。脊せき椎ついに銃じゆう弾だんをぶち込まれた竜は、そこだけ脆もろい部位の深しん刻こくな破は壊かいに苦しみもだえている。回復が始まっている。赫かく々かくと燃え続ける右腕はそれ自体が竜の頸くびのようにわななき、斬きるのなら今しかなかった。

　一いつ瞬しゆんの迷いを振り切り、鳴は果たして、止まらなかった。

　閉じた眦まなじりに涙の一滴を振り落とし、再び開く目に迷いはない。討うつべき敵から目をそらさず、飛び上がりざまに最強最速の剣を抜き放つ。戦いを締しめ括くくる、最後の、




　一いつ閃せん。




　──いずれ誰もが、その背に焦こがれるだろう。

　脳のう裏りに蘇よみがえるのは、月つき叢むら方助が十年前に見た英雄。今ここにいる後継者は姿かたちもまるで違い、しかしその内に秘めた輝きは記憶よりずっと鮮烈だった。

　だけれど今はまだ風は小さく、彼女の真の姿を知る者はあまりにも少ない。

　だからこそ方助は、遅ればせながら知る全てに思うのだ。

　ざまあみろ、と。

　半はん端ぱな英雄をようよう押し上げ、その背を見守る今ここが、一番乗りの特等席なのだから。
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　戦いが終わった後、満開の桜さくらがほんの一夜でまるで禿はげ山やまだ。

　虚こ空くうに舞う桜吹雪ふぶきが月光をまだらに散らし、その真下を方ほう助すけが歩いている。

「桜、派手に散っちまったなあ……」

「方助、だめだよ！　まだ傷が……！」

「大丈夫だ、この程度でくたばるほどヤワじゃねえよ。……それに、最後の仕事がある」

　よろよろ歩むその先には、膝を突くハインツの姿がある。

　意識はあるようだ。だが、彼の右腕は肩口から消失している。奇き妙みようなのは、その断面がまるで遠い昔の古傷のようにすっかり塞ふさがっていることだった。

　口を開きかけた時、突然ハインツの残った左手で右手を摑つかまれた。

　ハインツは無理やりに方助の右手と、そこにあるＬＣＲを自分の額ひたいに押し当てた。

「殺せ」

　方助は返事もせず、そんなハインツの血走った目を見下ろしている。

「どうした、殺せ。僕は負けた。負けた以上、待つのは死のみだ。もはやこの命に価値などない、一思いに頭を撃うち抜け……!!」

　ハインツは方助の右手ごとＬＣＲを頭に押さえつけ、ためらうことなくトリガーを引いた。

　撃げき鉄てつが降りる。

　金属音がむなしく響く。弾たまは、とうに切れていたのだ。

「……っの、馬鹿野郎ッ!!」

　代わりに、拳こぶしが叩たたき下ろされた。

　鉄てつ拳けんはハインツの頰ほおをしたたかに打ち、ただの人間となった彼の血が地面に点々と散る。胸ぐらを摑み、顔面を寄せて方助は至近距離でハインツを睨にらみつけた。

「待つのは死のみだぁ？　死にぞこないが今いま更さら逃げんな！　何もかも責任取って苦しんで、もうたくさんだってくらいに生き足あ搔がいてから正々堂々死ね!!」

　最後の敵意を挫くじかれて、ハインツにはもう気力の一かけらも残ってはいなかった。

　数分前からは想像できないほどに覇は気きがない。全ての敵意を吐はき出し、その上で負け、この世で唯一恃たのみにした「力」をも失った男はかくも弱々しいものか。

「……僕には……もう生きる意味が無い。この世はどう転んでも地じ獄ごくだ。なら、ここで──」

　いまさら眠たいことを抜かしやがる。

　摑んだ胸ぐらを更さらに引き寄せて、寝ぼけた額に頭突きをかました。

「剣士がどうとか血統がどうとかシケたこと言ってたな」

　名家の腐ふ敗はいと組織の停滞。まともに動いてる城しろ鉄がね支部でさえ、上下関係がはっきり分かれた差別的なパワーバランスが成立している。

　方ほう助すけは、剣の世界の末端である己おのれを思う。

「なら俺が変えてやる。死ぬも生きるも地じ獄ごくなら、もう少し生き地獄こつちに残って見届けろ！」

　ハインツは、ただ目を見開いている。

　最強の剣けん客かくと、剣すら使えぬ一いつ介かいの刃は走ばしり。魔ま剣けん使いは、嚙かみ合う二つの歯車を思う。

「…………そう、か」

「そうだ」

　──そう。本当に警けい戒かいするべきは、この男の方だった。

　ハインツの目が細まり、全身から力が抜けた。実に十年ぶりの脱力だった。

　全ての力を、最後の一片まで打ち破やぶられた。心までも。

「僕の、完全敗北だ」




　風はもう止んでいる。

　急いで走ってくる鳴なるは、もうすっかりいつもの彼女に戻っていた。

「──みんな来てるよ！」

　彼女の耳が聞き届けたのは、剣士たちの足音で、ハゲこと別べつ所しよがこちらを呼ぶ声だった。どうやらあちらも上う手まくやったらしい。方助は立ち上がり、にっと鳴に笑顔を向ける。

「おう。これで、一見落ちゃ──」

　ふらっ。

「わああっ！　ほ、方ほう助すけ─っ!?」

　血を失ったせいで立ちくらみがした。鳴が大慌てで駆かけ寄ってくる。

　彼女が胸に抱いた善ぜん鬼き、その柄つか尻じりの鈴が、大きく揺ゆれて涼しげな音色を鳴り渡らせた。













　　　　　終章　明日の風は、明日吹く







　数日後──。

　面会室で、方助はハインツとアクリルガラス越しに向き合っている。

　あの夜の狂乱はどこへやら、ハインツは落ち着いたものだった。右腕と一いつ緒しよに、これまでの憑つき物までも落としてしまったようだった。

「ここはわざわざ来る意味のある場所じゃあない。わかっているのか、お友達」

「うるせえ、意味のあるなしぐらい自分で決めるわ。……魔ま剣けんはどうなった？」

「貴様らの総本山に封ふう印いんされたらしいがな。そこから先は知らん」

　そういう風にして、魔剣をめぐる一連の事件は一応の収しゆう束そくを見た。

　主犯のハインツ・フォーゲル、ならびに加担した者たちを逮たい捕ほ。武器密輸組織ソードフィッシュは目下追跡中だが、組織はトカゲの尻尾しつぽ切りのようにハインツらを見捨てて早々に手を引いたためか、摘てき発はつの決定打がない状態にある。

　今回のフェルトンのやり口について、欧おう州しゆう本部は関与を否定した。

　ＳＥＡＳシース日本と欧おう州しゆうの二者は競争関係にあるものの、決定的な対立には至っていない。だが中には必要以上に相手方を敵視する派は閥ばつもあり、フェルトンは中でもひときわ過激派だったという。彼の個人的暴走でソードフィッシュに渡りをつけ、日本側を陥おとしいれようと画かく策さくしたというわけだ。

　が、それもどこまでが本当なのかは怪あやしい。死人に口無しとはよく言ったもので、当のフェルトンがこの世にいない以上いくらでも言い逃れようはあるのだから。

　どうあれ結果として、欧州側は日本に馬鹿でかい借りを作ったこととになる。水面下の対立は更さらに激化することが予想された。

　一つの落とし前として、魔ま剣けんグラムは英国ではなく日本に保管された。

　刀身の「竜りゆうの血」を落とすことは容易でなく、最終的に発掘当時の状態に戻した上で「伝承級／危険指定」として厳重に封ふう印いんされ、本部の専用保管庫に眠ることとなる。

「……はあ、やっぱりかぁ。どうせならちゃんとじっくり見てみたかったのによ……」

「馬鹿か。たとえ僕が知っていたとして、そこまで貴様を案内できるわけがないだろう」

　裁判はまだ続いている。

　ハインツ自身に、罪を軽くしようという思いは欠片かけらもなかった。諸しよ所しよの犯罪は確信的犯行であり、どう転ぼうが重い刑罰はまぬがれまい。彼は何もかも克こく明めいに語った上で、全ての罰を受けるつもりでいるらしい。

「実家から正式に絶縁状が来たってな」

「ああ。恩知らずの養子を放ほう逐ちくして体裁を保つつもりなんだろう。だが、言い訳をすればするほど奴らの所業は知れる。一度ついた泥は未来永えい劫ごう消えるまいよ」

「……あんたはそれで満足なのか？」

　ハインツはすっと目を細め、

「僕の満足は、ずっと前に永遠に失われている」

　本人としてはまだ足りるまいが、遠回しにでも復ふく讐しゆうは成ったのかもしれない。

　数々の命と、自分自身の人生をも犠ぎ牲せいにして。

　その覚かく悟ごが方ほう助すけにはわからないし、わかる気も無い。

「……そうかい。それともう一つ。あんた、どうして日本まで来た？」

「そんなもの知っているだろう。今さら確認するほどのこととは思えんがな」

「閃せん血けつの確保と、鳴なるの引き込みだろ？　確かに目的としちゃ十分な気もするけど、そりゃあんたが組んだ連中の都つ合ごうに合わせたもののような気もするんだよな。お尋たずね者が魔剣を持ってここまで来るだけで結構な賭かけだったはずだ。わざわざ危ない橋を渡った、あんただけの理由は無いのか？」

　実際この質問は、直感から来る純粋な好奇心によるものだ。お前が挙あげたもので全部、と言われればそれはそれで納得する。ただなんとなく、もうひと押し何かある気がしただけの話。

　ところがこれが、ハインツの心の一番深い部分に触れたようだった。

　押し黙って難しい顔を見せるハインツ。それから十秒以上待って、彼は重々しく告白した。

「僕は日系のハーフだ」

「ハーフ？　……え、マジか」

「母方の姓は伊い鳥とり。僕は一度だけでも、母さんの故国をこの目で見てみたかった。後戻りができない道を行くなら尚なお更さらな。……これでいいか？」

　それはごくごく個人的な、そして感傷的な理由に過ぎない。

　だが往々にして、人が聞けば「なんだそれだけか」という理由が本人にとっては大きかったりするのだ。鉄てつ面めん皮ぴの下にかいま見えるのは、帰るべき場所を永遠に失った男の爪つめ痕あとのような感傷だった。

　面会はそれで終わる。

　大した挨あい拶さつもなく立ち上がり、方ほう助すけは看守に一礼して面会室の扉を開け、

「月つき叢むら」

　いきなり名前を呼ばれた。

　ドアノブを摑つかんだまま、驚いて振り返る。彼が方助の名を口にするのは初めてだった。

「あんだよ、青目」

「いい機会だ。僕にも一つ聞かせろ」

　いい悪いを答えるのも待たず、ハインツはずいと身を乗り出して観察的な視線をよこす。

「貴様、一体何者だ？」

　──は？

「……それこそ、言わなきゃわからねえことか？」

「わからん。僕には最初から貴様が一番わからん。僕がこれまで出会ったどいつとも違う。血ち筋すじもなく剣も持たん男がなぜここまで首を突っ込む？　なぜ、あんな力を持つ？」

　暴走した魔ま剣けんの爪そう牙がが方助と交こう錯さくした一いつ瞬しゆん、彼が見せたのは剣技でも尋じん常じようの体術でもない、ハインツのどの知識にも類を見ない正体不明の「何か」だ。

　しかしながら、方助はその時のことをよく覚えていなかった。

　何のことを言っているかすらわからない。ただ気き味み悪そうに顔をしかめて首を振り、唯一確信が持てることを答えとする。

「俺は、ただの刃は走ばしりだ。妖よう刀とうや魔剣を回収すんのが仕事だ。今までもこれからもな」

　扉が閉まる。




　方助は灰色の廊下を歩きながら、ハインツの言ったことを頭の中で反すうした。

　何を聞きたかったのか知らないが、彼が放った言葉の一部、ほんの一単語が思いのほか心に引っかかっていた。

「……血ち筋すじねぇ」

　それは、生きとし生ける全てのモノが持つ遺ジ伝ー子ンのルーツだ。個人個人は血の縁えにしで連結され、連綿と繫つながれゆく長い線の一部となって命を営んでいく。

　理屈ではわかる。

　だが方ほう助すけは、物心ついた時からそうした環わの外にいた。

　父の名は月つき叢むら佐さ助すけ。母の名は月叢芙ふ蓉よう。

　記憶というより記録として、彼らの名は頭の隅すみに残っている。脳のう裏りに焼き付くのは剣の記憶で、それ以外の全てがまるで上書きされてしまったかのようだった。

　悲しむべきことだ、という理解はあっても実感が抜け落ちていた。血の繫つながりこそなくても家族はいる。自分の心に折り合いはつけているつもりだが、ふと足元を見てみればぽっかり開いた異様な違和感がある。

　あるべき線を持たない、ただ一個の点としての己おのれを自覚する。自分以外に誰もいない「月叢」という名の重さが、その時ばかりはなぜか妙みように堪こたえた。

　胸元に手を突っ込み、なんとはなしに例のお守りに触れてみた。手ごたえは硬く、冷たい。
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　城しろ鉄がねのあちこちには、相も変わらず第十四回刀剣展示会の広告が貼はられている。

　終わったのに撤てつ去きよされていないわけではない。刀展は、日を置いてもう一度開催されることとなっていた。先日は非常事態で打ち切りになってしまったようなものだから、そのまま何のフォローもなしとはいかない。

　しかし、演武については鳴なるの代役が立てられることになった。

　理由は単純で、再開催される日にはもう彼女は城鉄にいないのだ。

　殉じゆん職しよくした剣士の葬そう式しきを終え、鳴は城鉄を離れる運びになっていた。なんとか回復した葉は織おりに付き添われてのことだ。

　もともと招集された身。本来の所属は東京のＳＥＡＳシース帝てい都と本部であって、鳴の実家もそちらにある。魔ま剣けん事件について直接報告することは急務であり、これ以上の長居は許されない。

　覚かく悟ごしていた別れではあった。

　だが、駅で見送るとき、その手を摑つかまずにいることにかなりの努力を要した。

　──またね。

　別れ際ぎわ、鳴はそう言った。ほんの少し寂さびしそうな困り顔を、方助はいつまでも覚えている。




　三日後、鳴なるは「また」方ほう助すけの前に姿を現すことになる。

「そういうわけで、鳴くんは正式にうちの所属になったから。引き続き頼むわ、方助」

「いやいやいやいやいや」

「うん、君が鳴の傍そばにつくなら大丈夫だろう。任まかせたからね、方助君」

「いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいや」

　つい先日別れを演じたばかりの駅前で、互いに見知った顔ぶれが四人。

　迎えに出てきた方助と唄うた夏げ、即戻ってきた鳴と響ひびきである。

「じゃ、じゃあこいつ、これからも城しろ鉄がねにいるってことか!?」

「いやーごめんごめん、なにしろ急な話だったからねぇ。おれもびっくりした。まあでも、どうにか帝都本部あつちにも話を通したからよろしくね」

　鳴はといえば、自分の体より重そうな引っ越し用のキャリーバッグを引いている。唄夏が乗り付けた車に荷物を積む彼女は、やっぱりまだ緊張していた。

「よ、よろしく。いい……かな？」

　いいかどうかと言われれば、いいに決まっている。

　新生活への期待と不安が半々になった鳴を見て、方助は毒気を抜かれてため息をついた。

「いいけどよ、『またね』ってのがそういう意味だなんてな……。まだ色々ごたついてんのに、ほとぼりが冷める前でよかったのか？」

「うん。すぐがいいって、決めたから」

　鳴は、溢あふれるような笑い方をする時がある。

　もともと意識して表情を作るのは苦にが手てなのだろう。たまに変な顔をする時もあるが、心の中にある感情が心の器から溢れた時、それがそのまま表情になって出る。

「ま、立ち話もなんだ。簡単にこの後のことを言えば、支部で正規登録の手続き、善ぜん鬼きの整備と保管、それから部屋で荷ほどき……と。借りたマンションは新都市区にあるんだって？」

「はい。ええっと、ひど……ほ……しろがね？」

「ヒドゥンフォートレス城しろ鉄がねな。支部から歩ける距離だ。あたし工房でまだやることあるから、支部まででいいかい？」

　事件の事後処理も山積みで、城鉄支部はいつもに倍して連日忙しい。

　天てん井じようと床にぽっかり穴の開いてしまった工房だが、もともと老ろう朽きゆう化かでガタがきていたこともあり、これを機に改築工事をほどこすことになった。

　失われた閃せん血けつの原液は、量にして約20リットル。飛び散ったものの大部分は回収できたが、その20リットル程だけは跡あと形かたもなく消失してしまっていた。「竜りゆうの残り火」とも言うべきあの魔ま剣けんが、血けつ痕こんの中に全て吞のみ込んでしまったのだろうか。

　幸い貯蔵はまだあるから、すぐに工房が機能不全になることはないが、痛いた手でであることは間違いない。どのように新しい閃せん血けつが造り出されるのか方ほう助すけには見当もつかないが、例のおばちゃんの職人は「ま、なっちまったもんは仕方ないさね」とのタフなコメントを残した。

「お、お願いします……！」

　見送りの響ひびきは、車に乗り込む鳴なるに小さく手を振ってみせた。

「それじゃあ鳴、おれはここまでだから。体に気を付けて、しっかりやるんだよ」

「うん。いってきます、おにいちゃん」

　方助は、すぐには車に戻らない。

　シートベルトを締しめるのに四苦八苦している鳴を見ながら、横に立つ響に問う。

「──響さん。確認しときたいことがあるんすけど」

「何だい？」

　最初の時、鳴は一人でここまで来た。世間知らずで右も左もわからない彼女が。

　そのことに響が関与していないとはどうも思えず、あの時の鳴が「一人で大丈夫だ」と自分から言うとも思えない。響は、鳴がやる全てのことに放任的だった。

　それは、狙ねらってのことだったのだろうか。方助にはそれが疑わしい。

「あんた、鳴のこと試したでしょう」

　咎とがめるような視線を受けて、響は春風のように笑った。

「鳴は純粋な剣士だ。そうあり続ける必要があった」

「剣士としての心構えを教えなかったのも、わざとですか」

「それは口で教えて身に染しみるものじゃない。──うちなりの正式な試験だよ。結果は満点。君がいてくれなければ危ない場面はあったけど、それでも文句なしだ」

「……途中で鳴が折れたら、どうするつもりだったんです？」

「折れないさ、鳴は。どんなことがあってもね。『英雄』ってのはそういうものだろう？」

　シートベルトに絡からまった鳴を見て、響は目を細めた。どこか妹と面おも影かげを通じる瞳ひとみには、自みずからが「英雄」と呼ぶ妹への信頼とも畏い怖ふともつかない感情が仄ほの見える。

　季とき風かぜはどうも、鳴の行動を逐ちく一いち把は握あくしているらしい。行動方針も家が決めているようだ。

「だったら、今回の件は？　鳴がこの城しろ鉄がねに移ることになったことにも、あんたの……本家のお導きって奴があったんすか？」

　この質問に、響ははっきり首を振った。




「これは、あの子の意思だよ」




　彼の声色には、いまだ冷めやらぬ驚きの余よ韻いんがある。

　それを聞いて、方助は安心した。

「方助？　どうしたのー？」

　なんとかちゃんと座れた鳴なるが、窓を開けて呼びかける。

　手を一振りして車に向かい、方ほう助すけは振り返りざまに響ひびきの目を見すえた。

「響さん。俺はあんたが嫌きらいだ。家族のことを試すような奴はな」

「そう？　おれは君のこと好きだけどね」

　何を言っても柳に風。一連の事件を経ても、この男だけ底が知れない。

　振り切るように目を逸そらして車に乗り込む。窓越しに響は、「その子を頼むね」──という意味のジェスチャーを見せた。

　当たり前だ、という目で見返す。鳴は頭に「？」を浮かべて、無む邪じや気きに兄に手を振った。




　車が走り出した途と端たん、待ちかねていたように方助の携帯が鳴る。

『立たち花ばなですが』

　そういえば別れ際ぎわに番号交換してたな、と思ったところで異変に気付いた。

　なんか不ぶ気き味みなくらいにテンションが低い。

「お、おう……。な、なんだ、やっぱバイクのこと怒ってんのか？」

　あれから方助は、葉は織おりのバイクをぶっ壊こわしてしまったことを全力で謝あやまった。なにしろピカピカの代しろ物ものだったのでよほど大事にしていたものと思われる。ところが葉織の反応はけろっとしたもので、「鳴様をお助けする為ために使ったのなら問題ありません」とのことだった。

『いえそれはお構いなく。今そちらに鳴様がおられますね？　替わっていただけますか？』

　鳴は自前の携帯を持っていないので方助にかけてきたらしい。それはいいとして、どうして自分のそばに鳴がいるとわかったのだろう。方助はつまんだ携帯を鳴にすいっと渡す。

「葉織から。使い方わかるか？」

「あ、うん、話すだけなら……。？　……？」

　というものの、昔ながらの黒電話に慣れきった彼女には、携帯電話のどこをどうすればいいのかわからない。横から方助が教えてなんとかなる。

『鳴様？　無事城しろ鉄がねに戻られたのですね？』

「うん。荷物もちゃんと来たよ」

『そうですか。それは良かっ……う。う、うううう。うぅうううう……！』

「──葉織？」

『私は反対したでしょうっ！　それもこんな急にっ！　これからご一いつ緒しよできるかと思ったのに、残された私は、葉織はどうすればいいのですかあっ！』

　いきなりの大声にひええとのけぞる鳴。おろおろしながらスピーカーに耳を押し当てて、しどろもどろで応答し続けた。

「ご、ごめんね。でも……うん、そう。うん。あのね……」

　電話を持っていない方の指が所在なげにくるくる回る。黒電話のコードを指先でもてあそぶあれだ。葉は織おりも気を落ち着けたようで、それから声が漏もれてくることはなかった。

　しばらく話し込んで、鳴なるは方ほう助すけを見上げた。

「替わってって」

　替わるやいなや怨おん霊りようのような声が聞こえてきた。

『私も後日改めてそちらに伺うかがいますので』

　切られた。

　正直めちゃくちゃ怖こわかった。

「葉織、なんて？」

「……呪のろい殺されるかと思った」

　葉織の怨おん念ねんを知ってか知らずか、唄うた夏げは楽しげにハンドルを切る。

「これから賑にぎやかになるかもなぁ。退屈しなさそうで良かったじゃん、方助」

　方助はジト目で唄夏を睨にらんだ。

「姉貴さ、こういうことは事前に言っといてくれよ。心臓止まるかと思ったぞ俺は」

「おーほいほい、次からは肝きもに銘めいじるわ。それと方助、」

　唄夏は前を見ながら、空いた片手で方助の胸元を指差す。

「お守り、ちゃんと着けてるか？」

「ん？　……あー、着けてる着けてる。山ん中で探さがすの苦労したよ」

「そか。ならいい」

　にかっと笑って、唄夏はぐんとアクセルを踏む。ステレオから一昔前の洋楽が流れた。頑がん固こで不器用な無法者デスペラードをたしなめる、名もない男の歌だ。
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「ただの刃は走ばしり」と「当代季とき風かぜ」の噂うわさは、風のように駆かけ抜けていた。

　件くだんの魔ま剣けん使いを下したのは、蓋ふたを開けてみれば弱じやつ冠かん十五、六歳の少年少女。しかもかたや鋼はがねの血統の威い厳げんゼロなちんまい少女、かたや剣士ですらないオマケの下したっ端ぱとくる。話を聞いたところで信じろと言う方が無む茶ちやな話だ。

　唄夏と別れて入った城しろ鉄がね支部。二人を待っていたのは奇異の視線だった。

　意外を通り越して不可思議、渦か中ちゆうにいたコンビに向けられる目は口ほどにこう言っている。

　──本当に、こんな奴らがやったのか？

　まあ、今はこんなもんだ、と方助は思う。

　あの時同じ場所にいたのはごく少数で、彼らも今は療養しているか事後処理に追われている。

「大丈夫か、鳴なる？」

「う……うん。褒ほめてほしいって、思ってたわけじゃないから……」

　それはそれとしても、こうも懐かい疑ぎの目が集まると緊張もただごとではない。自分のつまさきを見下ろしたまま歩を進める鳴には、まだ張りつめた緊張の一線があるようだった。

　方ほう助すけは鳴に寄り添い、その背中をぽんと叩たたく。

「胸張って歩け、なんて無責任なこと言わねえけどさ。俺が横にいること忘れんなよ」

　──今に見てろよ。

　自分たちを見つめる全ての目に、心で宣告する。

　今は、今だけは、癪しやくだがこのままでいい。

　抜いていようが納まっていようが、鳴のその真っ直ぐさは何も変わらないのだから。




　長く感じた三月が終わりかけ、桜さくらは早くも散り始めている。

　満開を少し過ぎ、通り沿いに桜の植えられた歩道には花弁の絨じゆう毯たんが敷かれつつあった。

「あれっ……？」

　支部の正門から出てしばらく歩いた時、鳴が通りの向こうを見て声をあげた。

　どうした、と目線を追って驚く。

　見覚えのある女の子がいた。

　駅前で風船を木に引っかけ、廃はい工場までハインツに拉ら致ちされた、名前も知らないあの幼女。

　彼女は正門のあたりをずっと右う往おう左さ往おうしていたらしい。鳴と方助を見つけて、仔こ猫ねこがエサを見つけたようにぱたぱた駆かけ寄ってきた。

「ぁ……あ、えと、こんにちは。ど……どうしたの？」

　女の子は開口一番、

「おねえちゃんなんでしょ？」

「え──」

「おねえちゃんたちが、やっつけてくれたんだよね？」

　魔ま剣けん使いの暴走について、ごく大ざっぱな概がい要ようだけは市民にも伝わっている。刀展の真昼の惨さん事じは記憶に新しいところで、この街の人々はほとんど誰もが知っていると言って過言ではない。とはいえ、具体的に誰が鎮ちん圧あつしたかということは関係者以外知らないはずだ。

　なのに、彼女は誰に聞くでもなく「鳴のおかげだ」と確信しているようだった。

　呆ぼう然ぜんとする鳴を前に女の子はもたもた居住まいを正し、なにやら形式ばった表彰式の贈ぞう呈てい者しや気取りでこほんと咳せき払ばらい、満面の笑みを見せた。

　それは彼女にとって、言おうとしていて言えなかったことなのかもしれない。




「まもってくれてありがとう。おれいに、きくちよさんをさしあげます」




　鳴なるに差し出されたのは、女の子がずっと持っていたウサギのぬいぐるみ。

　菊きく千ち代よ氏である。

「────あっ」

　だばぁ。

「うおわ!?」

　鳴の両目から、マンガみたいな量の涙が一気に溢あふれた。

　きっと大事なものなのだろう。くたびれたウサギは彼女の歳と同じかそれ以上の時間を経ているようで、それはつまり、彼女のほんの数年の人生を共にした家族だということだ。

　褒ほめてほしかったわけじゃない──鳴のそれは、もちろん本音だったろう。

　ある意味で英雄的すぎる、少女には似合わない鋼はがねの覚かく悟ごだ。──それでも。

　剣の道とは何の関係も無い女の子の、ごく単純素そ朴ぼくでまっすぐな感謝が今、ぬいぐるみの形をして鳴の手の中にある。予想もしていなかった角度からの、ごく柔らかい一押しは、鳴の緊張の糸をひとたまりもなく切っていた。

　目を真ん丸にしているのは当の女の子だ。鳴の前にしゃがみこみ、心配そうにのぞき込む。

「お……おねえちゃん、だいじょうぶ？　おなかいたいの……？」

「ちっ──、ちが、違うのっ。あの、あのねっ──う、うれし、うれしくて──っ、ごめん、ごめんね、大丈夫だから……っ」

　方ほう助すけが鳴の背を静かに撫なで、女の子と目線の高さを合わせて語りかける。

「……あー、びっくりさせて悪い。こいつ痛いとか嫌いやだとかじゃなくてさ、喜んでるんだよ」

「ほんと？　……、でも、ないてるよ？」

「泣くってのは嫌なことばっかりじゃない。心がいっぱいになった時に泣くんだ。悲しいとか痛いがいっぱいになっても泣くし、うれしいがいっぱいになっても、やっぱり泣くんだぜ」

　彼女はそれからやはり鳴を心配そうに見ていたが、自分なりに納得したようで、うんと頷うなずいて方助に向き直った。

「一人で来たのか？　父ちゃん母ちゃんは近くなんだろ？」

「うん。あっちでまってる」

　見れば確かに、少し離れたところに母親らしき女性がいた。こちらに頭を下げるのを見て、慌あわてて会え釈しやくを返す。

「そか。じゃあ気を付けて帰れよ。母ちゃん大切にな。戻るとき転ぶなよ」

　女の子は最後に鳴の前にちまっとしゃがみ込んで、「ほんとにだいじょうぶ？」という意味の視線をよこした。方助はそれに強くうなずいて、鳴の肩を優しく叩たたく。

「見る目あるよお前。この姉ちゃんな、ほんとはすっげえ強いんだぜ」

　にかっと笑ってみせると、女の子も真ま似ねして歯を見せて笑う。

　母親のもとへ帰る女の子に、方ほう助すけは手を振り続けた。鳴なるの分まで、姿が見えなくなるまで。

　それから鳴は、長いこと菊きく千ち代よ氏を見下ろしていた。

　表面の少し汚れた、桜さくらのような薄いピンク色。

　その表面を親指の腹で撫で、鳴はまだ残る涙をぐいっとぬぐい去った。立ち上がる猫背は前より少し伸びている気がした。

「方助」

「ん」

「わたし、がんばるね」

　本当に受け継いでいくべきものは、剣でも技でも、血でもないのかもしれない。

　方助は、鳴の中に確かに生じた魂たましいの熱を思う。

　それはきっと最初から彼女の中にあったものだ。色々な鎖くさりが心を縛しばり、弱気の虫に覆おおい隠かくされていたものが、他ならぬ彼女自身の経験によって輝き出した。

　ほんの一いつ瞬しゆん方助はまぶしそうに目を細めて、少し大おお股またで歩いてみる鳴に続いた。

「おう。とりあえずは一歩目てとこか、相あい棒ぼう」

　英雄の血を引いた少女と、繫つながる血族を持たぬ少年が並んで歩く。

　彼らがこれまで来た道は、血族の思おも惑わくと魔ま剣けんの猖しよう獗けつで形作られてきた。

　この先の道もまた同様に、いやそれ以上に疾しつ風ぷう怒ど濤とうの血路となるかもしれない。

　時は巡めぐり血は継がれ剣はこの世に数多あまた在ある、いまだ終わらぬ剣の現代。




　これは、血と鋼はがねと、継承の物語だ。





〈おわり〉












　　　　　あとがき




　小さな頃、木の棒ぼうを振り回して「これ伝説の剣！　俺最強！」とかやったことありませんか？

　私はあります。

　やったことある派の急きゆう先せん鋒ぽう、九く岡おか望のぞむです。どうぞよろしく。何がだ。




　ともかく幼い頃からの刷すり込みか、はたまたなんかの本能か。男の子は、なんだかいつの間にかイカした刀剣が大好きだったりします。

　んじゃ実際に「剣って何だ？」って話になると、これがまた色々ややこしい。

　剣とは、第一に武器。武力を象徴する儀礼的な意味もあり、伝統工芸品としての歴史的・美術的な価値もあります。

　なこと言っても煎せんじ詰めればただの刃物。兵器としてはごくごく原始的、そもそも戦場の主役は昔っから投石とか弓とか長物云うん々ぬん、剣けん客かくなんて側面からのＲＰＧで一発だぜ云々というのがまあ即物的な目線ではあります。

　それでも、剣というのはやっぱり武器の代表で、浪漫ロマンで、魂たましいなのです。

　古今東西の名刀妖よう刀とう魔ま剣けん神剣、ライ○セーバーとかつら○き丸とかガ○アンソードとかレ○ディ○ントソード、色んな場所に色んな剣がある。これは時代や場所が変わっても、剣が人の手にある「武器」の普遍的アイコンだからと言えるのではないでしょうか。

　と屁へ理屈をこねてみましたが、まあなんてったってカッコいいですから。

　いいじゃないですか。カッコいいもの。

　カッコよささえあれば、拾った木の棒もたちまち伝説の剣へと進化するのです。

　もちろんそう思わない人もたくさんいると思います。しかも本作は剣の世界の話。刀剣は兵器、刀剣は凶きよう器き、人によっては生き方そのものにまで干かん渉しようする極めてリアルな存在です。「ちょうかっけえ……」なんて９歳児みたいな見方ばかりとはまいりません。

　そして、それでいいのです。前向きでも後ろ向きでも、人物全ての剣に対するスタンスがあるのです。

　月つき叢むら方ほう助すけにとって憧あこがれの対象であるように。季とき風かぜ鳴なるにとって体の一部であるように。

　これは誰もが自分だけの「剣の意味」を示し、あるいは見出していく物語なのですから。




　……よし。うまいことまとまった気がする。

　新シリーズ立ち上げに際し、えっらい悩んだ私に根気強く付き合って下さった担当さんには感謝してもしきれません。お導きのおかげで、なんとか最初の弾たまを放てました。

　イラストレーターの枕まくら狐こさん。ほっといたら鉄鉄血刀血火花鉄おっぱい鉄!!　くらいの雰ふん囲い気きになりそうな本作に美しいイラストを添えていただき、本当にありがとうございます。おかげさまで、モノクロだった世界のイメージが一気に華やぎました。

　そして、本著をお手に取って頂きました読者の皆様にこそ、最大の感謝を。

　改めて、はじめましての方ははじめまして。そうでない方はお久しぶりです。いずかたも、こうしてお会いできて幸こう甚じんであります。

　好きな映画のキャッチコピーをお借りして、

「構えるでなく、抜くでなく、音と匂においでたたっ斬きる、驚きよう天てん動どう地ちの居合斬り」

　──そんな感じの神速バッサリアクションでした。お楽しみ頂けたでしょうか。

　うまくいったらお慰なぐさみ、もしお気に召したらまたどうぞ。漢と漢女おとめと謎なぞ剣術、変へん態たい武器やトンデモアクションをたっぷり用意してお待ちしております。

　そんなわけで、『サムライ・オーヴァドライブ』でした。ではでは。
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　　　終わりの次に　刃について・その二




「──ああどもども、ご無ぶ沙さ汰たしてます、お爺じいさま。

　まずは鳴なるくんのこと、ありがとうございます。こっちへの転属はお爺さまの口添えがなきゃ厳しかったでしょう。ええ。はい。万事何事もなく進んでますよ。

　方ほう助すけも無事です。あんちくしょう危ねえことばっかしやがって……ま、大だい金きん星ぼしですけど。

　ええ。お守りはちゃんと身に着けてますよ。

　……ねえ。鳴くんの護ご衛えいに方助をつけたの、裏うらでお爺さまが手を回したからでしょ？

　あ、やっぱり。いえ、いい経験ではあったと思います。どのみち首を突っ込むなら、結果的に季とき風かぜの当代のそばが一番良かったかもしれない」

　苦笑しながら、久く利り富とみ唄うた夏げは電話口からの質問に口をつぐむ。

　頭の中で答えを吟ぎん味みして、応じた。

「例の妖よう刀とうは、まだ見つかってません」

　つかの間の沈ちん黙もく、

「はい。時間の問題かもしれません。……けどねお爺さま、少なくとも、鳴くんはいい子ですよ。きっと方助にもいい影響を与えてくれます。──はい。では、また」

　電話を切り、しばし黙もつ考こうする。

　月つき叢むら方助は、剣に魅み入いられた男だ。

　彼はこの世全ての「善よきもの」と「悪あしきもの」を、あの夜の二振りの業わざ物ものに仮か託たくして考えている。人生の価値基準がすべて刀に根差している。

　唄夏は思う。憧あこがれとは、きっと呪のろいなのだ。

　強ければ強いほど身を焦こがし、自身の人生すらも変えてしまう。

　それは、光に向かって一いつ散さんに羽ばたく虫の走性タキシスにも似ていた。その先に何があるのかを考えることもない。ただあるがままに、思うがままに進む──衝しよう動どうに導かれて。




　伐きり霞かの妖刀を語るについて、前提となる刀が一振りある。

　それこそは、季風の善ぜん鬼き国くに綱つなだ。

「善鬼」とは「前鬼」を意味する。善鬼の直後に、鬼の名を関するその刀が打たれたという。

　いわばこの二つは兄弟関係にあり、今や切っても切れない関係にあった。

　方助に告つげるにはまだ早く、時ときのめぐりを待たねばならない。

　妖刀の名は『鬼おに丸まる国綱』。元天下五剣の永久欠番ロストナンバー、堕おちた鬼き神しんの太刀である。


〈つづく〉
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主食はウヰスキーとアクション映画。

鉄分やおっぱい分を投与すると突然興奮します。エサを与えないで下さい。
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イラスト／枕まくら狐こ

はじめまして、イラストを担当させていただいた枕狐といいます。最近水タバコ沼にはまりました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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